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    「冬はやっぱりコタツですねー」


    　いつもの部室。いつもの部活動。そしていつものコタツ。


    　布ふ団とんを胸むねまで引き寄せて、温ぬくもりのなかにすっぽり埋うまりながら、京きよう夜やは言った。


    「冬っつーか。もう春なんじゃね」


    「暦こよみの上では立りつ春しゆん以降を春とするね」


    　部長と紫し音おんさんが、コタツの向かいと右みぎ隣どなりから言ってくる。


    「はい。お茶です。今日はまず、マルセイユ・アールグレイからいきましょう～」


    　全員分の紅茶をトレイに載せて、恵めぐみちゃんがやってくる。いつも嬉うれしそうに紅茶を淹いれている恵ちゃんだが、今日はちょっとだけ、特別に張り切っているような気が……しないでもない。


    「キララも。どうですかー？　紅茶？」


    「ん。もらう。」


    　キララがソファーからコタツにやってくる。肉持じ参さんだ。


    「タマも紅茶のむですよ」


    　タマがコタツの中から生はえてくる。ぶわっと膨ふくらんだ髪の毛を、首を振って一発で直して、湯ゆ飲のみを両手で持って差し出してくる。


    「はいはい。順番ですからねー」


    　皆の分を順番に注つぎ分けながら、恵ちゃんは言う。


    　一度にすべてを注そそいでしまわず、小分けにしながら、並べたカップを順番に回ってゆくのが、紅茶の濃こさを均きん等とうにする秘ひ訣けつだそうだ。


    　皆でコタツに入るときのポジションは、ＧグツＪジヨ部ぶでは決まっている。部長が京夜の膝ひざのうえ。そしてタマが紫音さんの膝のうえ。


    　紫音さんの長い脚あしの上にちょこんと座るタマのことを、綺き羅ら々らさんがお肉をくわえながら、うらやましそうに見つめている。


    　以前、タマ争そう奪だつ戦せんがあった。コタツの六人ポジションを決めるときに、〝膝乗りタマ〟を皆で奪うばい合うことになった。


    　結果。勝ち取ったのは紫音さん。紫音さんの勝利の秘訣は、〝妹いない歴れき十七年〟によって培つちかわれた気き迫はくだろう。


    　他ほかの皆の敗はい因いんは〝リアル妹持ち〟というハンデだ。


    　それ以来、タマはなにも言われないうちに、紫音さんの膝のうえに乗りに来るようになった。


    　コタツに部員全員、六人ですっぽりとハマりこんで──。


    「あー……。お茶がうめえなぁ」


    　しんみりとした声で、部長が言う。


    　いつも通りのゆるやかな時間が流れてゆく。


    「ほんとですね」


    　京きよう夜やも紅茶のカップを両手に収おさめながら、そう返す。


    「タマ的には緑りよく茶ちやのほうが好きなんですケド」


    　タマが余よ計けいなことを言っている。


    「でもメグねーさんの紅茶も……。タマ、好きですケド」


    　顔色を変えた恵めぐみちゃんのために、すぐにフォローしている。だったらはじめから言わなきゃいいのに。


    「しかしなんだな。タマも馴な染じんできたよな。うちの部に」


    　こんな日だからか。部長が唐とう突とつにタマに言う。


    「あたりまえですよ。タマ何年ここにいると思ってるんですか」


    「まだ一年もいねーじゃん」


    「あれ？　そうでしたっけ？　なんかタマ。何年もいる気がするんですけど」


    「おまえ何年生だよ」


    　部長は苦笑している。タマは一年生だから、このＧグツＪジヨ部ぶに何年もいるはずがない。


    「そういえばタマって最初からこうでしたよね」


    　京夜の記憶によれば、タマはすぐ翌よく日じつから自分の家のように堂どう々どうとしていた。ポテチを要求してきていた。〝借りてきた猫ねこ〟という言葉に謝あやまれという感じだ。


    「捕つかまえたときには、ぴぎゃー、とか鳴いてたけどなっ」


    「ウソですよ。タマはそんなふうに鳴かないです。もう二年だから落ち着いたレディーになるのです」


    「そういやキョロ。おまえも捕まえたときにゃー、愉ゆ快かいだったよなー」


    「タマの話きくですよ。いまタマのターンですよ」


    「ええ？　そうでしたか？　どうでしたっけ？」


    　カップを置いて、京夜は考えこんだ。


    「ああ。そりゃもう。見事なまでに。超高速でキョドってたさねー」


    「えー？　そうですかー？」


    「はい京夜くん。おかわりです」


    　恵ちゃんが膝ひざをついて、おかわりを注ついでくれる。


    「それでキョロ君って、ついたんじゃないですかー」


    　微ほほ笑えみを向けられる。


    「そうだっけ？」


    　微笑みを向けられて、京夜は、ずっとずっと昔のことを、思いだしはじめた……。
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    「わーっ！　わわーっ！　なんですかーっ!?　なんなんですかーっ!?」


    　真っ暗な袋ふくろの内側で、じたばたと手足を暴あばれさせていると──突然、光が見えた。


    「ちょ──なんなんですか。だれなんですか。どこなんですか。いったいなにがどうなっているんですか」


    　開ひらかれた袋の口から、ひーひー言いながら京きよう夜やは這はいだしていった。


    　廊下を歩いていたときに、袋をかぶせられたところまでは覚おぼえている。そして誰かの手で運はこばれて──ここはいったい、どこなのだろう？


    　光に慣れてきた目に周囲の光こう景けいが映うつりはじめる。ここはどこかの教室？　……いや、部室？


    「四つも質問か？　よくばりなヤツだな。どれか一個にしろ、一個に」


    　二本の脚あしが目の前にあった。上うわ履ばきから膝ひざ小こ僧ぞう。そしてスカートの裾すそへと上っていって、上に顔を向けると──。


    　ちっちゃな女の子が立っていた。


    　しかしなにかが変。おもに縮しゆく尺しやくがへん。


    　女の子はどう見ても小学生くらいの体格だ。だけど上履きの色からすると上級生……？　えっ？　えええっ？


    「あのう……。僕はなんで拉ら致ちられたのでしょう？」


    　京夜はとりあえずそう訊きいてみた。


    「拉致ってないぞ。これは由ゆい緒しよ正しき我わが部の勧かん誘ゆう法ほうだっ！」


    　女の子は腕うで組ぐみをすると、自信満々にそう言い切った。


    　一個なら訊いていいというから質問を一個にしたのだけど、ぜんぜん答えてくれていない。


    　妹の霞かすみなんかを見ているとたまに思うんだけど、女のひとのなかには、どうも話が通じないひとっているよね。


    「乱らん暴ぼうなことをしてすまなかったね。もしよかったら、すこし話を聞いてはもらえまいか？」


    　彼女のうしろから、こんどは大人おとなっぽい女のひとが現あらわれた。


    　長い黒くろ髪かみで、すごく背せの高い女のひとだ。


    　最初の彼女とはちがって、こちらはすぐに上級生だとわかる。このひとにだったら、話が通じそう……？　なんだか常識のありそうな人だし……？


    「えっと。あのですね。まずなんで僕は拉致られたのでしょう？」


    「うちの部の前を通りがかったからだね」


    「えっと。その……。通りがかった人は誰でも拉致られてしまうのでしょうか？」


    「皆。通らないからね。新学期になってからは君が初めてだ」


    「はぁ」


    　わかったような。わからないような。論ろん理り的てきな説明ではあるけれど。


    「オマエみたいなポーッとしているやつは格かつ好こうの餌え食じきだ！　キャッチ・アンド・イートだ！」


    　例の小さな子が腕うで組ぐみをして答える。背せの高い女のひとの話もいまいちわからなかったけど、この子の言うことは、やっぱり一番わからない。


    「僕は単に部活を探さがしていただけなんですけど。ここ文化部棟ですよね？」


    「じゃよかったじゃん。ウチの部に入れよ。な？　──キマリ！」


    「いや決めないでくださいって」


    「紅茶はいりましたよー」


    　と、そこで、目の前の二人とは別の──三人目の女の子の声が響ひびく。


    　二人の腰こしの間を通して、覗のぞいてみると──。


    「ケーキもありますよー？　ハチミツたっぷりのパンケーキとワッフルでぇす」


    　ティーポットを手にした女の子と目が合ってしまう。微ほほ笑えみかけられる。


    「ナイスだ！　メグ！　ハニートラップだ！」


    　それは意味がちょっと違うと思うし。そもそも口にしちゃっていたらトラップの意味がないと思うし。


    「おいキララ。こいつどーだ？」


    　部屋の隅すみに向けて声が飛ぶ。


    　四人目もいたことに京きよう夜やはそこで気がついた。気け配はいがまったくしなかった。


    「いいにおい。きらら。すき。」


    　あぐらをかいてソファーに座る大きな女の人が、そう言った。


    　にんまりと目を細めて見つめてくる。その顔が、なんだかちょっと動物っぽく感じる。


    　──と。京夜はそこで気がついた。


    　彼女の前にうずたかく食べ物が積まれている。大量のお肉だ。鶏とりの足。クリスマスに食べるごちそう的なアレ。なんであんなにたくさんあるんだろう……。何十本も？


    　部屋のなかにいるのは四人だけのようだ。その四人からじっと、期待するような視線を向けられている。


    　京夜は立ちあがると、服を払った。


    「あの……、もう袋ふくろ詰づめしないと約束してくれたら……、話くらいは聞きますけど？」


    「んっ！」


    　ちっちゃな女の子は、京夜に小指を差しだしてきた。


    　それが〝ゆびきりげんまん〟の合図だと京夜が気づくまでには、きっかり三秒ほどの時間が必要だった。


    　ちょっと気き恥はずかしい気分を味わいながら、京夜は女の子に向けて小指を差しだした。
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    　いつもの昼休み。


    　机つくえの向かい側で、梅干しオニギリに顔をきゅーとすぼめている横よこ溝みぞに、京きよう夜やは訊きいてみた。


    「なあ横溝。僕はどうしたらいいと思う？」


    「マスター・ヨーダの元を訪たずねろ。フォースの導みちびきに従したがえ」


    「なんだよそれ」


    「それはオレが聞きたい。主語も述じゆつ語ごも目的語も省しよう略りやくしていったいオレにどうしろと？」


    「ああ。うん。そうだね。じつはこうなんだ。──かくかくしかじか」


    「いや。〝かくかくしかじか〟とか言われてもな」


    「んもう。聞いてますの？　徹てつ心しん？」


    「ああ聞いてる聞いてる。かくかくしかじか、だったよな」


    　横溝は京夜と話しながらも、もう一人の女じよ子しとも同時に会話している。


    　横溝のことを〝徹心〟と下の名前で呼ぶ彼女は、クラスで二番目に美人な倉くら橋はしさんである。


    　この二人、傍はたで見ていると、もう付き合っちゃえばいいのに──という空気をにじませているのだが、当人たちには、まったくそんな気はなく、中学校の前からもう何年も、親友というか腐くされ縁えんというか、そんな関係を続けている。


    「やりたいことのないやつが、無理に部活を探さがさなくてもいいんじゃねえの？」


    　みっつめの爆ばく弾だんおにぎりを、ぱかっと二つに割って、横溝は言った。


    「横溝が言ったんだよ？　部活に入ってないと内ない申しんに響ひびくって」


    「あれは噓うそだ。からかっただけだ」


    「四しノの宮みや君っていじり甲が斐いがありますわよね」


    　じろっと倉橋さんを見ると、彼女はさっさとおべんと箱を片付けて、女子たちのおしゃべりの輪わの中に飛びこんでいってしまった。倉橋さん以外の女子はまだよく名前を覚おぼえていないけど、あの二人ならわかる。クラス一位の美少女（親しみ系）の神かん崎ざきさんと、クラス三位の美少女（健康系）の大班長・高たか坂さかさんだ。


    「内申に響くっていうのはウソだったとしても。でも部活入っていないのって、少数派みたいなんだよね」


    「少数派だとなにかまずいのか。俺おれも部活には入っていないが」


    「横溝は家で道どう場じようやってるじゃない。空から手て部ぶよりも柔じゆう道どう部ぶよりも、ぜんぜん本格的だよ」


    「ふむ。そうか」


    　横溝はしぶくうなずいた。なんで高校生やってんのこいつ、と思うくらい落ち着きがある。


    「で？　どんな部がいいんだ？」


    「いいよもう」


    「おい七なな瀬せ。四しノの宮みやが面白いぞ」


    　横よこ溝みぞが面白がって倉くら橋はしさんを呼ぶ。倉橋さんが、ぎゅんと顔を向けてロックオンしてくる。


    「面白くないから」


    　やんわりと笑顔を向けて、倉橋さんには退たい場じようしていただく。


    「部活なんだけど。まずあんまり厳きびしくないほうがいいよね。体育会系とかのノリはちょっと」


    「なら文化部だろうな」


    「横溝はいいよね。やりたいこともやってることもあるし。家の道どう場じようのあれ。趣味っていうよりも、もはや生き様ざまって感じだよね」


    「武ぶ道どうというのは道みちだからな。俺おれの場合はべつにやりたくてやってるわけじゃない。生まれて気づいたときには、すでにこの道に乗っていたというだけで」


    「濃こいよね。横溝は」


    「自分の薄うすい生き様におまえはなにかコンプレックスでも持っているのか？」


    「だからいいってばもう」


    　差別を感じ取って、京きよう夜やは言った。やりたいことのあるやつはそんなに偉えらいのか。


    「おい七瀬。四ノ宮が〝構かまってちゃん〟になってるぞ──」


    「だからなんでもないってば倉橋さん。ロックオンしないで」


    「──で。どんな部なんだ？」


    「ああうん。……なんていうか？　へんな部？　しいて言うなら……放課後ティータイム？」


    「なんだそれは？」


    「僕にもよくわかんないって。昨日きのうは見学してきただけで……。今日も行くって指切りしちゃったから行くんだけど。でもまだその部に入るかどうかは、決めてなくって……」


    「ようやく話が戻ってきたな」


    「四ノ宮君。そういえば──」


    　倉橋さんが不意に参さん戦せんしてくる。


    「そういえばジージェー部だとかグッドジョー部だとか。なにかそんなような名前の部活には気をつけたほうがよいですわよ」


    「えっ？」


    「あまりよろしくない噂うわさが……。なんでも、聞けば通りがかる人間を強制的に拉ら致ちって部員を確かく保ほしているそうですから」


    「きょ……、強制じゃなかったら、ら、拉致とは言わないんじゃないかなー。あははははー」


    「もうっ。心配して忠ちゆう告こくしてあげたのに」


    　倉橋さんは誤ご解かいして行ってしまった。


    　そのクラスで二番目のロングヘアを見つめながら、京夜は考えこんでいた。
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    　その日の放課後。


    　約束通りにＧＪ部（読みかたがよくわからない）にやって来た京きよう夜やは、特にすることもなく、部室のテーブルにぽつねんと座っていた。


    　隣となりに座っている女の子のことを、ぼんやりと見つめる。このちっちゃい子が部長のようなのだ。どう見ても小学生にしか見えないんだけど。


    　彼女の名前は天あま使つか真ま央お。昨日きのう、捕ほ獲かくされたその日に、名前くらいは聞かされている。しかしどういう人なのかは、まだよくわかっていない。


    「なんだー？」


    　視線のしっぽを捕とらえられる。マンガを読んでいたはずなのに、女の子って、けっこう鋭するどい。


    「いえあの……」


    「なんだー？　新入りー？　質問でもあるのかー？」


    　京夜が言い淀よどんでいるうちに、彼女はマンガを閉とじてこちらに向いてしまった。もう遅おそい。


    「さあ。なんでも訊きいていいぞ。寛かん大だいなる部長のこの私が、たちどころに答えてやろう」


    　いつのまにか〝新入り〟にされてるし。まだ入るかどうか決めてないんだけど。


    　あといま確かに自分で言ってたし。〝部長〟って……。


    「あのう……。部長……で、いいんですよね？」


    「おうともさ。私が部長だ！」


    　彼女は胸むねを張り、椅い子すの上でふんぞり返って答えた。


    「部長ってお幾いくつなんでしょう？」


    「なんだ？　ヘンなことを訊くヤツだな。二年に決まってンだろ」


    　床ゆかに届かない足をぷらぷらとやりながら彼女は言う。上うわ履ばきの色は臙えん脂じ色いろ。たしかに二年生。


    「いえ何年生かということじゃなくて。何歳なのかというほうなんですけど」


    「おまえは女のトシを訊くやつか。セクハラか？　それはセクハラだな？」


    「えっ？　これセクハラになるんですか？　──だったらすいません」


    「十六サイだよ。二年生なんだから十六サイに決まってんじゃねーか」


    「そうですか……。べつに飛び級きゆうとかしているわけじゃなかったんですね」


    「なんだその思わせぶりな言いかたは。奥歯に物の挟はさまったような物言いは。十六歳じゃなかったら何歳ならよかったんだよ。何歳だと思ったんだよ」


    「ええと」


    　京夜は考えた。二年は二年でも、小学校の二年生くらい？　だとすると……。


    「八歳？」


    「ムガー！」


    　彼女が咆ほう哮こうを放はなった、その途と端たん──。京きよう夜やの手首から先が、突然、消え失うせた。ぱっくんと、彼女の口の中に飲みこまれていた。


    「えっ？」


    　手がない。──じゃなくて。


    　手が口の中にあった。彼女がぱっくんと嚙かみついてきていて──。


    「え？　えっ？　ええっ──？」


    　認にん識しきに遅おくれること、数すう瞬しゆん──。痛いたみが、じんわりと肘ひじと肩を昇のぼってきて、脳のう髄ずいへと到達した。


    「痛たたたたたた！　痛い痛い！　痛いです！　ちょ──!?　嚙まないでくださいよ！　なんで嚙むんですかーっ!?」


    　京夜は混乱していた。なんで自分が嚙まれているのか。なんで嚙むのっ。このイキモノっ。


    「るふぁひ。おふぁふぇふぁ！　ふひょーへ！　ひっふぁふぁ！　ふふひふぇふぁふ」


    「なに言ってんのかわかりませんよ！　てゆうか！　嚙みながら話さないでくださいよ！　痛い痛い！　歯が痛い！　ギリギリって！」


    「さっそく仲良しさんですねー。──はい。紅茶がはいりましたよー」


    　紅茶のポットを手にした女の子がやってくる。だが手を嚙まれている京夜を見ながら、彼女はにこにこと微ほほ笑えむばかり。


    「あ、あ、あ──天あま使つかさんっ！　これなんとかしてこれえェッ！」


    「恵めぐみ──で、いいですよぅ。お砂さ糖とうはいくつ入れますか？」


    「ふたつで。──じゃなくてぇ！」


    　京夜は助けを求めて部室を見回した。ソファーのところでお肉を食べている大きなお姉さんは、なんかワイルドで常識持ってなさそうだったのでスルーして──。パソコンの前に座っている長い髪の上級生──いかにも常識のありそうな理り知ち的てきな人に助けを求めた。


    「た──たすけてたすけてたすけてください！　これ外はずれないんです！」


    「ふぁーふぁ！　ふひょーへ！　ひっふぁふぁ！　ふふひふぇふぁふ」


    「彼女はこう言っているね。〝だから部長って言ったら許ゆるしてやる〟──と」


    「え？　あっ？　えーと──。部長っ？」


    「おうともさ」


    　外れた。離れた。嚙むのやめてくれた。


    　しかし手にはしっかりと歯は形がたが残った。歯並びの見本みたいな見事な歯並びだった。


    「これからちゃんと〝部長〟って呼べよな。年上として崇あがめろよな。じゃないと嚙むぞ？」


    　腰こしに手をあてて仁に王おう立だちする彼女に、京夜はうなずいた。


    「は……。はい」


    　ひとつわかったことがある。部長はなにかあると嚙みついてくるキケン生物だということだ。
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    「あいたー」


    　手を撫なでながらうずくまっていたら、目の前にレースのハンカチが差し出されてきた。


    「使ってくれたまえ」


    「あっ……。ありがとうございます」


    　ハンカチを受け取る。とても高そうなそのハンカチで、天あま使つか真ま央おさん──部長のヨダレを拭ふくのは気がとがめたけど、彼女がじっと見ているので、やむをえず拭いた。ごしごしとやった。


    「あ。ありがとうございます……。えっと？」


    「紫し音おん……と。もしキミが構かまわなければ、そう呼んでくれたまえ」


    「え？　えと。じ、じゃあ……。紫音、……さん」


    「うん」


    　彼女は薄うすく笑った。頰ほおに掛かったその髪をかきあげる仕し草ぐさが、ひどく大人おとなびている。


    「そういえば昨日きのうは自己紹介くらいしかできなかったね」


    「え。ええ。そうですね」


    　緊張しながら京きよう夜やは答えた。部長……と話しているときは近所の子と遊んでいる感かん覚かくでそんなに緊張しないのだけど、彼女……紫音さんと話すときには、まるで大人の女のひとと話している気分だ。高校二年だから、自分とたった一歳しか違っていないはずなんだけど。


    「ずるいな。真央は。ひとりじめをして」


    　と、紫音さんは部長のほうに流し目を送る。


    　部長のほうは知らんぷり。口にくわえたポッキーだけを、ひょこひょこと揺ゆらしている。


    　紫音さんは部長のことを名前で呼んでいる。しかも呼び捨てだ。なんとなく親しい感じが二人のあいだには漂ただよっている。自分と横よこ溝みぞのような感じで──いや、横溝とは名前では呼びあっていなくて名みよう字じだから、それよりも、もっと親しい感じ？　親友っぽい？


    「昨日は真央がひとりじめをするから。私はぜんぜん話せもしないし、構えもしなかった。せっかく弟的な後こう輩はいができたというのに」


    「あれ？　え？　弟……ですか？」


    「だめだったかな？」


    　彼女は小こ首くびを傾かしげる。卵たまご形がたの頭の脇わきから、さらりと髪が流れ落ちる。


    「いえあの。いいです……、けど」


    　京夜はうつむいた。うつむいて、うなずいた。


    「かわいいね。キミは」


    　うつむいていたから、彼女がどんな顔でそう言ったのか、ついぞ見ることはかなわなかった。


    「ふンっ。──弟なんぞ。ちーっとも、よくねーぞー」


    　テーブルのほうで声があがる。椅い子すをナナメに傾かたむかせて、部長が言っている。


    「──弟だけじゃないぞ。妹だってそうだな。あいつらカワイイのは一瞬だけなのだ。すぐに背せ丈たけで追い抜かしてゆくのだ」


    「つぎ。ミルクティーとレモンティーと、どちらにしますか？　お姉ちゃん」


    　お茶を配くばって回っている恵めぐみちゃんが部長に寄ってゆく。


    　二人が姉し妹まいだということは、聞かされてはいるが……どうにも信じられない。恵ちゃんのほうが姉で、部長のほうが妹だと言われれば、すぐにも信じられるのだが。


    「おまえにゃ何年も前にぶち抜かれたっけな……。レモンだ」


    「そうでしたっけ？　はぁい。レモンティー、はいりまーす」


    　恵ちゃんは楽しげにお茶を注そそぐ。


    　やっぱりこの二人は姉妹のようだ。部長が姉で、恵ちゃんのほうが妹。間違ってはいない。


    「聖せい羅らはまだお姉ちゃんより何センチか小さいですよぅ」


    「フン。時間の問題だな。カワイイのはいまのうちだけだ」


    　とりあえずわかったことは──部長が背丈のことを大変気にしていらっしゃるということだ。あと天あま使つか姉妹は、たぶん三姉妹だということだ。


    「私には兄がたくさんいてね。でも弟も妹も、どちらも一人もいないんだ。キミが弟になってくれて嬉うれしいよ」


    「はぁ……。はい……」


    　年上の美人に微ほほ笑えまれて、京きよう夜やは愛あい想そ笑わらいを浮かべるしかなかった。


    「ではさっそく手続きをしよう。キミの御両親の連絡先を教えてくれるかな？」


    「はい？　なんですか？　……手続き？　なんのです？」


    「なにって？　養子縁組の手続きに決まっているじゃないか。いまキミは私の弟になってくれると了りよう承しようしてくれたろう。その手続きだよ。まず戸こ籍せきからきちんとしておこう」


    「えっ？　ええっ!?　いやちょっとあの……、弟って、そういう意味だったんですかー!?」


    「よかったですねー。四しノの宮みや君」


    　にこにこと天てん使しの笑顔が向けられる。


    「おいメグ。もう四ノ宮君じゃないぞ。シイの弟君だぞ。養子縁組するんだからさ」


    「ええーっ！」


    　京夜はキョドりまくっていた。右を見て左を見て、また左を見ると──。苦しそうに笑いをこらえている紫し音おんさんの顔が目に入った。


    「ほんと。……かわいいね。キミは」


    　すっかりからかわれてしまっていた。


    　ひとつわかったことがある。紫音さんは人をからかって遊ぶ大人おとなな女のひとだということだ。
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    「つぎはわたしですねー」


    　紅茶のポットを持っておかわりを注つぎにきた天てん使し──恵めぐみちゃんが、にこにこと微ほほ笑えみながらそう言った。


    「えっ？　つぎって？」


    「お姉ちゃん。紫し音おんさん。って来たから。つぎはわたしです」


    　えっへん。と彼女は胸むねを張る。


    　意外と大きな胸が、そうするとけっこう目立って──。京きよう夜やは目線をよそに向けねばならなくなった。


    「そ。そうなんだ……。恵ちゃんの番なんだ……」


    　妹の霞かすみとかもそうなんだけど。


    　女の子の理り屈くつって、たまによくわからないことがある。


    「それで、番って……なんの？　いったいなんの番？」


    「四しノの宮みや君にー、よく知ってもらう番ですねー」


    「はぁ」


    「四ノ宮君。わたしのこと。どれだけ知ってます？」


    　そう言われて、京夜は考えこんだ。


    「えーと……。同じ一年生で……。隣となりのクラスで……。あ。そういえばお昼休みとか、うちのクラス遊びに来てない？　えーと……。誰だっけ。にぱーって、明るい女の子の──そうそう。新しん城じようさんだ。新城さんのところに遊びに来てたりするよね。……ちがった？」


    「すごい。あたり。あたりです！　ヒカリちゃんはお友達ですー」


    　なんか二人とも雰ふん囲い気きが似ているので覚おぼえていた。明るいというか。天てん真しん爛らん漫まんというか。


    「天てん使しって書いて〝あまつか〟って読むんだよね。はじめ〝てんし〟なのかと思っちゃった」


    「わたし天てん使しなんかじゃないですよう。人間。にんげん。ニンゲンですよう」


    　砂時計の砂が落ちきると、彼女はティーポットを傾かたむけて紅茶を注そそぎはじめた。


    　なんだか本格的。お茶の葉もティーバッグとかじゃなくて、缶の中からスプーンですくうようなやつ。


    「はい。どうぞ」


    　紅茶が出される。


    「ありがとう」


    　本当にいい匂いが漂ただよってくる。立ちのぼる湯ゆ気げの向こう側で、恵ちゃんはにこにこと笑顔を浮かべている。人に紅茶を振る舞うことが本当に嬉うれしくてたまらないという感じ。


    「姉であるわたしも、メグはこれ、本当に地上の生き物かって思うことがある」


    「実際、恵めぐみ君には裏うらがないからね」


    　部長と紫し音おんさんが共にテーブル席にやってくる。四つある椅い子すの三つが埋うまる。恵ちゃんは立ち働いていることが多くてほとんど座らない。そして最後の一人の大きなお姉さんは、窓まど際ぎわのソファーに座って、山やま盛もりのお肉をぱくぱくと食べているところだ。


    「キミもそう思うだろう？　普通、こんなに性格の良い子がいたら、それは見せかけだけで、表おもて裏うらに凄すごいギャップがあるのではないかと、腹はらは真っ黒なのではないかと──」


    「いやいや。思いませんって。思いませんよ。思ったりしませんから」


    「裏があるんですかー？　わたしー？」


    「きしししし。それぜんぶ計算だったりしてな。内心じゃ黒い呪のろいのコトバをつぶやいていたりしてな。〝にやり〟とか。〝ちっ〟とかっ。──舌した打うちしてたりしてなっ」


    「やめてくださいって。部長」


    「お。部長って言った。──部長って言ったぞ？　いまコイツ？　なあシイもメグも聞いてたな？　聞いてたろ」


    「さっきそう言えって自分で言ったんじゃないですか。部長が」


    「お。また言った。二度も言った」


    「お姉ちゃんと四しノの宮みや君。もうすっかり仲良しさんですねー。うふふ。妬やけちゃいますねー」


    　そう言いながら恵ちゃんは部長と紫音さんにも紅茶を注ついでいる。


    　もしも彼女の天てん使しスマイルが、全部、計算ずくで演技なのだとしたら──。


    　がくがくぶるぶる。ナイナイナイ。アリエナイ。ぜーったい！　ないから！　こわいから！


    「どうしたんですか？　四ノ宮君。へんなカオしてますよー？」


    「てめえ気づいたな？　気づいたろ。けど黙だまってねーとぶっ殺すかんな。ワタシゃこのキャラで通してんだからよ。──カッコ、メグの心の声、カッコとじ」


    「部長──っ！　へんな副ふく音おん声せいやめてくれませんか！　恵ちゃんが汚けがれます」


    「うお！　汚れ──って！　なっ、なんつー！　言うに事こと欠かいて、なんつー！　なんだよバッチイってか。私のコトバはバッチイってか！」


    「うふふっ。それどんな遊びなんですかー。わたしにも教えてくださいよぅ」


    「ええとあのね。恵ちゃんを汚そうとしている部長を、いま僕が懸けん命めいに阻そ止ししているところ」


    「そういえば昔はよく泥どろんこになって遊びましたねー。お姉ちゃん。それで二人で森もりさんを困こまらせてぇ──」


    「そういうのとはちょっと違うんじゃないかな」


    　ひとつわかったことがある。


    　恵ちゃんは、たいへん女の子らしい女の子で──。人に紅茶を振る舞うのが大好きで──。そして見たままで裏はなく、天使のような心こころ根ねを持った女の子だということだ。
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    「さいご。きららの。ばん。」


    「うわっ！」


    　ソファーにいたはずの大きなお姉さんが、いつのまにか真横にいたので、京きよう夜やは思わず椅い子すから飛び上がってしまった。


    　気け配はいもなんにも感じなかった。忍にん者じやもしくは野生動物……？


    「きららの。ばん？　……ちがった？」


    「ええっと……」


    　彼女が言っているのは──。皆は四人いて、それぞれ順番で──。部長、紫し音おんさん、恵めぐみちゃんと終わったのだから、最後は自分の番であろうと、そういうことだろう。


    　たしかにこのお姉さんのことはほとんど知らない。部長はすぐ嚙かんでくる危険生物だとわかって、紫音さんはからかうのが大好きな大人おとなのお姉さんだとわかって、恵ちゃんは名前通りに天てん使しだとわかって、最後のこのお姉さんは……いったいなんなのだろう？


    　なんだか物もの凄すごい個性を持っていそうな気がする。得え体たいが知れないというか。


    「きららは。きらら。……なまえ。いった？」


    「え、ええ……はい。昨日きのう。聞きましたけど」


    　名前くらいは聞いている。綺き羅ら々ら・バーンシュタインさん。カナダ育そだちの留学生ということだった。髪が金きん色いろなのはべつに脱だつ色しよくしているからではなくて、地じで金きん髪ぱつなのだ。そしていま間近で見つめ合ったら気づいたけど。目だって青い。いわゆる金髪碧へき眼がんというやつだ。


    「き、きれいな金髪ですねー」


    「そう？」


    　耳!?　耳が動いた！　いま！


    　……なわけないよね。耳みたいに見えるアレは癖くせっ毛けだ。たぶんそう。きっとそう。


    「においは。どう？」


    「え？」


    「におい。きれい？　おいしい？」


    「い、いや。においとか言われても……」


    　立たち居い振る舞いがなんだか動物っぽいなぁ、と思っていたら、言ってくることまでなんとなく野性的。


    　戸と惑まどっていたら──ぐいっと、首を引き寄せられた。頭や首くび筋すじを、ふんふん、くんくん、と嗅かがれる。


    「えっ？　あのちょっ……」


    　鼻はな息いきがかかってくすぐったい。


    「いいにおい。おひさまの。におい。きらら。これ。すき。」


    「そ、そうですか？　お、お日様ですか。あはははー……」


    　困こまってしまった。ほんと。困る。


    「キララおまー、今日はずいぶんしゃべるよなー」


    「ふだんはあまりしゃべらないんですか？」


    「日本語はまだ上じよう手ずじゃねーんだよ。ほら。……そこに辞書あっだろ。勉強中なわけだ」


    　見ればソファーに辞書が取り残されている。凶きよう器きになりそうな厚さのある本格辞書だった。


    「ああ。カナダ人でしたっけ……。カナダって何語なんでしょう？」


    「公こう用よう語ごは英語とフランス語となっているね」


    「Yes, I can speak english well.」


    「うわぁ。びっくりした」


    　急に流りゆう暢ちような発音が飛び出してきて、京きよう夜やは驚おどろいた。


    　日本語だとカタコトだが、母ぼ国こく語ごだとなんだか普通。いたって普通。外国人って感じがする。


    「え……っと、〝私は英語が上手です〟でしたっけ？　いまのって」


    　京夜は英語はあまり得意ではない。このくらいの会話だと中学校レベルのはずだけど。


    「Also, I can speak cat.」


    「え……っと、こっちは？」


    「猫ねこ語ごも話せると綺き羅ら々らは言っているね」


    　紫し音おんさんが翻ほん訳やくしてくれたが……。


    「まーた、またー」


    　京夜は笑った。紫音さんにはもうからかわれない。引っかかってあげない。


    「本当なんだけど」


    「にゃぁ。にゃにゃぁ。るるるるるぅ。」


    「それが猫語なんですか。猫がいたら通じるかどうかやれたんですけどねー」


    「おまー。信じてないだろ」


    「彼は信じてくれないね」


    　部長と紫音さんと、二人してからかってこようとしてくるが、京夜は引っかからなかった。


    　自分が話題の中心にいるのに、綺羅々さんはあさってのほうを向いて、お肉をぱくぱくと食べはじめていた。しかし時とき折おり、耳──じゃなくて、耳に見える癖くせっ毛けが、ぴくぴくと動いている。違うことをやってはいても、こちらに注意を向けているのがわかる。


    　その様よう子すには、なんだか見み覚おぼえがあった。動物っぽいところのある綺羅々さんだが、いったい何の動物に似ているのか──京夜は、いま唐とう突とつに理解した。


    　猫だ。そうだ。綺羅々さんは猫っぽいのだ。
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    「どうだ思いだしたか」


    　部長が言う。


    　物思いにふけっていた京きよう夜やは、思い出の中から帰き還かんしてくると──部長に大きくうなずいて返した。


    「はい。いろいろと思い出していました」


    「どーだ。おまえはやっぱキョドっていたろ」


    「ええまあ否ひ定ていはしませんけど。……それよりも僕が思い出したのは、部長がキケン生物だったり、恵めぐみちゃんが天てん上じよう界かいの生物だったり、紫し音おんさんがチェシャ猫ねこだったり、キララがネコ科だけど大おお型がた獣じゆうのほうだったりしたことですね」


    「なんだそりゃ」


    「チェシャ猫というのは〝不思議の国のアリス〟に出てくる登場人物のことだね」


    　紫音さんが解説をする。そこに京夜もうなずいた。


    「いつもニヤニヤと笑っていて人をからかって遊ぶんです」


    「なるほど。そりゃシイだな」


    「私はニヤニヤ笑いはしていないつもりだけど。……からかいはしているね。うん。そう」


    「認みとめたぞ。こいつ自分で」


    「そういう真ま央おも〝キケン生物〟と呼ばれているようだけど」


    「センパイ。タマのことも思い出しやがれですよ。タマだけ仲間はずれ。いくないですよ」


    「無理だってば。僕が一年生のときの話だよ。タマいなかったじゃない」


    「タマがいなくたってタマのこと思い出しやがるですよ」


    「うっわ。それ。タマ言ってること女の子みたいだよ」


    「タマは女の子ですよ!!　なんだと思ってやがったですか!!」


    「そういやさー」


    　ミカンを剝むき剝きしながら、部長が口を開ひらく。


    「タマがいなかった時っていえば……。あれもあったっけなー」


    「あれってあれですか？」


    　なんとなくピンときたので、京夜はそう言ってみた。


    「おうともさ。二回目からはタマいたけどさ。一回目のときにはタマいなかったじゃん？」


    「そうでしたねー」


    　やっぱり〝あれ〟の話であった。正解だった。


    「なんですか？　なんなんですか？　タマに内ない緒しよの話をしてやがるですか？」


    「あのときの話ですね。たしかにあのときは僕もびっくりしましたよ……」


    「イヤイヤイヤ。あれはビックリっていうよりか、茫ぼう然ぜんとしていたな。積み上げてきたものを失うしなったような愉ゆ快かいなカオだった。さすがキョロってカンジだった」


    「ええまあ。たしかに。あの日の十二時間近くが吹っ飛びましたからねー」


    「あ。おまえ。そゆこと言うの？　言っちゃうの？　そーゆーおもしろくないコト言ってると、ＧグツＪジヨ部ぶ免めん許きよ皆かい伝でん、取りあげちまうぞー？」


    「僕そんなのもらってましたっけ？」


    「免許皆伝とは形があるようなものじゃないね。免許とは資格を認められたということ。皆伝とは奥おう義ぎも含ふくめたすべてを伝でん授じゆされたという意味。両方合わせて免許皆伝という」


    「おまえ新あらたな自分オリジナルの奥義まで作っちまったしなー。──奥義オレマン」


    「タマぜんぜんわからないですよ！　タマにもわかるようにタマ語で話しやがるですよ!!」


    「二回目のほうにはタマがいたが。あのときは、あんまおもしろくなかったなー。なんも起きなかったし」


    「ああいうのは一回で充分なんですってば。毎回起きてたら大変じゃないですか」


    「なんですか？　なんなんですか？　なにが起きなかったっていうんですか。てゆうか。タマがいたときってなんですかー。タマ的に、ものゴッツイ気になるんですけどー」


    「僕はごはんがまともでしたから二回目のほうがよかったですけどね」


    「それはなにか？　わたしらに対するあてつけか？　私らが料理をできないことに対するあてつけなのか？　女だったら料理ができなくちゃならないとか、おまえはいつのまにそんな男性原げん理り主しゆ義ぎ差別主義者に育そだってしまったのか？　おいメグよ。シイよ。わたしら女じゃないんだとよ？　どうしようどうする？」


    「えー？　お菓か子し作りはー？　料理に入りませんかー？　京きよう夜やくーん？」


    「一日三度お菓子で生きられるならそれは料理に入れてもいいんじゃないかな。あと恵めぐみちゃん。自分でお菓子と料理は違うものだって、まえ言ってたじゃない」


    「きらら。りょうり。できるよ。」


    「ええ。はい。知ってます。豚ぶたの丸焼きは美お味いしゅうございました」


    「えっへん。」


    「た、タマが……、わかるように……、話して……、ほしいですよぅ……」


    　鼻はな声ごえになってしまったタマに、京夜は顔を向けた。


    「ほらタマがカマドでご飯炊たいてくれたときだって」


    「ふぇっ？　……あのときですか？」


    「うん。そう。あのとき。……あーでもいま話しているのは、その一年前の、まだタマがいなかったときのほうなんだけどね」


    「やっぱりタマは仲間はずれでしたよー!!」
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    「さあ！　目的地に到着だーっ!!」


    　すっかり暗くなった駅前で、京きよう夜やは茫ぼう然ぜんと立ちつくしていた。


    　部長は腰こしに手をあてて〝イバりんぼ〟のポーズ。


    「はぁ……。部長は元気ですねえ……」


    　京夜はがっくりとうなだれて、おもに部長の足もとあたりを見つめていた。


    　部長は電車の中で電池切れになって、恵めぐみちゃんの肩にもたれて寝ていたときもあったけど、いまはしやっきりと目も冴さえて、元気になっている。


    　反対に京夜はだいぶ元気を失うしなっていた。


    　なにしろ十二時間も電車に揺ゆられ続けてきたのだ。


    　合宿地に向かうから、朝の七時に駅前に集合と言われた。当然きちんと朝の七時から遅ち刻こくもしないで待っていたら、部長たちは全員二時間遅おくれで現あらわれて、それについてあたりまえの文句を言ったら、前後二時間の幅はばを取るのがＧグツＪジヨ部ぶ時間なのだ、おまえはＧＪ部魂だましいが足りんぞと逆ギレされた。なんでか叱しかられた。


    　電車に乗ってからは、延えん々えんと、十二時間ほど──。


    　部長が人数分用意してきた謎なぞのキップは、一日の間なら普通列車に乗り放ほう題だいという変なキップで、運うん賃ちんのことを考えなくてよいのはよかったのだけど。そのキップで乗ることができるのは、特急でもなく急行でもなく、いわゆる〝鈍どん行こう〟という列車のみ。停車してドアが開ひらいて閉しまってまた発進してを、いったい何回繰り返したのか……。


    「おま。なに疲つかれた顔してんの？　しちゃってんの？」


    「疲れもしますよ。だって……、ここって……」


    　京夜は駅の看かん板ばんを見上げた。


    　数百キロは移動してきて、たどりついたその場所というのは──。


    　なんと。出発地点と同じ駅だったのだ。


    「わざわざ十二時間もかけて、同じところに戻ってくるなんて……」


    　時刻は夜の九時を回っている。夏なつ場ばとはいえ、あたりはとっくに真っ暗だ。


    「いーじゃん。青春じゃーん」


    　そういえば部長の持ってきた謎のキップは、青春なんとかキップという名前になっていた。


    「電車、楽しかったですねー」


    「堪たん能のうしたね」


    「るる。」


    　恵ちゃんと紫し音おんさんと綺き羅ら々らさんは、三人とも、楽しげな顔でいる。くたびれ果はてた顔になっているのは、京きよう夜や一人だけだ。


    「なんか……。名な古ご屋やの手前まで行ってませんでしたー……？」


    「おう。行ってたんじゃねえのか？」


    「行ってたのか行ってなかったのか。そこんとこハッキリしましょうよ～……」


    「そういうのはアレだ。シイの管かん轄かつだな。どこでなにに乗り換えるか、ぜーんぶシイに任まかせてあったからな」


    「時刻表は記憶したから。任せてくれたまえ」


    「いやそんな簡単に記憶しないでくださいって」


    　時刻表というのはあれだ。細こまかい数字のいっぱい書かれた分ぶ厚あつい本のことだ。日本全国の全路線の全列車が、どの駅に何時何分に到着するか、すべて記しるされた鉄道のバイブルみたいな本のことだ。千ページのすべてが細かい文字で埋うめ尽つくされていて、辞書か電話帳かというその一冊を、紫し音おんさんは、なんと、五分フラットで丸暗記してしまった。


    　必要だったのはページをめくる時間だけ。天才の名は伊だ達てではない。


    　紫音さんの読みあげるスケジュールに従したがって、京夜たち一いつ行こうは電車を乗り継ついで、乗り継いで、乗り継いで……。そして十二時間、数百キロを旅行して、出発地点に戻ってきたわけだった。


    「きょろ。つかれた。におい。」


    　ひょいと肩が軽くなった。


    　肩掛けしていたバッグを綺き羅ら々らさんが持っていってしまった。


    「あー！　いいですいいです！　自分で持ちますって！」


    　綺羅々さんは京夜のバッグだけでなく、全員のバッグを軽かる々がると担かついでしまう。


    「いいですってばー！　キララ！　自分で持ちますからー」


    　綺羅々さんのまわりでぴょんぴょんと飛び跳はねるが、背せ丈たけの違いから、まったく届かない。


    　こーゆーの。全員のバッグを運はこばされるとか。罰ばつゲーム的なこーゆーの。部で唯ゆい一いつの男だん子しである自分の役目のような気がするんだけど。


    「がっこ。いくよ。」


    　綺羅々さんは意いに介かいさず、先せん頭とうに立って歩きはじめた。


    　そうなのだ。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの夏合宿の目的地は……。学校なのだ。
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    「……部長ーっ。……起きてますかぁ？」


    「おうともさ。起きてるぞ」


    　暗くら闇やみの中に小こ声ごえで問いかけると、返事はすぐに返ってきた。


    　灯あかりを落とした部屋に、寝ね袋ぶくろを五つ並べていた。部室の床ゆかのうえに直接ごろんと寝ね転ころがっている。板いた敷じきの床の上に、そのまま身みを横たえている。ちょっと背中が痛いたいけれど仕し方かたがない。せめて畳たたみくらいあれば良かったのだけど。


    　部室にソファーはあるけども、そこで寝られるのは一人だけになってしまう。だからみんな平等に床の上。男だん子しも女じよ子しも床の上。


    　部室に到着したのはもう遅おそい時間だった。なにもしないで、すぐに就しゆう寝しんすることになった。


    　寝ね床どこについて、寝袋にすっぽりと入りこんではいるが……。


    　たぶん、まだ誰も寝付いてはいない。


    　てゆうか。眠ねむれない。


    　一時間に一回くらい、懐かい中ちゆう電でん灯とうの光が廊下を通り過ぎてゆく。警けい備び員いんさんだか校こう務む員いんだかが真ま面じ目めにお仕事されていて、スリリングなこと、この上ない。


    　学校に到着したのは夜の十時を過ぎたあたりだった。当然、誰もいないし、校舎も門が閉しまっている。よって文字通りの意味で〝忍しのび込む〟こととなった。塀へいに空あいている〝秘密の抜け穴あな〟を通り抜けてきた者が三名。ぽーんと塀を飛び越えた者が一名。お尻しりか胸むねかのどちらかがつかえてしまって通れなくって、綺き羅ら々らに抱だっこされて塀の上を運はこばれた者が一名。


    「みんなも……、起きてますよね？」


    　部屋のなかにある寝ね息いきに向かって、京きよう夜やは小こ声ごえを向けてみた。部長のほかに女の子たちの寝息が三つほど聞こえる。でもどれも寝ているときの感じじゃない。


    「はぁい……、おきてますよぅ……」


    　のんびりとした声は恵めぐみちゃん。ちょっと眠たげ。眠れそうだったところを起こしちゃったのかも？　だとしたら悪いことをした。


    「私はここに」


    　紫し音おんさんの声は明めい瞭りようだった。


    　天才と名高い紫音さんは夜に限らずいつでもしっかりしている。眠そうにしているところを見たことがない。


    「きらら。いるよ。」


    「おまえら静かにしろよな。見つかっちまったら大変だぞ」


    「あのー……。見つかってしまったら、僕らはいったいどういうことになってしまうんでしょう？」


    「大目玉だな」


    「うわぁ」


    「こっぴどく叱しかられるわな」


    「うわぁ」


    「そして当然。つまみだされるだろーな。退たい去きよだな」


    「うわぁ」


    　京きよう夜やは三回もうめき声をあげた。平和主義者としては、そーゆーの、勘かん弁べんしてほしい。小中高と平へい穏おんな生活を送ってきて、先生に叱しかられたことなんて、記憶を探さぐったって、あんまり思いあたらない。


    「部活動で泊まり込みを行おこなう場合には、顧こ問もんの教師を通して、学校側に申しん請せい書しよを出さねばならないからね」


    「あのー。それでは部長にお訊たずねしますけど。なぜ申請書を出さなかったのでしょう？」


    「つまらんだろ。そんなの。普通に申請して普通に合宿をやってたら、そんなの普通じゃん。面白くないじゃん。無む許きよ可かで泊まり込みするから、おもしれーんじゃん」


    「いや面白いというよりは怖こわいんですけど……」


    　京夜は寝ね袋ぶくろのなかで首をすくめた。


    　灯あかりの落とされた部屋は、ほぼ真っ暗だった。目が慣れてきたって、ろくに見えやしない。


    　灯りはつけていないのではなくて、つけられないのだ。部屋の灯りなんかつけたら、警けい備び員いんないしは校こう務む員いんさんが、一瞬にしてすっ飛んでくる。そして部長の言うとおり、大目玉を食くらって退たい去きよコースである。


    「みんなで隠かくれんぼ。楽しいですー」


    「みろ。メグを見習え。おまえも楽しめ」


    「無理ですよ。恵めぐみちゃんは天てん上じよう界かいの生物なんですから。──これ絶対かくれんぼだと思ってますよー」


    「ええ？　ちがうんですかー？」


    「ほらみてくださいよー」


    「しいっ！　──静かに！」


    　部長が鋭するどく、そう言った。


    　京夜は口を閉とざした。寝袋の内側でぎゅっと身を固かたくする。


    　こつ、こつ、こつ──と、足音が廊下を近づいてくる。振り回される懐かい中ちゆう電でん灯とうの光の輪わが、廊下を走り回っている。漏もれだしてくるわずかな光でも、闇やみに慣れきった目には、ひどく明るく感じられてしまう。


    　足音は部室の前までやってくると、そこで止とまった。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの部室は廊下のいちばん突きあたりに位置している。突きあたりで行き止まりなのだから、足音がそこで止まるのは当然なのだけど……。


    　京夜は気が気ではなかった。


    　警備員さんだか校務員さんだかが、部室の中で息を殺している自分たちに、気づいたのかどうなのか……。


    　足音が、動きはじめた。


    　しばらく止とまっていた足音が、再ふたたび聞こえるようになり、そして遠とおざかってゆく。


    　京きよう夜やは溜ためていた息を吐はきだした。


    　足音が完全に聞こえなくなるまで、耳を澄ませて待ってから──。


    「もー……、いやですよー……。許きよ可かとりましょうよー……」


    「だめだ」


    　部長の声にも緊張の色がわずかに残っている。


    「なんでだめなんですかー」


    「ＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいが減る」


    「なんですか。なんで減るんですか。ていうか。ＧＪ部魂ってなんなんですかー。僕。一度もわかるように説明してもらったことがないんですけどー」


    「考えるな。感じろ」


    「わけわかりませんよ～」


    　京夜は暗くら闇やみに向かってつぶやいた。


    　緊張して気が抜けたら、なんだか、あくびが出てきた。


    　あ。眠ねむれそう。
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    　ちゅん。ちゅん。


    　スズメの鳴き声がどこからか入り込んできている。


    　誰か早起きの人が開あけたのか、窓まどはどこも全ぜん開かいとなっていた。その外は朝もやが支配する早朝の世界だ。窓を越えて朝もやは室内に入りこんでくるのだが、外と室内との境界線を越えたところで、不思議と、かき消えていってしまう。


    「おはよー」


    　部長の声がする。京夜は寝ね袋ぶくろから這はいだしていって、部長に挨あい拶さつを返した。


    「あー。部長。おはようございます」


    「あーこら！　いまこっち見んな！」


    「えっ？」


    　部長は恵めぐみちゃんのブラッシングを受けているところだった。ふわふわの髪の毛がいつにも増まして引ひっ絡からまってしまっている。メンテナンスを受けないと部長の髪はすぐああなってしまうのだ。


    　それにしても……。


    　ほんの八時間かそこら寝ていただけであんなになってしまうとは……。


    　部長。恐おそるべし。女の子。恐るべし。ふわふわ。恐るべし。


    　てゆうか。なんでブラッシングを見ていちゃいけないのだろう。だめというなら見ないけど。


    「はい。おわりましたー。ぴっかぴかでーっす」


    　恵めぐみちゃんがそう言ってブラシをしまう頃には、京きよう夜やはすっかり起きあがっていた。寝ね袋ぶくろも畳たたみ終わっている。


    　大きくのびをやってから、なんとなくそのまま体操に移る。


    「皆が起きてくるのをずいぶん待ったよ」


    　パソコン席から声が聞こえた。すでに起きていた紫し音おんさんが、かちこちかちとマウスをクリックして、いつもの日課のチェス対戦に勤いそしんでいる。対戦相手は世界統一王者World Union Championさん。こちらは早朝だが、海の向こうは何時くらいになるのだろう？


    「紫音さん？　寝られなかったんですか？」


    「眠ねむったよ。ただ私は睡眠時間が人よりも短くてね」


    「はぁ……。そうなんですか」


    　そういえば天才の人たちは、普通の人よりも睡眠時間が短いとか……。訊きいたことがあるような。ないような。


    「朝ご飯。なんにしましょうか？」


    　体操を一通り終えた頃には、空くう腹ふくを覚おぼえた。京夜は皆に訊いてみた。


    「やっぱ合宿なんですから、飯はんごうなんかでご飯炊たいたりするんでしょうか？　それでカレーを作ったり──なんちゃって。それじゃ林りん間かん学校ですよね。それに朝からカレーじゃ、重たすぎますよねー」


    　と、一人で笑う。


    　──あれ？


    　なぜだか皆が、笑いについてきてくれない。


    「わたしたちのおうち、朝からカレーが出てくることありますよー。ねー。お姉ちゃん」


    「へー」


    　各かく家いえ、それぞれにローカルルールがあるから、変だと思っても、わざわざそれを言ったりはしない。


    「じゃ。朝からカレーになるんですか？」


    　こんどは京夜にも〝空気〟を感じ取ることができた。


    　空気を読めた。


    　京夜が「カレーになるんですか」と訊いたとき、部長と紫音さんとが、ふいっと、さりげなく顔を背そむけていったのだ。


    　ご飯炊きましょうとか。カレー作りましょうとか。なんかまずい話題だったのだろうか。


    「ち、朝食は……、もうほらここに、用意してあるんだ。ほら。皆のぶんも」


    　紫音さんが出してきたのは、いくつものカップ麵めん。


    「あ、朝から……ですか？」


    　カップ麵めんはたしかに手て軽がるでおいしいものだけど。……でも普通は昼に食べるものだよね。朝からは食べないよね。


    「すごい。すごいです。カレーがあります。ほらお姉ちゃん！　おうちでラーメンが食べられますよ。しかもカレーラーメンでっ！」


    「それ片方うどんだからね。恵めぐみちゃん」


    　エキサイトする恵ちゃんがその手に持ってふりたくっているのは、片方は確かにカレーヌードルであるが、もう片方はカレーうどんだった。ちょっと違う。いっと、いずのっと、ラーメン。


    　京きよう夜やは思い出していた。紫し音おんさんはこのあいだカップ麵に目め覚ざめてしまったわけだが、恵ちゃんもまた、カップ麵を食べたことのない側の人種であった。天てん上じよう界かいの生物ゆえに、夕飯抜きになったりしないわけだ。あるいはお昼を手軽にカップ麵──などとなったりしないわけだ。侍従メイドさん付きのお家に暮らしているわけだし。


    　とにもかくにも──。


    　朝食は皆でカップ麵三ざん昧まいとなった。


    　朝食を食べてから、のんびりとくつろいでいたら、すぐにお昼がやってきてしまった。


    〝合宿〟とはいっても、やっていることは普段の部活と大たい差さない。各自、部室のなかの好きなポジションに陣じん取どって過ごしている。漫画を読んだり対たい局きよくしたり、お肉を食べたり、紅茶を振る舞ったり、振る舞われたり。


    　まったくいつも通りの日常だ。


    　ひとつ違うことといえば──。


    「お昼。──どうしましょうか？」


    　京夜は皆に問いかけてみた。時間が経たてばお腹なかが減る。漫画を読んでいたってお腹は減る。


    「おう。それだけどな。──デリバリーを頼んどいたぞ。もう来る頃だぞ」


    「えっ？」


    「いやー。ネットって便利だなー。電話もかけないでデリバリーが取れるなんてなー。科学の進歩はすっごいなっ！」


    「いえあの。デリバリー……って？　お昼、てんやものにしちゃったんですか？　……作るんじゃなくて？」


    「あーうん。なんかそんな感じのやつなー。だってほら。メンドーじゃん？　せっかくの楽しい合宿が台だい無なしじゃん」


    「いえあの。どちらかというと、ご飯を作ったほうが合宿っぽいですし。ＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいとかいうものなんじゃないでしょうか？」


    　同じ日程で合宿をやっているサッカー部なんて、二人もいる女じよ子しマネが手作りごはんを作っているのに。うちの部なんて京夜を除のぞいた四名が全員女子なのに。


    「いいや！　おまえはＧグツＪジヨ部ぶダマシイのなんたるかをわかってナイ！」


    「はぁ。そうかもしれません」


    　部長がそう言うのであれば、そうなのだろう。


    　ＧＪ部魂だましいのなんたるかを理解している部長と違って──。京きよう夜やはＧＪ部魂がなんであるのかが、まだよくわかっていない。


    「まいどー！　福ふく寿じゆ庵あんでぇっす！」


    　──と、そんなところでガラリと戸が開ひらいた。お蕎そ麦ば屋やさんが入ってくる。


    「待ってましたー！」


    　部長が転ころがるように戸口に向かう。京夜としては逃げられた感が強い。


    「おまえはタヌキだったな。──ほれ」


    「そりゃ僕はさっきは緑でタヌキでしたけど……」


    「いやどうせだったら注ちゆう文もん聞いてくださいよ。夏に熱い蕎麦なんて──」


    　部長の押しつけてくるどんぶりを、京夜はしぶしぶと受け取った。


    「私のキツネはあるかい？」


    　体質で夏でも暑さを感じない紫し音おんさんは、熱あつ々あつのきつねうどんを受け取っている。たしかに朝あさ飯めしのカップ麵めんのときにも、紫音さんは赤のキツネだった。


    「にく？　にく？」


    「あーほら。キララ。おまーは肉にく南なん蛮ばんな。ほらこれな」


    「にく。」


    「私ゃもりそばな。んでメグはざるそばな」


    「海の苔りが掛かっていると、どうしてざるそばになるんでしょうー。店員さん、知ってます？」


    　恵めぐみちゃんが店員さんをつかまえて質問責めにしている。店員さん。早く逃げないと、紅茶責めにあうことになってしまいますよ。


    「ほ、ほらキョロ。はやく食わないと伸びちまうぞー」


    「そ、そうだねキョロ君。は、はやく食べたまえ」


    　どうにも二人の態度が怪あやしい。どうにも挙きよ動どう不ふ審しん。


    　だが京夜は空気を読んで、この話題はここまでにすることにした。


    　部長も紫音さんも、きっと二人とも料理できないんだろうなぁ。──とか思いつつ。


    　はい。この話題。しゅーりょー。


    
      ＊

    


    



    「あのぅ……、もうー……、入ってもー、いいですかー……？」


    　廊下に一人で突つっ立って、落ち着かなげにキョロキョロしていた京夜は、部室の戸と越ごしに、おずおずと、そう声を掛けてみた。
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    　さっきまでプールで遊んでいた。水泳部がいない日はプールが使い放ほう題だい。真夏の燦さん々さんとした太陽のもと、広々とした五十メートルプールをたった五人で占せん領りようできて、贅ぜい沢たくきわまりない。まさに貴族の気分。


    　その水遊びも終わって、女じよ子したちは、いま部屋の中で着替えているわけだが……。


    　京きよう夜やはそれが終わるのを待っているのだった。


    　小学校とかの体育の時間もそうだったけど。女子が着替えているのを待っているのって、どうしてこう気まずいのだろう。


    「あのぅー……？　まーだですかー……？」


    　返事がないので、もういちど声をかける。


    　もうなんか死ぬほど恥ずかしい。イケナイことをしている気分。いっそ殺してという感じ。


    「おう！　いいぞー!!」


    　部屋の中から、部長の声が聞こえてきた。


    「じゃあ入りますよー」


    　ほっと息をついて戸を開ひらいた京夜の目に、室内の光こう景けいが飛びこんできた。


    　鮮あざやかなカラーが網もう膜まくに突つき刺ささる。


    　一瞬、なにが起きているのか、なにを見たのかわからなかった。


    　だがすぐに、皆の着ているカラフルな服が──〝浴衣ゆかた〟というものであることに気がついた。女の子がおまつりのときに着る服だ。


    「な……!?　なんですか。なんなんですか」


    「なに慌あわててんだおまえはサ──？」


    「いや──だって、部長たち、着替えるって……言ったじゃないですか」


    「だから着替えたろ？」


    　部長は腰こしに手をあててイバりんぼ。


    「いやですから制服に戻るんじゃないんですか？」


    「バカモノ。これから花火をやるのに、制服なんて着ていられるか！　それは花火に失礼だ!!」


    「え？　花火？」


    　京夜は訊きき返した。


    「夏といえば花火だろ。花火をやらなくちゃ、夏になったとは言えんだろ」


    「いえ。花火をやってもやらなくても夏は夏だと思いますけど」


    「私は部長としておまえに教えねばならない。花火には作さ法ほうというものがあるのだ」


    「部長からなにかを教わるのはこれが初めてのような気がします」


    「なんだよ？　ノリがわりーなー？　花火やりたくねーのか？」


    　不満げな声で部長が言う。


    　いきなり浴衣を見せられた衝しよう撃げきから、京夜もだいぶ立ち直ってきていた。


    　部長の頭の上を通して、他ほかの皆の姿もチラ見にかかる。


    　髪の毛をアップにした紫し音おんさんは、なんかいつにも増して大人おとなに見えた。恵めぐみちゃんは逆に、髪を下おろしぎみにしていて、なんだか違う女の子みたいだ。綺き羅ら々らさんも、いつもの癖くせっ毛けに見える耳の──逆か。耳のように見える癖っ毛のところに、髪かみ飾かざりがついていたりする。女の子たちは、おしゃれをしているのだと──あらためて気がつくと、なんだかドキリとしてしまう。


    「さー!!　いくぞー!!　やるぞー!!　大量に!!　もやすぞー!!」


    　花火セットをぶんぶんと振り回す部長のあとについて、京きよう夜やは校庭に出ていった。


    
      ＊

    


    



    「あー。おもしろかったなー」


    　花火の燃もえさしをバケツに詰つめこんで、部室への廊下を皆で歩く。


    　校庭の隅すみで花火をやった。


    　花火セットをいくつも開あけて、盛せい大だいにやった。充じゆう満まんした煙けむりで視界が悪くなるほど花火を燃やした。まさに〝燃やす〟という表現がふさわしいくらい、次々と消費していった。ＧグツＪジヨ部ぶ的に遊び倒たおした。


    　ドラゴン花火は人に向けてはいけません。ロケット花火を人に向けて撃うつのはもっといけません。空から降おりてきたパラシュートをキャッチしたのは綺羅々さんだった。


    　しかし京夜的には、いちばん面白かったのは、じつは線香花火だった。部長が火の玉をくっつけてきて、そしたらどちらも落っこちてしまって、そのくらいで半泣きになっている部長がおかしかった。


    「さーて、次はスゴロクでもすっかなー!!」


    　腕うでをぐるぐると振り回す部長について、部室に入ってゆく。


    　こうした泊まりの場合の定てい番ばんの遊びは、普通はトランプとなるのだろうが……。ゲームの天才・紫音さんがいると、その種しゆのゲームは遊びにならない。サイコロの目だけに支配されるスゴロクのようなゲームだけが、唯ゆい一いつ、紫音さんと一緒に楽しめる遊びなのだった。


    「おい。なんでおまー。ついてくんだよ？」


    　部室の入口のところで、部長にじろりとにらまれる。


    「えっ？　なんでって？」


    「私らこれから着替えんだ。なにアタリマエのような顔をしてついてくんだ！」


    「えっ？　えっえっ？　えええっ!?」


    　京夜は慌あわてた。そういえば女の子たちは、皆、浴衣ゆかたを着たままだった。


    「殿との方がたはあちらだーっ!!」


    　部長の足で、京夜は廊下に蹴けり出された


    
      ＊

    


    



    　月の光に四角く切り取られた床ゆかの上で、寝ね袋ぶくろにくるまり、京きよう夜やはじっと身を横たえていた。


    　どうにも寝付けない。


    　窓まどからは夏の夜空がくっきりと見えている。真ま上うえに昇のぼった満まん月げつが、その青白い月光で、世にあるすべてを青白く照らし出している。


    　京夜はむくりと身を起こした。


    　寝袋から這はいだすまえに、部屋のあちこちから響ひびく皆の寝ね息いきにしばらく耳を澄ませる。


    　起こしてしまっていないことを確認してから、そっと寝袋を抜け出した。そっと立ち上がり、そっと戸を開ひらく。廊下へと抜け出していってから、大きく息を吐はきだす。


    　誰もいない廊下は真っ暗で、長く伸びるその先が、どこか異い次じ元げんにでも続いているようだった。


    　なるほど。部長と紫し音おんさんがトイレに行くとき、ほかの誰かを起こして、ついてきてもらうわけだ。ちなみに綺き羅ら々らさんと恵めぐみちゃんの二人は怖こわくない側。ついていってあげる側。


    　京夜も暗いのはけっこう平気なほう。まあこれでもいちおう男の子だし。


    　ひっそりと静まりかえった廊下を、京夜は歩きはじめた。


    　警けい備び員いんさんだか校こう務む員いんさんだかの巡じゆん回かいは、夜の早いうちがほとんどで、遅おそい時間になると回数が減る。十二時も回ると、一、二回しかやってこない。よって夜の校内を散歩していても、出くわす確率は少ないはず。だいたい向こうは懐かい中ちゆう電でん灯とうを振り回しているから、遠とお目めにもすぐにわかる。出くわしてしまったら、どこかに隠かくれてやり過ごせばいい。……そのはず。


    　ちょっとした冒ぼう険けん気分で、ドキドキとワクワクを胸むねに秘ひめ、京夜は廊下を歩いた。


    　これがＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいか、なんて、思ったりもする。


    　文化部棟の長い廊下を突きあたりまで探たん検けんしていって、さて引き返そうかと後うしろを振り返った、その瞬間──。


    「えっ？」


    　闇やみの中に動くものを見つけて、京夜は身を固かたくした。


    　なにか影かげのようなものが廊下を横おう断だんしていったような気がしたのだが……。気のせいだったろうか？


    　影は廊下から空あき部屋のなかに走りこんでいった気がする。


    　しばらくじっとしていたが、それきり、動くものが見えることはなく──。


    　京夜は逃げ帰るようにして部室に戻った。


    
      ＊

    


    



    　三日目の朝はスズメの声を聞くことはなかった。


    　夏休みで寝坊のくせがついてしまっていたか。京きよう夜やが目を覚さましたのは、太陽がだいぶ昇のぼってからのことだった。


    「おはよ～……、ございます～……」


    　寝ぼけまなこを擦こすり擦り、寝ね袋ぶくろから這はいだしてゆくと──。


    　皆はとっくに起きていた。しかも全員で変なコトをやっていた。中ちゆう腰ごしで窓まど枠わくにぶら下さがるようにしてへばりつき、顔半分だけ出して、外のようすを覗のぞいているのだ。


    　いったいなにをしているのだろう？


    「どうしたんですかー？」


    「イヤ。なんかさ……。パトカーきてんだよ」


    「はい？　パトカー？」


    　京夜は首をひねった。なんでガッコに警けい察さつが？


    「ケーサツの人たち、朝からお仕事たいへんですねー」


    「わるいやつ。つかまえる？」


    「あれは鑑かん識しき係がかりのようだね」


    「ああー。あの作業服みたいの着ている人たちって、カンシキガカリさんなんですねー。おまわりさんじゃなかったんですねー」


    「いや。鑑識係も警察官であることには違いないから。その意味ではいわゆる一般的な名めい称しようにおける〝おまわりさん〟に該がい当とうするのではあるまいか」


    「おまわりさんなんですねー」


    　のんびりとした声で言う恵めぐみちゃんの頭の上から、ひょいっと外を覗いてみる。


    　たしかに警察関係の一団がいる。あとうちのガッコの先生たちの姿もあった。


    「あー、ばか！　おまっ！　顔出すなっての！」


    　部長が叫さけんだが、時すでに遅おそく──。


    　京夜は校庭にいた先生たちに見つかってしまった。


    　皆が変なことをしていた理由がようやくわかった。中腰で窓枠にぶら下がっていたように見えたのは、見つからないように隠かくれていたのだ。


    　自分たちが無む許きよ可かで泊まり込んでいたということを、京夜はすっかり忘れていた。


    　無断合宿も三日目ともなって、気が緩ゆるんでいた。


    　先生たちは京夜のことを指ゆび差さして、なにやら怒ど鳴なっている。なにを怒鳴っているのかは、ここからは聞こえやしないが、「おまえら泊まりこんでいたのかー!!」とかいうことだろうと、容よう易いに察さつしはついた。


    「いやぁ……」


    　京夜は後うしろ頭をぽりぽりと搔かいた。


    



    
      ＊

    


    



    「キョロのせいだ！　キョロのせいだ！　キョロのせいだ！」


    　部長がぷんすか怒おこりながら先せん頭とうを歩いてゆく。


    　無断で泊まり込んでいたことがバレてしまって、〝大目玉〟というものをたっぷりと食くらうことになった。


    　職員室で小こ一時間。説教をされた。


    　疲つかれ果はててがっくりとうなだれながら、京きよう夜やは部長のあとを歩いていた。


    「ぜ～んぶ。キョロのせいだ」


    「はい。そうですね。すいません」


    「電信柱が赤いのもキョロのせいだ」


    「え？　いえあの。……すいません」


    「郵便ポストが高いのもキョロのせいだ」


    「はい。すいません」


    「空があんなに高いのもキョロのせいだ」


    「はい。すいません」


    　京夜はとにかく謝あやまり続けた。


    「落らく語ごだね。ちなみに電信柱は赤いんじゃなくて高くって、郵便ポストは高いんじゃなくて赤くって、空は高くなくて青いが正解じゃないかな。原げん典てんによればそうなんだけど」


    　なんのネタなのかと思っていたが、元ネタを紫し音おんさんが教えてくれる。さすが天才の紫音さん。なんでも知っている。


    「うっせ！　ポストは高いでいーんだよ！」


    「さすがに部長でも手が届くと思いますよ。ポストってそんなに高くないですよ」


    「お!?　なんだ反抗か!?　反抗してくるのか？　おまえは反省が足りんな！」


    「いえ。海よりも深く反省してます」


    「お姉ちゃんと四しノの宮みや君。いつも仲いいですよねー」


    「るる。」


    　恵めぐみちゃんがそう言う。綺き羅ら々らさんがなんか鳴き声で同意を示してくる。


    　大目玉を食らって、たっぷりと絞しぼられて……。怒っている部長と、どっと疲れ果てている京夜の二人は、まあ普通の反はん応のうだと思う。


    　ところが、紫音さん、恵ちゃん、綺羅々さんの三人は、叱しかられたことを楽しんでいる感がある。


    　まあわからないでもない。


    　天才の紫音さんや、天てん上じよう界かいの生物の恵ちゃんは、これまでの人生において叱られたことが一度もない。──なんて言われたとしても、きっと信じてしまうことだろう。綺き羅ら々らさんも、いつもお肉を食べているところを除のぞけば優等生みたいだし──って、お肉はこの際、関係ないか。


    「しっかし！　許ゆるせんのは！　あの濡ぬれ衣ぎぬのほうだ！　なんだと？　下着ドロだと？　私らが下着を盗ぬすんだだとぉ!?」


    「先生はべつにそうは言ってませんでしたけどね」


    　両手を天に衝つきあげる部長に対して、京きよう夜やはそう補ほ足そくした。


    　パトカーが来て警けい察さつが来ていた理由が、それだった。文化部棟に泥どろ棒ぼうが入ったそうだ。盗まれたのは、なんと〝下着〟──。文化部棟の一室に〝ぱんつ部〟という謎なぞの部活があって、そこの部室の備品が、ごっそりと大量にやられたらしい。


    　先生たちは、はっきりとは口にしなかったが……。でもまあ……。無断で泊まっていた自分たちに、疑ぎ惑わくくらいは向けられたかもしれない。


    「しかしなんだっつーの。ぱんつ部？　なんなの!?　それ!?　なんの部なの!?　ぱんつをいったいどーするわけ!?　なんでそんなもん集めてんの!?　どーゆー意味があんの!?」


    「さ、さあ……。謎な部ですよね」


    　チューとそれ以上は禁止の部長が、絶対に思いつかないような〝ぱんつの用よう途と〟を、平凡かつ健全な男だん子し高校生である京夜はいくつか連想してしまったのだけど……。それは秘密だ。絶対に秘密だ。


    「謎すぎんだろ！　おかげで私ら！　大おお迷めい惑わくだ！」


    「や、やはり上級者的な使い方をするのだろうか……？　お……オンザヘッド？」


    　紫し音おんさんの連想は上級者すぎた。京夜の連想の斜ななめ上を行いっていた。


    　まだ怒いかりの冷さめやらぬ部長を先せん頭とうに、部室に入ってゆく。


    　部屋に入ると、京夜は自分の荷に物もつをまとめにかかった。三日分の滞たい在ざい生活のおかげで、カバンの中身が、けっこう周囲にはみ出してしまっている。


    「おい。なにやってんだよ？　オマエはヨ？」


    「なにって？　荷物まとめているんですけど」


    「なんでだよ？」


    「なんで……って？　だって叱しかられましたよね？　今日は絶対に泊まらないって、約束させられましたよね？」


    「あんな強制された約束！　無効に決まってンだろ！」


    「まさか部長……。また今夜も泊まる気ですか？　次に見つかったら、説教、一時間じゃ済みませんよ？」


    「フン。説教が怖こわくてＧグツＪジヨ部ぶがやれるか」


    「意味わかりませんよ」


    「お説教。またやってもらえるんでしょうかー？　今夜もお泊まりすればいいんですか？」


    「ほら恵めぐみちゃん。ぜんぜんわかってませんよ」


    「うむ。楽しみだね」


    「ほら紫し音おんさんもだめですよ」


    「るる。」


    「おまえのＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいは、まだまだだな！」


    「ＧＪ部魂とこれは関係ないと思うんですけど。──ていうか。ＧＪ部魂がなんなのか、僕はまだ一度も説明してもらっていないんですけど」


    「いいから！　荷に物もつはそこにおけ！　今夜は泊まりだ！　今夜も泊まりだ！　そして真しん犯はん人にんを捕つかまえるのだ！」


    「泥どろ棒ぼうの人も、二日も続けて同じところに泥棒に入ったりはしないと思うんですけど」


    「犯人は犯行現場に戻ってくるという！」


    「刑事ドラマの見過ぎですって」


    「いや。真ま央おの話はともかくとしても、私も別な意味で賛同するかな。真犯人はひょっとすると……」


    「ひょっとすると、なんなんです？」


    　天才・紫音の名めい推すい理りに京きよう夜やは期待した。


    「さて……。それは今夜のお楽しみだね」


    　紫音さんは唇くちびるに指先をあてると、謎なぞめいた微ほほ笑えみを浮かべた。


    
      ＊

    


    



    （おいこら。あんま動くなっての）


    （でもですね。ずっとこの姿勢って、これ、けっこうきついんですけど）


    （ガマンしろよ。殿との方がたなんだから）


    （関係ないですよ。それ）


    （てゆうか。おまえ。もうちょっとくっついてくりゃいーのに）


    （いえまずいでしょう。それ）


    　掃そう除じ用具のロッカーのなかで、京夜は部長と二人で入っていた。小こ声ごえでひそひそと会話を続けている。縦たて横よこ三十センチほどの箱の中で、部長とあまりくっつかずにいるためには、おかしな姿勢を取らざるを得えない。部長のほうは平気でおでこを京夜の胸むな元もとに押しつけてきたりするわけだが、京夜のほうはそういうわけにもいかなかった。金属の箱の内側にへばりつくような無理な姿勢を取らなくては、部長をぎゅっと抱だきしめることになってしまう。なんと正面から。


    　こんなところに無理矢理に隠かくれて、いったい何をしているのかといえば──。


    　すべては泥棒を捕まえるためだった。


    　泥棒が今夜も現あらわれることを期待して──紫音さんの弁べんではその確率は高いそうだが──皆で部室に潜ひそんでいるのだった。


    　まず部屋を無む人じんに見せかける。


    　そのためにあちこちに別れて全員で身を隠かくした。京きよう夜やは部長と二人セットになって掃そう除じロッカーの中だった。紫し音おんさんはスチールラックの中で長い脚あしを抱かかえこみ、恵めぐみちゃんは流しの下でヨガのポーズ。そして綺き羅ら々らさんはソファーの中で身をまっすぐに横たえている。


    　つぎに部屋のまんなかに〝餌えさ〟を仕掛けた。


    　餌というのは〝ぱんつ〟のことである。その出で所どころに関しては、京夜は努つとめて考えないようにしていた。男だん子したるもの紳しん士しであれ。


    （おま。そのカッコ苦しーだろ。もっとこっちこい）


    （あ……、いえあの。いいですってば。いいですいいです。いいですって……）


    　せっかく避さけ続けていたのに、部長のほうから、ぎゅっとやってきてしまった。


    　密室の中。おたがいの息も嗅かげてしまうような近距離で、二人、ぴったりとくっつき合う。


    （あっ……）


    　部長の口から小さなつぶやきが洩もれだした。部長もようやく理解されたらしい。遅おそいけど。


    　夜で。掃除ロッカーの中で。顔なんて。まったく見えないけど。たぶん。二人とも。真っ赤になっているはず。部長のほうは。わからないけど。少なくとも京夜のほうは。そう。


    （あ……、あのですね、部長……、やっぱまずいですよ、これは……）


    （まて）


    （いや待てませんって。とにかく。もうちょっと離れましょうよ）


    （マテ！　──しっ！）


    　鋭するどく言われて、ようやく気づく。


    　部長は息を止とめて、耳を澄ましているようだ。


    　自分も同じように耳を澄ましてみると……。


    　物音が聞こえてきた。


    　ごそごそ。かさかさと。


    　なにかを物ぶつ色しよくしているような音が聞こえてくる。


    　ロッカーの隙すき間まから覗のぞいてみると……。


    　部屋の中で動く影かげが、たしかに見えた。


    　すぐ近くにある部長の顔と、うなずき合った。


    　そして──。


    　意いを決けつして──。


    　ロッカーを飛び出していった。


    「御ご用ようだッ！　御用だッ！」


    　部長がなにか物もの々ものしい叫さけびをあげている。京夜も見習って同じように叫んだ。


    「ゴヨウだ！　ゴヨウだあぁ！」


    「きらら。つかまえる。」


    「恵めぐみ君！　戸を塞ふさいで！　逃がさないように！」


    「はい！」


    　部屋のあちこちから皆も飛び出してきて捕とり物もの劇げきに参加する。


    「よーし！　ふんじばれぇェェ！」


    「そっちいったぞ！　キョロ！　つかまえろ！　逃げたぞ！　逃がすな！　ふんじばれ！」


    「えっ!?　えええっ!?　こ、ここですか！　こっちですか！　そっち！　そっち行きましたよ！」


    「うお！　いてっ！　なんだこいつ！　毛深いぞっ！」


    　どたんどたん。ばたんばたん。


    　ほとんど真っ暗な部屋の中で、捕つかまえようとする者と、逃のがれようとする者との、必死の攻こう防ぼう戦せんが行おこなわれる。


    　そうして──。


    　数分間の死し闘とうを経へて、ついに──。


    「めしとったりぃィィィ！」


    　部長の咆ほう哮こうがあがる。


    　誰かが電気をつけた。部屋が一瞬で明るくなる。


    　目が慣れるまでしばらくかかり──。そして皆がその目で見たものは──。


    「ななな!?　なんだこりゃぁ？」


    「かわいーですー」


    「ええっ!?　泥どろ棒ぼうって……、これが……ですか？」


    　京きよう夜やは捕ほ獲かくした対象を、まじまじと見つめた。紐ひもでぐるぐると手足を縛しばられた〝それ〟は、どう見ても……。


    「おにく？」


    「いや食わねーし。てゆうか。食えるのかな？　これって？　タヌキ鍋なべとか？」


    　捕とらえたのは──人ではなくて、動物だった。


    　なんの動物なのかは、京夜にはわからない。犬と猫ねこを足して二で割ったような感じの動物だった。


    「タヌキならば、古こ来らい、タヌキ鍋という料理があったそうだけど。だけどこれはタヌキではなくてハクビシンだからね。中国では食用となっているようだけど。日本ではどうだろう」


    「ちょ!?　なに食べる話とかしてるんですか!?」


    　変な方向に話が向かって、京夜は思わず叫さけんだ。


    「いや。食うって言ってたの。キララだし」


    「きゃっち。あんど。いーと。」


    「たべません！　たべちゃだめですから！」


    「食べねーけど。……でも。どうしような。これ」


    　部長が言う。腰こしに手をあてて困こまったように言う。


    　たしかに困った。


    　下着泥どろ棒ぼうを捕つかまえたはいいが、その正体が、動物だったとは……。


    「下着は巣す作づくりのための巣す材ざいだったわけだね。どこか天てん井じよう裏うらにでも住み着いているのだろう。この旧校舎は──さぞや住み甲が斐いがあるに違いない」


    「しかしさー。なんだって、ぱんつ？」


    「あーそれ、わたし、わかるかもですー。女の子のぱんつはー。きっと柔やわらかいからですよー」


    「ああ。なーる……」


    　部長がうなずく。京きよう夜やも思わず、この動物が、ぱんつに埋うもれてぬくぬくと眠ねむる図を想像してしまった。


    　たしかに、あったかそうではある。


    　下着泥棒の正体が判明したのはいいのが、残った問題は……。


    「しかし……。困ったな」


    　と、部長が言う。


    「これって……、大人おとなに渡したら、保健所とかに引き渡されちゃうかもしんねーんだよな？」


    「ハクビシンは日本に古こ来らいからいたという説と、外来種として国外から持ちこまれたものだという説があるね。どちらにせよ害がい獣じゆうとして駆く除じよされることになる。捕ほ獲かくと駆除には免めん許きよと許きよ可かとが必要になるけれど」


    「えー、この子……、なにかひどいめにあっちゃうんですかー？」


    　恵めぐみちゃんが心配してそう訊きいた。紐ひもで縛しばられたその動物は、恵ちゃんの手の中でおとなしくしている。


    「だいじょうぶ。」


    　綺き羅ら々らさんが、不意に、そう言った。


    「きらら。いうよ。」


    　白い歯を見せて、綺羅々さんは、にっこりと笑った。


    
      ＊

    


    



    「おーい。メグ。お茶～」


    「あっ。はーい」


    　部長の差し出したカップに、湯ゆ気げをあげる紅茶がなみなみと注そそがれる。


    　紅茶も解かい禁きん。湯ゆ沸わかしも解禁。そして照明も解禁だった。


    　合宿四日目の夜は、部室の灯あかりを煌こう々こうと点つけて過ごすことができた。まったく隠かくれず、お茶もゲームもテレビも、そしてカップ麵めんまで、なんでも自由に楽しむことができるようになっていた。


    「あの子、どうしているでしょうかー」


    　いまいない紫し音おんさんと綺き羅ら々らさんのぶんも紅茶を注つぎながら、恵めぐみちゃんは言った。


    　京きよう夜やのカップにも紅茶を注ぎ終えると、恵ちゃんは遠くを見る目を、窓まどの外へと向けた。


    「そうだね。元気にしているんじゃないかな」


    　京夜は恵ちゃんにそう言った。


    　夜が明けて、今け朝さとなってから──。


    　ガッコにやってきた先生たちをつかまえて、事情を説明した。


    　屋根裏を捜そう索さくして巣すを見つけ、それを証しよう拠ことして先生たちに見せた。ぱんつでいっぱいの巣は、説得力のある証拠となった。


    　犯はん人にんは動物。犯行の動機は巣作り。


    　そして肝かん心じんの犯人であるが──。


    　これは「逃げられた」ということにしてあった。


    　じつはそれは噓うそだった。方ほう便べんというものである。本当のところは、逃げられたのではなく、逃がしたのだった。ただ逃がしただけだと、元の巣に戻っていってしまう。だから綺羅々さんが〝言い聞かした〟のだと、本人も部長たちも、そう言うのだけど……。


    　京夜はどうも半はん信しん半はん疑ぎだった。綺羅々さんは猫ねこ語ご以外に各種動物語も話せるのだとか……。そんなこと言われたって……、ねえ？　信じろとか言われたって……、ねえ？


    「汚お名めいも晴らせて、万ばん事じ解決だなっ！」


    　カップを両手で包んで、部長がうなずく。


    「そもそも汚名が掛けられていたかどうかもわからないですけどね。下着泥どろ棒ぼうをうちの部がやったなんて、誰も思って──」


    「──ナニ言ってんだよ。オマエだよオマエ。おまえの汚名を晴らしてやったんじゃないか」


    「ちょ──!?　なんで僕なんです!?　うちの部の汚名だったんじゃないんですか？」


    「女がぱんつ盗ぬすんで、どーすんだ？」


    「僕だって盗みませんよ！　盗んでどーすんですか!?」


    「知らない。知りたくもない。禁止っ。禁止っ。フケツざあますわ」


    「ちょ──部長！　へんな疑ぎ惑わくをかけないでくださいよ！」


    「いいじゃん。晴れたんだしさー」


    「よかないですよ！」


    「殿との方がたがこまけーこと、気にすんな」


    「気にしますよ！　名めい誉よに関かかわりますよ！」


    「四しノの宮みや君とお姉ちゃん。仲いいですねー。うふふっ……、妬やけちゃいますねー」


    「恵めぐみちゃん。今日こそは言うけど話の流れを全然理解していないよね？」


    「いいえー。わかってますよー。わたしにはヒミツのお話なんですよねー」


    「ちがうから」


    　と、そこで──。


    　紫し音おんさんと綺き羅ら々らさんが大荷に物もつを持って帰ってくる。


    「──いま戻ったよ。布ふ団とんを借りてこれた」


    「るる。」


    　力持ちの綺羅々さんが五人分の布団を一いつ挙きよに担かついできた。戸口をくぐるのに苦労する。横にして斜ななめにして、それでもつっかえている。


    「あー。キララ。手伝います。手伝います」


    　京きよう夜やは立ちあがった。布団を受け取りに向かう。


    　今夜は堂どう々どうと泊まることができる。こうして布団も借りられる。板の間の上で寝ね袋ぶくろで寝るのではなくて、柔やわらかな布団で眠ねむることができる。数日ぶりに。


    　真しん犯はん人にんを見つけたことに対するご褒ほう美びというか、なんというか、ＧグツＪジヨ部ぶには宿泊権を獲かく得とくしていた。


    「だけど部長。いいんですか？　これって許きよ可か取ったのとおんなじなんじゃないでしょうか？」


    　京夜はそう訊きいてみた。


    　無断宿泊にあれほどのこだわりをみせていた部長が、まったく騒さわがない。


    　京夜のその問いに対する部長の答えは──こうだった。


    「なにを言う。与えられたモノと勝ち取ったモノとでは、その価値はヒャクマンバイも違うのだ」
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    　いつもの部室。いつもの部活動。そしていつものコタツ。


    　夏合宿の話で盛りあがったあと、コタツに胸むねまで埋うまり、人生の半分ほどに相当するであろう、厳げん寒かん期きの〝醍だい醐ご味み〟を味わう。


    　ここ数分、誰も口を開ひらいていないなぁ、と気づいたので、京きよう夜やはぽつりと口を開いてみた。


    「うちの部って、どうしてこうなんですかね」


    「こうって、なんだー？」


    「いえ。まえにクラスの人から言われたんですよ。『おたくの部ってゆるふわさねえ』って。──まわりからはそう見えるのかなぁ、って」


    「そう見えるんだとしたら、そうなんじゃないのかー」


    　まったりとくつろぎながら、部長が特にこだわりもなく、そう返してくる。


    「その人の知ち覚かくし認識したものが、その人にとっては現実であり真実となるからね。人。それを主観という」


    　独特の哲学的な切り口から紫し音おんさんも話題に入ってくる。


    　ニーニーズの淹いれてくれたコーヒーを嗜たしなむことの多い紫音さんであるが、今日この日ばかりは、恵めぐみちゃんの紅茶を飲んでいる。


    「うちって意外とハプニングがあったりサスペンスしてたりするんですけどね」


    「いいじゃん。ゆるふわで。ゆるふわを追つい究きゆうしようぜー」


    「タマ的には、〝ゆるふわ〟と〝ＧグツＪジヨ部ぶ魂だましい〟とのカンレンセーを説明してほしいです。だいたいタマ一度もＧＪ部ダマシイとゆーの、説明してもらってないです」


    「だいじょうぶ。それは僕も同じだから」


    「じゃあなんでセンパイ。知ってるですか。説明してもらっていないのに」


    「考えるな。感じろ」


    　京夜は腕組みをして、そう言った。ぜんぶ真ま似ねだが。部長の真似だが。


    「わけわかんないですよ」


    「ゆるふわとＧＪ部魂とは……。まあ、近いといえば近いのかな。でも遠いといえば遠いよね」


    「どっちなんですか」


    「あえて決めなくてもいいんじゃないかな」


    「〝ゆるふわ道どう〟っていうの、どうでしょうかー」


    　紅茶で満タンとなったティーポットを手に、恵ちゃんがやってくる。


    「そう！　それだ！　〝ゆるふわ道〟だ！」


    「タマなんにでも〝道〟つけるのいくないと思うですよ。神しん道とうとか〝道〟ついちゃってるから、もう大変なのですよ」


    「紅茶を追つい給きゆうしまーす」


    　急いそいで飲み干ほした京きよう夜やと部長とタマのカップに、また、なみなみと紅あかい液体が注そそがれる。


    「これはあれかね」


    　ふーふーと吹き冷まして、一口、すすってから、部長が言う。


    「わざわざ自分から口にしてくるあたり。自分が何なに気げにオニだという自じ覚かくはあるのかね？」


    「まあ今日くらいは仕方ないですよ。僕もきょうはとことんまで付きあうつもりです。限界を超こえたその先にある限界をまたひとつふたつ超えてみせます」


    「うふふっ。……わたしにはヒミツの話みたいですねー」


    「いやヒミツでもなんでもねーけど」


    「恵めぐみちゃん。すごい。すごいよ。自分の話だっていまわかったんだ!?」


    「えへへ。とっくんのおかげです」


    　えっへんと、恵ちゃんは豊かな胸むねを張る。


    「てゆうか。キョロ。おまえも何気にヒドイやつだな」


    「え？　いまヒドかったですか。これヒドかったですか。どこかヒドかったですか。すいません。ならやめます」


    「なにがヒドイのかもわかっていなくて、それはやめられるものなのか？」


    「えーと……」


    　部長に言われて考えこんでしまう。たしかにそうだ。本当にそうだ。


    「なにかひどいことだったんですかー？」


    　当事者の恵ちゃんも首を傾かしげている。


    「まったくおまいらは……。基本的に善人だからなぁ……」


    「真ま央お。それでは私たちが悪人みたいじゃないか」


    「まあコイツらに比べたら。私ら。悪じゃね？　──黒くろ策さく士し。シイ先生よ」


    「ふむ。そうであるともいえるね」


    「きらら。あく？　あくなれる？」


    「おまえはどっちかっつーと、正義のミカタのほうじゃね？　通りすがり系だな」


    「きょろたちと。いっしょ？」


    「それとも違うな」


    「ぶう。」


    「うお。キララがいま言った。ぶう──って!?　みんな聞いてたかっ!?」


    「え？　なんですか？」


    「はい。おかわりですねー」


    「おまえら〝ゆるふわ道どう〟の追つい究きゆうもたいがいにしとけよ」
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    　いつもの部室。いつもの部活動。そしていつものコタツ。


    「恵めぐみ君。お湯は沸わいているかな？」


    「あっ。はぁい。いつでも沸いてますよー」


    　紫し音おんさんの問いに、ＧグツＪジヨ部ぶ紅茶番である恵ちゃんがすかさず答えてくる。


    　ＧＪ部の冬にはダルマストーブ様がいらっしゃる。その上には丸くて大きなアルマイトの黄色いヤカン様が、鎮ちん座ざましましている。いつでも、くつくつことことと、お湯を湛たたえている。


    「うむ。では始めよう」


    　紫音さんは体重を感じさせない動きで、すっと立ちあがった。


    「……？　なにをですか？」


    　紫音さんの言葉が自分に向けられたものであると、うすうす気づいて──京きよう夜やはそう訊きいた。


    「なにをって？　そうだね。……これは一種の決けつ闘とうということになるのかな」


    　なんか穏おだやかでないことを口にしつつ、紫音さんは、部屋の隅すみに置いてある自分のカバンまで歩いていった。そこから取りだしてきたのは──。


    「カップ麵めん……ですか？」


    「ふっふっふ……。やはり一般常識ナイトといえども。その程度のものだったようだね。ようくその目で見てみたまえ。キョロ君。キミにはこれがカップ麵に見えるのかな？」


    「ああ。カップやきそばでしたか」


    　よく見ればそれはカップやきそばのほうだった。似ているようでいて、微び妙みように違う。


    「いちいち区別しませんって」


    「さあ。そんなアバウトな感性しか持っていない一般常識ナイトに挑ちよう戦せんだ」


    　左手にカップやきそば、右手にマジックを持って、紫音さんは言った。


    　きゅぽんと親指で格かつ好こう良く、マジックのキャップをはじき飛ばす。そして「作りかた説明」の書かれている部分を、一気に黒々と塗ぬりつぶしてしまった。


    　カップ焼きそばを京夜に向けて突きだして、紫音さんは言う。


    「──さあ挑戦だ！　私はここに挑戦をする！　一般常識ナイトといえども！　取扱説明書なしに──このヤキソバを作ることができるかなっ!?」


    「えーと……」


    　京夜は大いに悩なやんだ。これ負けてあげたほうがいいのだろうか？　いや。それは失礼だろう。紫音さんはマジだ。本気と書いてマジと読む。きっとマジでやっちゃってる。


    　ならばこちらも全力をもってお相手するのが礼れい儀ぎというものであろう。


    「これって、具ぐが別になってるやつですね」


    　まずカップやきそばを検分。タイプを識別。


    「──じゃあ先に具ぐを入れます」


    「むむっ……！」


    「粉ふん末まつスープも液体スープのほうも、どちらも両方取りだしておきます。あと青ノリも、当然、出しておきます」


    「そ、そこのトラップに引っかからないとは……、さ、さすがだ……」


    　紫し音おんさんはしきりに感心していた。


    「あとこれはワンポイント的な小こ技わざなんですけど。具は──かやくは、麵めんの下に敷しいておくといいんですよ。蓋ふたにくっつかなくて済むようになります」


    「ぬおっ！」


    　紫音さんがその端たん正せいな顔に浮かべているのは──〝驚きよう愕がく〟という名の表情。


    　あ。知らなかったんだ。まあこれ。四しノの宮みや家の秘ひ伝でんだし。自分も父さんに教わったし。


    「はい。京きよう夜やくん。ヤカンでーす」


    「ありがと。恵めぐみちゃん」


    　恵ちゃんからヤカンを受け取った。最近、恵ちゃんは「四ノ宮君」ではなくて「京夜くん」と呼ぶようになってきている。それがいつからなのから、はっきりと覚えていないのだが……。


    「──お湯は縁ふちの線まででいいんですよね」


    「か、確認もせず断定などと──」


    「常識ですよ」


    　京夜は言った。本当にさらりと言った。常識以外の何なに物ものでもない。


    「さ、さあ……。つ、つぎは……。難なん関かんだぞっ！　果はたして待つ時間がわかるかな？」


    「普通三分ですよ」


    「な、なんでわかるっ!?」


    「ヤキソバで三分以外のって、あんまりないですよ。すくなくとも僕は見たことないです」


    「そ、そうだったのか……」


    　紫音さんはショックを受けている。がっくりうなだれている。「学会に報告せねば」とか、つぶやくその声にも、張りがない。


    「三分待つ間。液体スープは、これ、蓋の上にのせておくと、温ぬくまって、いいんですよねー」


    「なにイィ!?」


    　紫音さんは目を剝むいた。敗はい北ぼくの衝しよう撃げきさえどこかに吹き飛んでしまっていた。


    　三分間が過ぎさって──。京夜は割わり箸ばしを、ぱちんと割った。


    「これ。食べちゃっていいんですか？」


    「……完かん敗ぱいだ。やはり私ごときが一般常識ナイトに挑いどもうなどというのが間違っていたようだ」


    　妙に清せい々せいとした顔で、紫音さんはそう言った。
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    　いつもの部室。いつもの部活動。そしていつものコタツ。


    「タマ最近思ったんですけど──」


    　しばらくコタツで熟じゆく睡すいしていたタマが、しゃきっとなって、話題を開始する。


    「──そういえばタマってＪＫなんですよね」


    「ＪＫって自分で言う女子高生はじめてみたなぁ」


    　京きよう夜やはぼそっと突っこみを入れた。他ほかはどうだか知らないが、京夜のクラスでは自分で自分のことをＪＫと言ってる女子は少なくともいない。ただし《黒い三さん連れん星せい》は除のぞく。あれはチョベリバとか平へい然ぜんと口くち走ばしっていたりするので。


    「じゃあＪＫカッコ部長的死語カッコとじ」


    「なぜそこで私が引き合いに出される。なぜ私に飛び火する」


    　タマの切り返しに巻きこまれて、部長がそう言った。


    「ＪＫってオトナなんですかね？」


    「どうだろうね。三年生あたりだと、大人おとなかなぁ、とも思うけど」


    　京夜はそこでちらりと紫し音おんさんに目を向けた。


    「年齢的には未成年者ではあるけどね」


    　そう答える紫音さんは、物事に対する余よ裕ゆうある姿勢から、大人に見える。教師だって紫音さには敬語を使っている。


    「だけど一年生あたりは、まだ子供って感じがするよね」


    　タマにちらりと目を向けながら京夜は言った。特にタマは体格的に小さいほうだ。中学生と見まがうばかりだ。


    「中学生と一個しか違わねーしな」


    　うなずいてそう言ったのは、小学生と見まがうばかりのお方だ。


    「──で。大人だったら、なんなの？　タマ？」


    「タマ。むかし言われたのですよ。おとなになったらだいじょうぶだよー、って」


    「なんの話？」


    「だから自動ドアの話だってタマはさっきからそう言ってるですよ」


    「いやタマは絶対それ言ってないと思うよ」


    「センパイがきーてなかっただけですよ」


    「そういうことにしておこうね」


    　平和的敗はい北ぼく主義者としてあっさり負けておく。特に女の子と言葉で言い争うことの無意味さを、平和的敗北主義者は誰よりもよく知っている。そしてタマは女の子である。以上証明終わり。Ｑ．Ｅ．Ｄ．


    「自働ドアは天てん敵てきなのです。タマのこと無視しやがるのです」


    「自動ドアって……。店とか……コンビニとかのやつ？」


    「そうです。仕事しやがらないのです。タマだけ華か麗れいに無視されるのです」


    「無視される？　開あかないってこと？」


    「だからタマはコンビニに行かないのです。ポテチ買わないのです」


    「いやそれは自分で買おうよ」


    「だからセンパイにわけてもらっているのです」


    「わけてもらってる自じ覚かくはあるんだ」


    　そこはちょっと驚おどろきだ。あれぜったい自分のポテチだと思っていると──。


    「だけどそんなことあるのかなぁ。単に故障していたりとか。そういうことじゃなくて？」


    「うん。あるよ。」


    　と、肯こう定ていしてきたのは、綺き羅ら々らさん。


    「でしょでしょ！　ありますよねー！」


    「けはい。けしたら。だめ。あかないよ。」


    「気け配はい消さないって。いったいどーやるですか」


    　人類猫ねこ科かの二人は、なんか二人で意い気き投とう合ごうしている。対自動ドアの対策を練ねっている。


    「そういえば猫という生物はその狩しゆ猟りよう的てきな習性からか、気配を消して行動するね。首輪に鈴すずを付けるのはそのためであるのだとか」


    「へー」


    「鈴付けてもダメでしたよ。ドア開ひらきやがらないですよ」


    「へー。てゆうか。タマのそれ。ツインテのそれ。その鈴。そうだったんだ」


    　はじめて知った。驚きだ。


    「おとなになったら開くようになるって、だから子供のときに言われたですケド」


    「あー。それはあるね。あるある。古い自動ドアだと、マット踏ふむと動くやつあるよね。そうか。子供だと体重足りなくて開かなかったりするわけか。──部長も開かなかったりします？」


    「だからなんだってそこで私に飛び火してくる」


    「開かなかったら、どうやって店に入っているの？」


    「入口で待つですよ。誰かがやってきたら、その後ろについて、ささっと入るですよ」


    「なるほど」


    「出るときも。誰かが出るまで待つですよ。素早くぴったり背中に張りつかないと、閉しまってくるドアに攻撃されるですよ」


    「たいへんだねえ」


    　コンビニの前で人を待つタマを想像して、京きよう夜やは、ほんわかとなった。
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    「なー。おまえってさー」


    「はい。なんでしょう」


    　部長に話しかけられて京きよう夜やは聞き返した。おたがいに顔はマンガ雑誌に向けたまま。声だけで会話を行おこなう。


    　まる二年も一緒にいて、まる二年もおなじようなことをやっていると、自然と、こういうことになってくる。


    　そして空からになったカップを、すっと十センチばかり外側に滑すべらせておくと、なにも言わずに熱あつ々あつの紅茶が注そそがれてくる。


    　お茶くださいとか、お茶いりますかーとか、会話はとくに必要ない。いわゆる〝ツーカー〟というやつである。


    　まる二年も一緒にいて、まる二年もおなじようなことをやっていると、自然と、こういうことになってくる。


    「ありがと。恵めぐみちゃん」


    「どういたしましてー」


    　お礼れいだけは口に出して言う。ここは大事。人として大事なこと。


    「おまえってさー。友達いるん？」


    「いますよ。たくさん」


    　最初の発はつ話わから、ゆうに数分くらい経たってから、話の続きが何事もなかったかのように切り出されてくる。これをＧグツＪジヨ部ぶ式しき話わ法ほうという。京夜も部長もまったく普通に使いこなしている。まる二年も──以下略。


    「急にどうしたんですか？　部長？」


    　京夜はそのあたりでマンガ雑誌を閉とじて、部長に向いた。部長のほうは、もう雑誌を置いている。


    「いやさ。おまえさ。友達少なそうだからさー」


    「僕ってそんなに社交性ないように見えますか」


    「人気者にゃ見えんわな。あと覇は王おうにも見えん」


    「人気者のほうはわかりますけど。覇王ってなんでしょう」


    「おまえはあれだな。ラノベでいうなら主人公じゃなくて脇わき役やくのほうだな。友人ＡないしはＢないしはＣあたりだ。ひょっとしたら個体識別さえしてもらえなかったりするランクだ。名もなき男子同盟のうちのひとりだったりするかもしれん」


    　たしかに目立たない自じ覚かくはあるけれど。平和的敗はい北ぼく主義者であるわけだし。


    「だけど主人公タイプってなんでしょう。それはたとえば具体例でいうと、新しん城じよう君あたりになるんでしょうか」


    「超ちよう雄おすかっ!?　あれはそうだな主人公だな。そして覇は王おうでもあるな」


    「ああなるほど……。たしかにハーレムの王って感じですよね。正せい妻さいの神かん崎ざきさんのほかに東しの雲のめさんっていう、うちの霞かすみの同級生の女の子なんですけど、まだ中学生ですが、なんだか、お妾めかけさん的なポジションみたいなようですし……。あとセッちゃんだとか。新城ヒカリさんなんかも、パパーパパーって懐なついちゃってもうラブラブですし。それに高たか坂さかさんあたりも、なんだか怪あやしいんですよね」


    「なにを言っているのかよくわからんし、それが誰であるのかも私ゃ知らんが。まさに覇王ってカンジだな。女の敵てきだな」


    「部分的には同意します。まさにばくはつしろって感じです。ところで僕と新城君の話はおいておいて……、部長のほうこそ、友達いるんですか？」


    「いるぞ。鳴海なるみだろ。綾あや乃のだろ。あと鳴海つながりで王おう子じだろ。綾乃つながりで陸りくだろ」


    「王子？　陸？」


    　鳴海さんは部長の親友。きりっとした女の人で、京きよう夜やも会ったことはあるが──。他ほかの名前は二年間いちども聞いたことがない。


    「みんなくっついちまってさー」


    「はあ」


    　わかんないなりに、相づちを打っておく。


    　なんで人の話って、こんなにわかんないんだろう。


    「ヤツラ。もうくっついちゃえばいいのに──って、何度も思ったケドさー。本当にくっついちまいやがんの。まいったねー」


    　しかし部長……。友達を数えはじめてゆくと、やっぱり片方の手で終わってしまうようだった。右手の指が四本ほど折おれたきり。グーにさえ届いていない。


    　自分は自じ慢まんじゃないが、友達の数は多いほうだ。


    　平和的敗はい北ぼく主義者は敵を作らないことには定てい評ひようがある。誰とでもそこそこ仲良くやっていける。かわりに親したしい友人もあんまりできなかったりするのだが──。


    　ああでも。ＧグツＪジヨ部ぶに入ったせいで、クラスの皆とは親しくなれたんだっけ。もとから親友だった横よこ溝みぞは言うにおよばず、新城君、神崎さん、高坂さん、倉くら橋はしさん──と、そのあたりの面めん々めんとも、かなり親しくなった。親友とまではいかないものの、単なるクラスメートの仲は、とっくに超こえてしまった。


    　もうだいぶ前の話になる。


    　京夜が「ＧＪ部」に対する誤ご解かいと偏へん見けんと戦たたかった日々があった。


    　その日々のことを、京夜は思いだしはじめた……。
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    「なあ四しノの宮みや。おまえ。ＧジーＪジエー部ってところに入ってんだよな」


    　いつもの昼休み。横よこ溝みぞと差し向かいになっておべんとを食べていると、唐とう突とつに、そんなことを訊きかれた。


    「ああうん。このあいだ部員バッジもらったし。見習い部員になったし。──でもジージェー部じゃなくて、グッジョ部なんだけど」


    「なんか大変そうだな」


    「そう？　それほどでもないけど」


    「顔に女じよ難なんの相そうが出ているぞ」


    「え？　そ、そうかな……？」


    　部長に嚙かまれ、紫し音おんさんにからかわれ、恵めぐみちゃんには紅茶責めを受けてはいるけど。毎日そんな毎日だけど。だけど〝女難〟というほどのことも……。


    「四ノ宮君。捕ほ獲かくされたんですってね。ＧグツドＪジヨー部ってところに」


    　男二人のおべんとタイムに女じよ子しが加わってくる。


    　くるりと椅い子すを百八十度回転させて、女の子たちのお食事会から、こちらに体を向けてきた彼女は、クラスで二番目に美人な倉くら橋はし七なな瀬せさん。女子側と横溝側と、どちらでもすぐ話題に入れるように、彼女のポジションはリバーシブル仕し様ようになっている。


    　倉橋さんは横溝のカノジョ──と、もっぱらクラスのなかではそう認にん定ていされている。だが当の本人たちには、そんな自じ覚かくはまったくないようで、言ってもぽかんとされるだけ。横溝とは小学校とかそれ以前からの付き合いだそうだ。京きよう夜やとも中学校時代から交流がある。


    「捕獲……は、まあ、されたようなされていないような。あとグッドジョー部じゃなくてグッジョ部だからね」


    「どっちなんですの？」


    「はい。されました。最初にまず拉ら致ちられました」


    　京夜は素直にそう認めた。黒い袋ふくろを頭からすっぽりやられた。


    「キョロ君としては、どうなのさねー？　おねえさんたちに毎日囲かこまれているそうじゃないかー。くぉのくぉのぉー」


    　またべつの女子が話題に参さん入にゆうしてきた。倉橋さんのおべんとグループのうちのひとり、高たか坂さかさん。その豪ごう快かいさと姉あね御ご肌はだから、うちのクラスでは〝大班長〟と呼ばれている。


    「キョ……って、いったいどこで聞いてきたんですか。その呼びかた」


    　部室では〝キョロ〟とあまんじて呼ばれているものの、クラスメートからそう呼ばれるのは、なんとなく避さけておきたい。


    「あれ？　いやだった？　ほらこのあいだ、そういうふうに呼ばれていたもんだからー」


    　このあいだの文化祭で、京きよう夜やのいる一年九組は〝結けつ婚こん式しき〟という出し物を行おこなった。そのときにＧグツＪジヨ部ぶが協力することになった。紫し音おんさんがパイプオルガンを演奏して、部長が司し祭さいに扮ふんして宣せん誓せいの儀式を執とり行った。結婚式の〝出で前まえ〟を行った。


    　ＧＪ部が学校一の変な部活であると知れ渡ったのは──そのあたりだったような気がする。


    
      ＊

    


    



    「もうひどいことになっていますよ」


    　その日の放課後。いつもの部室。紅茶が皆のところに並ぶのを待って、京夜は切り出した。


    「なにが？」


    「クラスの噂うわさです」


    「どこの？」


    　部長はマンガ雑誌を読んだまま。今日は水曜日だから週刊少年サンデーの発売日。「チューが滅めつ多たに出てこない」という理由で、部長の愛読書は、少年マンガや男の子向けライトノベルになっている。


    「うちのクラスです。一年九組における噂です」


    「だからサ──。なんの噂なワケ？　なにがどう、ひどいことになってるわけ？　おまえサ。人と話すときは、５Ｗ１Ｈをきちんと言いなさいって、幼稚園のときに習ってこなかったか？」


    「普通の幼稚園はそんなこと教えないと思います。──ですから。うちのクラスで、このＧＪ部の噂が、もうひどいことになっているんですよ」


    「ようやく話が見えてきたぞ」


    「うむ。私の推すい測そく通りだったかな。たぶんキョロ君はそういうことを言っているのではないかと、はじめからそう思っていたよ」


    　パソコン席から紫音さんの声があがる。


    「きょろ。おいしくない？」


    　ソファーのところからは綺き羅ら々らさんの声がする。


    「あ。四しノの宮みや君。お茶おかわりですかー？」


    　紅茶基地から恵めぐみちゃんがひょっこりと顔をだす。


    「恵ちゃんのは、それ、ちがうから」


    「あははは。メグ。おまー不正解なっ」


    「残念ですー」


    　恵ちゃんは紅茶基地に引っこんでいった。次の紅茶の準備をもうはじめている。


    　熱あつ々あつの紅茶をふーふーと急いで吹き冷さましながら、京夜は話のつづきをはじめた。


    「だからなんかひどい誤ご解かいがあるんですよ。いわく──ＧＪ部というのは人を嚙かむ技わざを追つい究きゆうする部であるのだとか」


    「ふむ。あながち間違ってはいないな」


    「それは部長だけでしょう」


    「私たちもいつか嚙かんでみたいね。キョロ君のことを」


    「勘かん弁べんしてください」


    「きょろ。なんきろ。ある？」


    「キララに齧かじられたら一日も持たずに骨だけになっちゃうかもしれません」


    　これは比ひ[image: ]ゆでも大げさでもない。綺き羅ら々らさんが一日にいったい何キロのお肉をたいらげているのか誰も知らない。綺羅々さんの前にあるお皿には、いつだって大盛りのお肉が載っているのだが、いつも一皿では済まない。大きなビニール袋ぶくろのほうから、何回もおかわりしている。


    「ＧグツＪジヨ部ぶというのは、顎あごを鍛きたえるグッドジョー部だと、倉くら橋はしさんは勘かん違ちがいしています」


    「だから倉橋さんって誰よ？」


    「横よこ溝みぞのカノジョっぽい人です」


    「そのヨコミゾってのも、香こうばしいカンケイだということ以外、私ら、よく知らんのだが……。ところでそのカノジョっぽいとゆーのは、それはカノジョなのか単なる女友達であるのか、まずそこのところをハッキリしろ」


    「それは当人たちに言ってください。──んで、横溝は僕に女じよ難なんの相そうが出ているとかで、僕がこの部でひどいめに遭あっているとか誤ご解かいしています」


    「ふむ」


    「はーい。四しノの宮みやくーん、紅茶のおかわりできましたー」


    「あっ。ちょっと待ってね」


    　京きよう夜やは慌あわてて紅茶を飲み干ほした。熱い熱い。喉のどが熱い。でもガマン。


    「それでですね。部長──」


    「──いやヒドい目にあっているとゆーのも、あながち誤解でもないような気がするぞ？」


    「なにがですか。どこがですか。僕は自分の意志によってここにいるんですから」


    　なんでか話が自分のことになってきてしまう。京夜はちょっとムキになって言い返した。


    「僕のことはいいんです。いま問題になっているのは、部長たちが誤解されていることです」


    「だからいーってば、それはー」


    　あれこれ言葉をかえて説明を試みたが、部長たちに危機感を持ってもらうことは、結局、かなわなかった。


    
      ＊

    


    



    　また翌日の昼休み。


    「四ノ宮の部活ってゆーと、あれか？　あの危険なイキモノのいるとこか？」


    　これまでのメンバーに加えて、また一人。話題に参さん入にゆうしてきてしまう。


    　こんどは男だん子し。部長から〝超ちよう雄おす〟の称しよう号ごうを賜たまわっている新しん城じよう拓たく真ま君だ。


    「危険なイキモノ……って、それ、部長のことですか？」


    「だって嚙かむだろ。がぶりと嚙んでくるだろ。俺おれ。手ぇ嚙みちぎられたぜ？」


    「ええまあ……。しょっちゅう嚙んではきますけど……。でもそんなに本気で嚙んできたりはしませんよ。最近は」


    　横よこ溝みぞと倉くら橋はしさんと高たか坂さかさんと──あと超雄・新城君と、そして京きよう夜やと、クラスのなかで一番大きなおべんとグループができあがってしまう。


    「──てゆうか。嚙みちぎられたんだったら、なんでそれ、手──あるんでしょうか？」


    「あのイキモノ？　なんで嚙むんだ？」


    「いやー……、どうなんでしょう」


    　京夜は曖あい昧まいに答えを返した。


    「そういや四しノの宮みや。おまえってさ──」


    　恋人のお手製の〝愛あい妻さい弁当〟をつつきながら、新城君が言ってくる。


    「──奴ど隷れいやってんだって？」


    「へっ？」


    「だから奴隷。あのおねーさんたちの、おまえ、奴隷なんだろ？」


    「な、な、なんでそんな話が……、いったい、どこから？」


    「いや。俺は知らんけど。もっぱらの噂うわさだぞ」


    「あははははー。キョロ君。キョドってるー。キョロキョロしてるー」


    　高坂さんが〝キョロ〟の名前の由ゆ来らいを見事に言いあてている。ナチュラルに正解している。


    「だからやめてくださいよー。そのキョロっていうのー」


    「見事に調ちよう教きよう済みですわね」


    　と、こんどの突っ込みは倉橋さん。


    「ちょっ……、調教って、なんですか？」


    「ですから。ＧグツドＪジヨー部とやらの方々には、〝キョロ〟と呼ばれているわけですわよね。でも私たちにはそう呼ばせたくはない。……ちがいまして？」


    「え。あ。う。……そうですけど」


    「ほら。見事に調教完了ではないですか」


    「やっぱ奴隷じゃんか」


    「あはははー。キョロ君。まんざらでもない感じだねー」


    「やはり女じよ難なんだな。四ノ宮」


    　皆からいいように言われているが、京夜は言い返せない。


    　事じ実じつ無む根こん──というわけでもなくて、半分くらい当たっていたりするからだ。


    「しかしひどい鬼おに嫁よめたちだな。しかも四人か。──四しノの宮みや。おまえって、じつは凄すごいやつだったんだな」


    「あのですね。まず鬼じゃないですし。そもそもそれ以前に嫁でもないですから」


    　超ちよう雄おすに〝スゴい〟とか言われる謂いわれはない。まったくない。金こん輪りん際ざいない。


    「俺おれんとこだって二人しかいねーぞ？　美み奈なだろ。理り央おだろ。──ほら二人だけだ」


    「そんなこと聞いてもいないですし」


    　超雄はぜんぜんひとの話をきーてくんない。


    
      ＊

    


    



    　またまたその日の放課後。いつもの部室。


    「僕がいちばん我が慢まんならないのはですね。部の先せん輩ぱいたち──つまり部長たちのことですけど。それが誤ご解かいされてるっていうことなんです」


    　京きよう夜やは机を叩たたいて、部長たちにそう訴うつたえかけた。


    「ふむふむ。具体的には、どんなふーに？」


    「怒んないでくださいよ？　これは新しん城じよう君が言っていたことですけど──」


    「──新城君ってダレそれ？」


    「超雄ですよ。いいかげん覚おぼえましょうよ。結けつ婚こん式しきの出で前まえしたじゃないですか」


    「ああ。あのオスか。──嫁さんは美人でいいコだったな」


    「彼が言ってます。部長は横おう暴ぼうで。変人で。そして嚙かみついてくる危険生物だと」


    「あってるじゃん」


    「事実だね」


    「だいたいＧグツＪジヨ部ぶの部長から横暴を取ったらなにも残らんぞ？　横暴でない部長なんてＧＪ部には不要だぞ？」


    「なに変な自慢してるんですか！　──部長!!」


    　京夜は大声で叫さけんだ。テーブルをばしんとぶっ叩く。


    「うお。キョロが怒おこってる。ものっさ怒ってる。なんで怒ってるんだこの自称平和主義者」


    　部長に言われて、京夜は、はたと考えこんだ。


    　たしかにいま自分は怒っている。でもなんで怒っているのだろう？　部長が言うように、自じ他た共に認める、平和的敗はい北ぼく主義者なはずなのだけど──。


    「私たちのことが話題になっているから、キョロ君は怒ってくれているのではないかな」


    　──と。紫し音おんさんが解説してくれた。


    　自分のことのはずなのに。なぜか自分より、紫音さんのほうがよくわかっている。


    「それで私のことは？　皆はなんといっていたのかな？」


    「そ、そのっ……」


    　京きよう夜やは言い淀よどんだ。ちょっと言いにくいことだったからだ。


    「うん？　かまわないから言ってくれまいか」


    「そ、そのっ……。じ、女王様だと……」


    「女王様というのは、いわゆる物ものの本でいうところのあれでいいのかな。あの女王様で間違いないかな？」


    「おい。あれってなんだよ？　私にもわかるよーに言えよ。密みつ談だん禁止だ」


    「なんの本かはわかりませんけど。たぶんそれで合ってると思います。Ｓ気き質しつの女王様だとか」


    「だからなんだよ？　そのエスってゆーのは？」


    「部長それは禁止です」


    「そうか禁止なのか。てゆうことはアレか？　チューと同どう義ぎってことか？」


    「そのようなものです」


    「ムムっ。では訊きくまい」


    「私はＳだったわけだね。そうか。ふむ。さもありなん。ではキョロ君をからかうときに感じていた、そこはかとない恍こう惚こつ感かんは、あれはＳ的なものだったというわけだね」


    「そこ納なつ得とくしないでください。反論してください」


    「事実であるのだからしかたあるまい」


    「事実なんですか！」


    「わたしはわたしはー？　わたしも〝えす〟になりたいでーす」


    「こいつすぐ真ま似ねるんだ。おねーちゃんやってるからあたちもやるー、って、昔はよくくっついてきたのだ」


    「あ。四しノの宮みや君。はぁい。おかわりどうぞー」


    「ありがとう。……恵めぐみちゃんはすでに充分にＳだと思うよ」


    「そうなんですかー？　やったぁ。やりましたー。えへへ」


    「きららは？　きららは？　なに？」


    「えと。……はらぺこ魔ま人じん」


    「きらら。はらぺこ？　……なの？」


    「おま。はらぺこじゃなかったなら、なんでそんないつも食ってんだ」


    「いっぱいたべる。じょうぶつ。なむなむ。」


    「わけわかんねー」


    「えーと……、その、それで僕は綺き羅ら々らさんのお手拭ふきナプキンがわりにされているとか、そんなことまで……」


    「ふいていいの？」


    　綺羅々さんはきょとんとした顔で訊いてきた。肉の脂あぶらのついた指先をぺろっと舐なめる。


    「いやそれは……。てゆうか。誤ご解かいに対して、なにか怒おこるとかしてくださいよ」


    「いやしかしな。誤ご解かいが怖こわくてＧグツＪジヨ部ぶはやれんしな」


    「誤解されまくりですよ。顎あごを鍛きたえる嚙かみ技わざ追つい究きゆうの部だとか。火のないところに煙けむりを立たせる部だとか──」


    「そういや。やったっけなー。秘ひめられた三角関係。男二人に女が一人のところにおしかけていって、男二人を決けつ闘とうさせてみたり」


    「そんなことやってたんですか!?　いつですか!?」


    「おまえが見習いにもなっていなかったころ。ほれ。私ら四人、揃そろって留る守すだったことが、あっただろ」


    「留守だったのは一回だけじゃなくて何回もあったような気がするんですけど」


    　たしかにあった。部室に来ても誰もいないことがあって、そういうとき京きよう夜やは、ひとりぽつねんとマンガ雑誌を読んでいた。


    「いやー。あれは燃もえたなー。男二人をボクシングのリングに押し上げて、特訓で身につけた必ひつ殺さつパンチで対決で、最後はクロスカウンターで両者相あい打うち」


    「ちょ──!?　そんなことやってるから！　火に油を注そそぐ部だとか言われるんですよ！」


    「ちがうぞ。火に油を注ぐのでは、それではあたりまえだ。火のないところに煙を立たせるから、スッゴイんだ。面白いんだ」


    「立たせないでください！」


    「いや私も若かった。あれは高校二年生の頃だな。若わか気げの至いたりとゆーやつだ」


    「なに昔を振り返るように言ってるんですか！　いまだって高校二年生じゃないですか！」


    「おまえ。今日は何気に〝！〟が多いな」


    「そ、そうですか……？」


    　無意識のうちに声を荒あららげてしまっていたかもしれない。京夜は声の大きさに気をつけた。


    「まー。いいじゃんべつにー。私らのことなんかー。誤解されてよーが。されてまいが。本人がいいって言ってンだしよー」


    「そ、そりゃあ……、そうです……、けどぉ……」


    「けど、はなし」


    「でも」


    「でも、もなし。な」


    　部長は読んでいたマンガ雑誌をパタンと閉とじた。


    「ハイこの話題。しゅーりょー。……メグ。お茶くれい」


    「はぁい。待ってましたぁー」


    　恵めぐみちゃんができたての紅茶を注ついで回る。


    　アールグレイの香りによって、話題はうやむやにされてしまった。


    　京夜は胸むねに釈しやく然ぜんとしないものを残したまま、口をつぐんだ。
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    　そこから数日が経たったあたりの、週のはじめ──。


    　誤ご解かいはますますエスカレートしていた。


    「キョーローくーんー!!　かーわーいーそーおー!!」


    　女じよ子したちの黄色い大合唱があがる。京きよう夜やはすくみあがった。


    　叫さけんでいるのは、うちのクラスの四番機、五番機、六番機──じゃなくて、クラス内美人度ランキングにおける四番から六番の女子たち三人組。通称《黒い三さん連れん星せい》。


    　男性教師の撃げき墜つい数すうを競きそい合っているはずの彼女たちが、なんでか、「キョロ権利保護同盟」なるものを結成してくれている。キョロの権利を守ってくれるために、日にち夜や、シュプレヒコールをあげてくれている。


    　キョロの権利というものは、守ってもらわねばならないものだったらしい。


    「犬にだって権利があるのにキョロ君に権利がないなんて、カーワーイーソーオー!!」


    　最後の合唱の部分なんて、人間の可か聴ちよう域いきを超こえている。「カーワーイーソーオー!!」のところだ。耳の奥がかゆくなるような超ちよう音おん波ぱだ。


    「いやあのね。僕はね。キョロ君じゃなくて。四しノの宮みや京夜だから」


    　耳に小指をさしこんで京夜は言った。届かない奥のところをかきたくてたまらない。


    「ひどいよねー。かわいそうだよねー。毎日イジメられて、からかわれているなんて!!」


    「べつに毎日イジメられたりはしてないから。からかわれたりも──って、こっちは、されてるかなぁ」


    「ほらー！」


    「ああでも！　毎日じゃないよ毎日じゃないんだから！　せいぜい三日に一日くらいだから！　中二日は休みがあるんだから！」


    　超音波攻こう撃げきを食くらいたくない一いつ心しんで、そう力りき説せつする。


    「カーワーイーソーオー!!」


    　無む駄だだった。鼓こ膜まくが超音波でビリビリと震ふるえた。


    　撃墜されて、京夜は教室の床ゆかに両手をついた。超音波によるダメージは三さん半はん規き管かんにまで浸しん透とうし、立っていることは甚はなはだ困こん難なんであった。


    「おい立て四ノ宮」


    　──と。這はいつくばる京夜に声がかかる。


    　京夜を見下ろす彼らは名もなき男だん子したち。いわゆる男子生徒ＡとかＢとかＣとかＤだとか。そーゆーカンジの人たちだ。


    　でも京夜が名前を覚おぼえていないとか、覚える必要もない相手だとか、そういうことじゃなくて──。


    　全員がお揃そろいの黒い覆ふく面めんをかぶっているために、誰が誰だかわからないのだった。たぶんＯ島とＹ田とＴ岡とＳ木だってわかるけど。


    　だが京きよう夜やは彼らの心こころ意い気きを買って、あえて彼らを、心の中だけで〝名もなき男子同どう盟めい〟と呼んであげることにした。


    「これより貴き様さまの審しん問もん会かいを開く」


    「はい？　審問会？」


    「我ら〝名もなき男子たち〟が、貴様を裁く」


    「うわ。言ってるし」


    「聞け！　貴様は越えてはならない一線を越えてしまった。我われ々われは貴様の犯おかした罪つみを審議し、処しよ罰ばつせねばならない」


    「はい？　罪？　僕がいったいなにを──」


    「四人だ」


    　四人の男だん子しが、それぞれ四本ずつの指を立てる。


    「貴様は四人も独どく占せんした」


    「はぁ？」


    　四人ってだれとだれ？　独占したって、なんのこと？


    「男女比というものを知っているか？　男性のほうが女性よりも五パーセントも多く産まれるのだ。つまり我々男性は、あぶれてしまうことが生まれながらにして宿しゆく命めいづけられているのだ」


    「それとこれとなんの関係が……」


    「貴様の奪った女性の数は四人だ！　つまり我らは貴様に配偶者を奪われたのと同じことだ！」


    「いや。あのですね。部長。紫し音おんさん。綺き羅ら々らさん。恵めぐみちゃん。──たしかに人数は四人で合ってますけど。べつに僕は誰とも交際していませんし。それに誰が誰の配偶者になる予定だったんでしょう？　勝手にそんなこと言ってると嚙かまれちゃいますよ？　あれ痛いんですよ？」


    「だまれ!!　抗こう弁べんは許されない。我らがＫＢＳ団においてキョロ。貴様に人権はないのだ」


    「ですからキョロじゃなくて京夜ですってばー。あとＫＢＳ団ってなんでしょう？　さっき名もなきなんたら同盟って言ってませんでした……？　まあそれはいいとして、ＫＢＳって、それなんの略りやくなんでしょう？」


    「キョロばくはつしろＫＢＳ団に決まっている!!」


    「ぼーん……」


    　京夜は爆発してみせた。手をひらひらとやって爆発を[image: ]そう作さくダンス的に表現してみせた。


    「き、貴様──ッ!!」


    「なんで怒おこるんですか!?　ちょ──暴ぼう力りよく反対っ!?　蹴けるの蹴るのなしっ──、踏ふむのもなしでっ──」


    　キョロは名もなき男子たちによってたかって踏みつけられた。


    「キョーローくーんー!!　カーワーイーソーオー!!」


    　ぜんぜん保護してくれない保護団体が合唱してくれた。悼いたんでくれた。


    　なんとなくわかってはいたんだ。


    　みんな。悪ノリして遊んでいるだけだよね。僕をオカズにして楽しんでいるだけだよね。


    　さんざん踏ふんで悼んで同情して満足して、名もなき男子たちと《黒い三さん連れん星せい》とが立ち去ったあとで、京きよう夜やが床ゆかから起きあがると──。


    　うつむいた目の前に、すうっと差しだされてくる手があった。


    「おい四しノの宮みや。人気者じゃんか」


    「これのどこをどう見れば人気者に見えるのでしょう」


    　目の前にある手を握にぎっていいものかどうかを考えつつ、新しん城じよう君の顔を見上げる。


    「ま。税金みたいなもんだな」


    「はい？　税金？」


    「〝王〟というものは、下しも々じもの者からは嫉しつ妬とされる宿しゆく命めいだからな」


    　王だって。王だって。王だって──っ!!


    　いま自分で王とか言ったよ新城君。言っちゃったよ。この超ちよう雄おす。


    「新城君が覇は王おうのランクにいるっていうのはわかりますけど。なぜ僕まで王なんでしょう？」


    「あれ？　ちがうの？　みんな言ってるぜ？　おまえハーレム王だって──」


    「ちがいますよ!!」


    　京夜は叫さけんだ。平和主義者だが叫んでしまった。


    　あとやっぱり手を握らないでいて正解だった。新城君の同類になってしまうところだった。具体的には超雄に。


    「でもおまえだって四人のおねーさんたちをとっかえひっかえ──」


    「ぜんぜんですよ!!　捏ねつ造ぞうカンベンですよ!!」


    　だから自分は違う。新城君みたいに、女子高生の本ほん妻さい一人に、女子中学生の側そく室しつが一人、あとほかにも、二人、三人？　そんなカンジに〝王の位くらい〟にいる者とは──。


    「いやしかしだな。べつにＫＢＳ団の名もなき四よん傑けつ衆しゆうでなくたってな。おまえが部室で普段どうしているのかって聞かされるとだな。あれはどうみたって王の位の──」


    「だから王とか言わないでくださいよ！　僕なんてポジションでいったら小しよう動どう物ぶつですよ!!」


    「うっわ！　怒おこったよこの小動物」


    「小動物だって怒るときには怒りますよ！　嚙かむときには嚙みますよ！　ウサギだってクリティカルくらい出しますよ！」


    「モテモテ小動物王だな」


    「ゆーなー!!　モテモテゆーなー!!」


    　京夜はついに怒ど鳴なった。さっきから叫んではいるけど、ついに怒鳴り声を発した。そして両手を上にあげて、部長直じき伝でん「怒ってるぞー!!　ぷんすかー!!」のポーズを取った。


    「くー。うらやましーっ!!」


    　しかし新しん城じよう君にはまったく通用しなかった。やはり王の位くらいにいる男。


    　だいたい本物の王が、いったいなにを羨うらやましがる必要があるのか。


    「はい拓たく。こっちくる」


    「いたたたた──!!　痛え痛え！　耳！　耳ちぎれる！　美み奈なさんごめんなさあぁい！」


    　なにか言い返してやろうと思ったが──、しかし、その超ちよう雄おすは、よくできた〝彼女〟に耳を引っぱられて、操縦されて退場していってしまった。


    　ひとり。ぽつねんと残される。


    　クラスメートは遠巻きにしていて、誰ひとりとして近づいてこない。クラス内はだいたい三つの派は閥ばつに分かれているようで、第一の派閥は最初の「キョロ権利保護同盟」。つぎの派閥は「ＫＢＳ団」。ＫＢＳがなんの略りやくかといえば彼らが言った通り「キョロばくはつしろ」である。


    　そして最後の派閥は、物言わぬ民みん衆しゆう。サイレントマジョリティ。新あらたな王の誕生を見守る下々の者たちである。


    「だから僕はちがうってば！　──ねえみんな！　きいてよ！　きいてる!?　わかってくれてる!?」


    　京きよう夜やはギャラリーに対して叫さけんでみた。だが皆は距離を置いて眺ながめてくるばかり。


    　一歩、京夜が皆のほうに足を踏ふみ出すと、皆のほうは、一歩、後うしろに下さがる。


    　彼らとの距離は一向に縮ちぢまらない。


    　なんか紫し音おんさんの気分が、いまちょっとだけ百分の一くらいわかってしまったかもしれない。選ばれし者は、選ばれたが故ゆえに、人から遠ざけられてしまうものなのだ。


    　ああ。選ばれし者の恍こう惚こつと不安、共に我われにあり。──とか言ったのは、フランスの詩人、ヴェルレーヌだそうだが。まえに紫音さんから聞いたことだけど。


    「キョロくーん。がんばー」


    　民衆のあいだから高たか坂さかさんが声をかけてきてくれた。


    「応おう援えんしてるからねー。ワシー」


    「応援しないでよ！　しなくていいから！　てゆうか助けてよ！　あと女の子が〝ワシ〟っていうの前からどうなのかなって思ってたんだよね、この際だから言っておくけど！」


    「にひひひ」


    　高坂さんは愉ゆ快かいそうに笑った。


    　だめだった。みんな完全に面白がっている。いま自分は完全にクラスのオモチャのポジションだった。


    　そのことがわかったからには、平和的敗はい北ぼく主義者として、いま取るべき道は、ただひとつだった。


    　諦あきらめて受け入れるだけだ。そして流れに身を委ゆだねる。海流に逆さからわずけっしてちぎれない昆こん布ぶのごとく、ただ揺ゆられてゆくばかり。


    　そう。いわば〝昆布のポーズ〟だ。


    　そうして皆が飽あきてしまうのを、ただひたすらに待つのだ。


    　人の噂うわさも、ほら、七十五日っていうし──。


    　京きよう夜やが運命を悟さとりきって、それを受け入れようとしたとき──。


    「諦めるなッ！　──少年ッ！」


    　凜りんとした声が、どこからか響ひびいた。


    　顔を上げた京夜は、戸口に立つ小さな人ひと影かげを見た。


    　腕うでを組み、仁に王おうのように立つ、その小さな体の持ち主は、誰あろう──。


    「部長！」


    「うおー。情じよう婦ふキター！」


    「だだだ！　誰が○×△だーっ！　恥はじを知れえぇぇ！」


    チュー禁止の部長は〝情婦〟だって当然禁止。


    　伏せ字で叫さけんで──。そして当然嚙かみつきにいった。


    　超ちよう雄おす・新しん城じよう君の、手首から先が消失する。


    「手が手があぁ！　俺おれの手があぁ！」


    　手首から先をぱっくりやられて、新城君は大げさに騒さわいでいる。


    　いや大げさじゃないか。部長。最大出しゆつ力りよくでやってるようだから。あれは歯形が付くだけじゃ済まないかも……？


    「──拓たくにはいい薬です。いいから嚙みちぎっちゃってください」


    　新城くんの彼女がそう許可を出す。だけど女のコって──けっこう容よう赦しやないよね。


    　嫁よめの許ゆるしを得えて、部長はぎりぎりと歯に力を込める。


    「痛いたい痛い痛てえ！　うお！　ヤベ──!?　マジいてえ！　痛い痛い痛てえって！　ホント！　やべえって！　手が手が手が──!?　カ──!?　カンベンしてくださいぃぃ！」


    　泣きが入った。てゆうか。涙を流していた。本当に泣いてた。


    　泣いた。超雄が泣いた。王が泣いた。部長が泣かした。


    　部長は手の甲で口元を拭ぬぐい、新城君をじろりと一いち瞥べつすると──。


    「これに懲こりてもうデカい顔すんじゃねーぞ……。この超雄風ふ情ぜいが」


    　そして、ぺっ──となにかを吐はいたような気がしたんだけど。


    　気のせい。たぶん気のせい。なにかを嚙み千ち切ぎっちゃったりなんてしていませんよね？　部長？


    「つぎはオマエらか？」


    　部長の目が次に捉とらえたのは、ＫＢＳ団の面めん々めん──。


    　しかし超ちよう雄おすでさえこのザマなのだ。じろりと部長がひと睨にらみしただけで、ＫＢＳ団の面めん々めんは、とっくに土ど下げ座ざの構かまえに入っていた。


    「すんません許してください！　チョーシくれてましたあぁぁ！」


    「うむ。わかればいいのだ。おまえたちは嚙かまないでいてやろう。てゆうか。嚙む価値もねえしな」


    「最後は君たちだね」


    　部長の脇わきを抜けて教室に入ってきたのは紫し音おんさん。


    　以前教室にやってきたときには、皆から「キレー。髪サラサラー」と愛めでられビームを浴あびただけで、あたふたと、カワイイ生き物化してしまっていた紫音さんであったが……。


    　今日はなぜか凜りんとした紫音さんのほうで、キョロ権利保護同盟の《黒い三さん連れん星せい》の前に立ち塞ふさがる。


    「キョロ君を愛でる気持ちはわからないでもない。我われ々われもそうだ。しかし物ものには節せつ度どというものがあってね。これは東とう方ほうのさる賢けん者じやの言葉であるのだけど。『加か減げんが大事。壊こわさぬように』──と。キミたちにわかるかな？」


    　ふわさっと髪をかきあげて、年下の女の子たちに問いかける。


    　数あま多たの教師を撃げき沈ちんした《黒い三連星》は、まるで普通の女の子のように、顔を赤らめて、こくこくとうなずくのであった。


    「皆さんもー、四しノの宮みや君のウワサでー、あんまり盛りあがらないでいてあげてくださぁい」


    「そだよ。」


    　恵めぐみちゃんと綺き羅ら々らさんの二人も、京きよう夜やの味方に立ってくれる。


    「ほら──四ノ宮君。困こまってますよ？」


    　びっくりした！


    　恵ちゃんに〝苦く境きよう〟を見てもらえた！


    　天てん上じよう界かいの生物の目にも、京夜の〝苦境〟は映うつっていた！


    　すごいびっくりだ！


    「るるっ。」


    　綺羅々さんも同意する。人の言葉じゃないほうの言葉で同意を示す。


    「おい。キョロ！」


    　部長から声がかかる。


    　はっと、京夜は部長に振り返った。


    　まっすぐに立つ。部長に正せい対たいする。これでクラスの皆の目がなかったら、敬けい礼れいでもしていたところだ。


    　なにしろ部長たちは、自分のピンチに駆かけつけてきてくれたのだ。


    　皆の誤ご解かい（イジリともいう）が最高潮に達し──。


    　京きよう夜やが自分ではどうしようもなくなり──。


    　平和的敗はい北ぼく主義者として、運命を受け入れてしまおうとしたとき──。


    　部長たちは、颯さつ爽そうと現あらわれてくれた。


    　助けにきてくれた。


    　自分たちが誤ご解かいされていたときには、ぜんぜん気にもしていなかったのに。京夜が誤解されたときには、こうして解ときに来てくれたのだ。助けに来てくれたのだ。


    　これに感動せずして、なにに感動しよう。


    「キョロ君」


    「四しノの宮みや君」


    「きょろ。」


    　皆の声がかかる。


    　そう。この呼びかたで、この愛称で──自分のことを呼んでいいのは、部長たちだけだ。ＧグツＪジヨ部ぶの皆だけなのだ。


    　京夜は部長に向かって、大きくうなずいて返した。


    「おいちょっとキョロ。そこどけや」


    「へ？」


    「じゃまだから。じゃま。じゃま」


    　部長が手をくいくいとやるので、京夜は横に一メートルばかり移動した。


    「おいコラ一年坊ぼう主ずども！」


    　部長は大声を発はつした。


    　京夜にではなくて、教室にいるクラスメートたちに声を放はなつ。


    　手は腰こしの両側。なけなしの胸むねを精一杯に張っている。


    　ちっちゃな体ではあるものの、腹はらから発せられる声は、教室全体に震ふるえわたった。


    「貴き様さまら一年坊ぼう主ずどもに！　言っておくことがあーる！」


    　小学生なみにちっちゃな部長ではあるが、さすが──上級生の威い厳げんが漂ただよっている。


    「いいか！　よく聞け!!　キョロをいじっていいのは──私らだけだーっ!!」


    「えっ？」


    　京夜は、ぽかんと口を開あけた。


    「今後！　もしまたキョロを無断でイジって遊ぶようなことが！　あったなら！　そのときはーッ！」


    　あれ？　あれあれぇ？


    　部長がいま言っていることは……。


    　京夜が思っていたことと──。


    　期待していたことと、なんか違う。


    「そのときはッ！　生まれてきたことを後こう悔かいするような目に遭あわせてやるからなーっ！　そう思えーっ！」


    　えええーっ……？


    　京きよう夜やは、ぽかんと口を開ひらいたまま、立ち尽くしていた。


    　部長たちは、京夜のピンチに駆かけつけてきてくれたのだと、そう思った。


    　皆にオモチャにされる京夜を助けに来てくれたのだと、そう思った。


    　しかし違った。そうじゃなかった。


    　ぜんぜん違った。


    　部長たちは〝所しよ有ゆう権けん〟を主張しにきたのだった。


    　オモチャの〝持ち主〟が誰であるのかを、きちんと言い含ふくめに来たのだった。


    「そ……、そっちだったんですかぁ……」


    　京夜のつぶやきが、教室にむなしく響ひびいた。
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    「なー。私たち女性は──ってあるじゃん。よくいうじゃん」


    　いつもの部室。いつもの部活動。そしていつものコタツ。


    　部長が唐とう突とつにそう言った。


    「そうなんですか？」


    「きかね？　しらね？」


    「テレビとかのことでしょうか？」


    「そうそう」


    　ようやく話がわかってくる。


    「そうですね。ありますね。番組のなかに出てくる女のひとがそう言ってること。聞いたことがあります」


    「あるだろー。あるだろー」


    　部長は嬉うれしそうに笑う。


    「──あれってひどいよなー。なー？」


    「なんでです？」


    「だってさー。その〝私たち〟のなかにさ。きっとわたし。含ふくまれてねーぜ？」


    「部長はいつも小数派のほうですからね。しかたないですね。さくっと諦あきらめましょう」


    　しかたがないことはしかたがないこと。それが平和的敗はい北ぼく主義者の心こころ構がまえである。


    「殿との方がたはいわんのか？」


    「なにがですか？」


    「俺おれたち男は──ってさ。そしたらおまえだって、たぶん少数派のほうだぜ？」


    「僕が〝俺たち〟って言うためにはまずオレマンにならないといけないんですけど」


    「うお！　変身か！　変身するのか！　そういえばしばらく見ていないな。見み納おさめにいーかもな。──よし許きよ可かする！　承認だ！　キョロ。変身しろ！」


    「やめときます」


    　紅茶基地にいる恵めぐみちゃんが〝オレマン〟って単語のときに超反応して大きな物音があがったりしていたので本当にやめておくことにする。


    「なんだよ。つまんねー」


    　部長がコタツのなかで脚あしをバタバタとさせる。その脚があたってくるので、京きよう夜やはすこし避よけておいた。


    「〝俺たち〟とか〝僕たち〟とか。同どう好こうの士しっていう意味で、仲間として括くくることはありますけど。全男性を代表してっていうニュアンスでは、あんまり言わないですね。てゆうか。どこの誰が全男性を代表できちゃえるんでしょう」


    「なぜ女は全女性を代表しちゃえるのだ？　なぜ全人類の五十パーセントと同化できるのだ？」


    「それは僕に訊きかれても困こまります。部長のほうが僕よりはまだ詳くわしいんじゃないんでしょうか。いちおう女性なんですし」


    「うお。わたしは女性だったのか」


    　いま気づいたかのように部長は驚おどろいていた。部長って結構女っぽいほうだと思うんだけど。


    「ひどいよなー。ひどいよなー」


    　また脚あしをバタバタとする。京きよう夜やはもう十センチばかり避よけておいた。


    「そういえば、ひどいといえば……。いま思い出したんですけど。部長だってそんなふうに、ひとからげにすることあるじゃないですか」


    「なんの話だ？」


    「女性じゃなくて男性の話です」


    「だからなんの話だ？」


    「部長。まえに言ったじゃないですか。〝男ってのは〟──、って」


    「な、ナンノハナシカナー」


    「僕。あのときひどいめにあいましたよ。男ってのはいつでも誰でも自分がモテることを疑うたがわないもんなのかね──って、実験台にされましたよ」


    「あ、あれは、鳴海なるみだっ──。鳴海の受け売りなのだ。よってわたしは無実だ」


    「鳴海さんが言ったかどうかはともかく、僕をからかって遊んでいたのは部長です。よって罪は部長にあります」


    「お、お、お……男っていうのは、そ、そんな昔のことをいつまでもネチネチ、ネチネチ、覚おぼえているもんなのかっ」


    「ほら言った」


    「最も難むずかしい三つのことは、秘密を守ること、他人から受けた危き害がいを忘れること、暇ひまな時間を利用すること。──と、あるね。マルクス・トゥッリウス・キケロ。古代ローマの政治家であり哲学者の言葉だけど」


    「そうなんですよ。難しいんですよ」


    　紫し音おんさんのまさに哲学的なフォローに対して、京夜は大きくうなずいた。


    「平和主義者のくせにっ。敗はい北ぼく主義者のくせにっ」


    「敗北主義者は敗北したことを決して忘れないんです」


    「こえー。こえー。こえー」


    「一生覚えておきますから」


    　おおげさに怖こわがってみせる部長に、京夜は笑いながら、そう言った。


    　部長にからかわれたこと。そのあとで部長を泣かしちゃったこと。すべてが大事な思い出だ。
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    「コタツもこれで入はいり収おさめだね」


    　いつもの部室。いつもの部活動。そしていつものコタツ。


    　パソコン席のほうから移動してきた紫し音おんさんが、長い脚あしを折おりたたむようにしてコタツに入ってくる。


    　どてらを着こんでいるから、どっちかというと〝紫音さん〟ではなくて〝しおんさん〟のほう。漢字で書くほうでなくて、ひらがなで書くほう。


    　部長と京きよう夜やとタマと紫音さんとで、コタツがちょうど四面埋うまる。


    　ＧグツＪジヨ部ぶのコタツには四人までがちょうど入れる。それ以上のときには特別な〝ポジション〟が必要となってくる。


    「紫音さんのおうちにはコタツはないんですか？」


    「うちは洋館だからね。そもそも畳たたみがない」


    「暖だん炉ろならあるんですよねー」


    　紫音さんが席につくやいなや、さっそく紅茶が出てくる。今日の恵めぐみちゃんは狩しゆ猟りよう者しやだ。お茶を注そそげる機会を決して逃のがさない。


    「紫音さん。こんなにコタツが好きなんですから、家にもきっとコタツを置いてあると思ったんですけどね」


    「家にコタツがあったら出られなくなってしまって困こまるかな。学校から帰ってきてから、翌朝、抜け出すまで、ずっとコタツから出られない気がする」


    「そっちに五千点な」


    「まんがにく。さんぼん。」


    「アールグレイを一杯でぇす」


    「りんごあめ三本賭かけるですよ」


    「私も五十カノッサを賭けようか」


    　みんな賭けてるし。単位がまちまちだし。知らない単位だし。まあ気にしないけど。


    「賭けになってないですよ」


    　みんながみんな、「しおんさんがコタツから抜け出せないほう」に賭けている。


    「こんど駅前あたりに部屋を借りようと思っているんだ。家を出るわけじゃないけど。兄ニー兄ニーズたちの干かん渉しようを受けないセーフハウス的な場所が欲しくてね。そこにコタツを置こうかな。……いや。やはりやめておこうかな。かわりにカップ麵めんを在ざい庫こしよう。そうしよう」


    　紫音さんがぶつぶつと卒業後の計画を話している。


    　その紫音さんの横顔をぼんやり見つめていると──。ふと、いたずら心が湧わいてきた。


    　指を一本、紫し音おんさんの横のほうに伸ばしておいて、待機しておく。


    　そうしておいてから、紫音さんを呼ぶ。


    「ねえ紫音さん」


    「なにかな？」


    　こちらに振り向いたとたん──。指がほっぺたに、ぷすりと突き刺さる。


    　紫音さんは見事に引っかかってくれた。


    　京きよう夜やはくすくすと笑いながら、コタツ布ふ団とんを胸元へと引きあげた。


    「………」


    　それで終わり。


    「………」


    　そのつもり。


    「………」


    　だったのだけど……。


    　紫音さんの方向から無言の重圧が迫せまってくる。


    「うお。キョロ。おまえは触ふれてはならないものに触れてしまったようだぞ。シイ先生が大だい魔ま神じんと化してるぞ。ものごっつうお怒いかりになってるぞ」


    「そんな怒おこんないでくださいよー。たわいないイタズラじゃないですかー」


    　京夜は軽い口調でそう言った。


    「よいしょ、っと」


    　まず部長がコタツから出ていった。テーブル席の白い椅い子すに飛び乗る形で着席する。


    　つぎにタマもコタツから出ていった。ソファーの綺き羅ら々らさんの膝ひざの上にちょこんと乗る。


    「ちょ──なんで二人とも逃げるんですか。僕ひとりにしないでくださいよ」


    「だって巻き添えイヤだもん」


    「シンバツです。神の怒りに触れてしまった者にはシンバツが下るのです。タマ巫み女こやってるから、よーく知ってるのです」


    「ちょ──なんで紫音さん神なのっ。いやたしかに大魔神だけど……」


    　京夜は紫音さんに怖こわ々ごわと目を向けた。


    「ふふふふふ……。キョロ君。どうやらキミには〝お仕し置おき〟が必要なようだね」


    　髪がざわついている。怒りのオーラを留とどめきれずに体の周囲に漏もれ出している。


    「えい」


    　紫音さんの指先が伸びてくる。


    　京夜は〝お仕置き〟をされた。具体的には、ほっぺに指を突き立てられた。


    　倍率はすくなくとも五十倍以上だった。記憶が定かであれば──定かではないのだが──およそ五十倍から七十倍のあいだで〝お返し〟をされた。
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    「そういえばまえにテレビで観たんですけど」


    　いつもの部室。いつもの部活動。そしていつものコタツ。


    　京きよう夜やは率そつ先せんして会話を切り出した。


    「ノラ猫ねこに協力してもらって、実験、やるんです」


    「ほう」


    　部屋の隅すみで宝物の整理をしていた部長が手を止とめて、こっちに向く。


    「ねこ？　ねこ？」


    　ソファーにいた綺き羅ら々らさんがタマを抱かかえたままやってきて、コタツの一面にすぽっと埋うまる。


    「ねこさんのお話ですかー？」


    　恵めぐみちゃんもコタツにやってきて、空あいている一面にすぽんと収おさまる。


    「よいしょ、っと」


    　最後にやってきた部長は、当然のような顔で京夜の膝ひざの上に腰こしを下おろしてきた。


    　六人でコタツに入るときには、こうして特別なポジションが必要だ。


    　コタツは四面。しかしＧグツＪジヨ部ぶは六人なので、二つほど足りなくなる。だから誰か二人は膝のうえ。タマはたいてい紫し音おんさんの膝の上に来ることになるのだけど、さっき逃げていって綺羅々さんのところに避ひ難なんしていたものだから、そのまま大きなお姉さんの膝のうえ。


    　そして部長は常にかならず京夜の膝のうえ。


    　これがＧＪ部におけるコタツのポジションというものである。


    「ねこ？　ねこ？」


    「ほら。キララが猫の話をご所しよ望もうだぞ」


    　膝のうえの部長がお尻しりを揺ゆすって催さい促そくしてくる。


    「あー。えーと」


    　京夜は話しはじめた。


    「だいぶ前の話なんですけど。どこかの公園で──ですね。地面にお魚を置いておくわけですよ。それで近所に在住のノラ猫さんたちにご協力していただいて、実験をやるんです。その実験が、なんだかＧＪ部的だったもので、覚おぼえていたんです」


    「どんな実験なんだ？　それは？」


    「猫がどれだけ大きな魚をくわえて持って行けるか、ていう実験でした」


    「ほほう」


    「サバ一本とか、カツオ一本とか、イナダ一本とか、タイ一本とか、けっこうイケてましたね」


    「大おお判ばん振ぶる舞まいだな。ごちそうだな」


    「さかなの。おにく？」


    「マグロはどうだ。マグロは」


    「無理ですよ。マグロって何十キロもあるんじゃないんですか？」


    「いいや！　食い意い地じが張っていれば不可能はないはずだ！　内なるＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいを燃焼させろ」


    「実験では、だいたい体重の半分くらいまでは、くわえて運べたみたいですね」


    「じゃあ。体重何十キロの猫ねこがいたら、不可能じゃないわけだな？」


    「そんな大型の猫なんて、いるわけが──」


    　──と、そこで気がついて、京きよう夜やは綺き羅ら々らさんを見た。


    　みんなの目もちょうど綺羅々さんに向いている。視線を浴びた綺羅々さんは、きょとんと首を傾かしげる。表情にはあまり変化がないが、耳に見える癖くせっ毛けは、ぴくぴくと激しく動いている。


    「こいつ。体重何キロくらいあると思う？」


    「恵めぐみ君より大きいのは確実だね。一・二五恵君……、いや、一・五恵君はあるかな？」


    「わたしを単位にしないでくださーい！」


    「二・〇キョロはあるか？　どうだ？」


    「いや。さすがにそこまではないのではなかろうか。キョロ君は最近成長著いちじるしいとはいえ、平均的体格であるから、体重は六十キロ弱といったところだろう。いくらキララが筋肉質で身長が高いとはいえ、二・〇キョロ君──つまり百二十キロもあったなら、それは女性としていささか残念ではあるまいか」


    「部長も紫し音おんさんも、いったいなんの話をしているんでしょう。なんで今度は僕が単位になってるんでしょうか。単位、恵ちゃんに戻しときましょうよ」


    「戻さないでくださ──い！」


    「ほらキララ。やってみろよ。猫より凄すごいところを見せてやれ」


    「なに。しようか？」


    「キョロ君の話では野良猫は自じ重じゆうの半分までの魚をくわえることができるそうだ。だからもし君がそれを可能とするならば、野良猫のスペックを超こえているという証明となるだろうね」


    「ちょ──〝それ〟ってなんですか。〝それ〟って!?」


    　紫音さんの言葉の端はし々ばしに、いささか剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを京夜は嗅かぎ取とっていた。


    「ん。」


    　なにを了解したのか。綺羅々さんは、こくんと首を折るようにして、うなずいた。


    　そして──。


    「うわ!?　うわうわ!?　ちょ!?　ちょ──っ!?」


    　京夜は綺羅々さんにくわえられて、ぷらーんと、ぶら下げられた。


    　綺羅々さんは口だけで軽かる々がると京夜をくわえていた。楽勝だった。ノラ猫は体重の半分をくわえていけるそうだが、綺羅々さんの場合には、もっと全然、遙はるかに余よ裕ゆうだった。
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    　いつもの部室。いつもの部活動。そしていつものコタツ。


    　だるまストーブのうえのヤカン様が、しゅんしゅんと音を立てている。


    　部室に響ひびく音は、そのほかには、綺き羅ら々らさんがお肉を食べる音だけ。んむ。んむ。ごっくん。はむっ。むいーん。ぷっちん。とか、そういう音。


    「なぁ……」


    　部長が不意に声をあげる。


    「はい？」


    　京きよう夜やはすぐに答えを返した。


    「これの続きって、あったっけ？」


    　読んでいた漫画の単行本から顔をあげずに、部長は言ってくる。


    「ああ。それならうちにありますよ。こんど持ってきます」


    　京夜もあえて雑誌から顔をあげずに、そう返した。


    「あー、じゃいいや」


    「………」


    　失しつ言げんに気づいて、京夜は押おし黙だまった。


    　どのあたりが失言なのかというと──。〝こんど〟という部分だ。そして部長が〝いいや〟と言ったことには理由がある。


    〝こんど〟はないのだ。


    　だから〝いいや〟なのだ。


    　本日の部活動は、ちょっとだけ特別だった。


    　いつもの部活動で、いつもの部室で、いつものコタツではあるが──。


    　いつもと違って、今日は、すこしだけ特別なのだった。


    　明後日あさつてから春休みが始まる。つまり言い換えるなら、明日は〝卒業式〟ということだ。


    　卒業式というのは、三年生が卒業していってしまう日のことで──。


    　だからつまり──。


    　今日は──。


    　最後の部活動なのだった。


    　誰も口に出したりこそしないが、そうなのだ。


    　恵めぐみちゃんが紅茶基地の流しのところで食器を洗っている。お皿を一枚一枚。カップを一個一個。丁てい寧ねいに拭ぬぐっている。鬼おにの紅茶の追つい給きゆうもだいぶ前からなくなっていて、いまは片付けにとりかかっている。


    　紫し音おんさんが、かちこちかちとマウスをクリックをして、「チェックメイト」と小さくつぶやいた。


    　綺き羅ら々らさんが、お皿の残った最後のお肉を、じーっと見つめている。最後の一片となってしまってから、綺羅々さんは、どうしても食べられずにいる。


    「なに？　タマ？」


    　じーっと見つめてくるタマの視線に耐えきれなくなって、京きよう夜やはそう言った。


    「なんでもないです」


    　タマはそうは言ったものの、その顔には、いいたいことがあれば言えばいいのにと、そう書いてあるような気がした。


    　タマはマイペースで無む神しん経けいなようでいて、こうしたところには敏びん感かんなコだった。弟きよう妹だいが多いから機き微びに聡さとくなるのだろうか。ふだん無神経に思えるのは、あれはあえて空気を読んでいないのに違いない。


    　きーんこーんかーんこーん。


    　下校時刻を告つげるチャイムが鳴り響ひびく。


    　鳴ってしまった。響いてしまった。


    「そろそろ。タマ。帰るです」


    　チャイムが鳴り終わったあとの、痛いたいほどの無音を、最初に破やぶったのがタマだった。やっぱりタマというコは、あえて空気を読んでいない側にいるコなのだろう。


    「わたしたちも帰りましょうか。お姉ちゃん」


    　恵めぐみちゃんが静かな声でそう告げる。


    　部長はなにも言わない。


    　かわりにぱたりと漫画本を閉じる。


    　そして、その目を、京夜に向けてきた。


    　まだ本を開いている京夜のことを、じーっと、見つめてくる。


    「………」


    　京夜はためらった。この本を閉じてしまったら──。もう、終わりなのだ。


    　だが京夜はあえて雑誌を閉じた。そして立ちあがる。


    　皆みなで揃そろって部室を出る。


    　京夜も皆の一番最後について、部室を出ていこうとしたが──。


    　その足が、つい止まってしまった。


    　戸口のところで立ち止まる。そして部屋を振り返ってみる。


    　誰もいない部室をしばらく見つめたあとで──。


    　京夜は、ぱちんと、電気を消した。
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    　いつもの春休み。いつもの自室での一日。


    　特にすることもなく、ベッドに横たわって、京きよう夜やはマンガ雑誌を読みふけっていた。


    　ガッコが休みになっていても、雑誌は休んだりしない。ありがたいことだ。おかげで春休みもこうして退たい屈くつしないで済んでいる。


    　今日はちょっとだけ背伸びして、「サンデー」は「サンデー」でも、週刊のほうではなくて──「ＧＸ」のついているほうを読んでいたりする。高校三年生になって、大人おとなになって、部長にもなったりしたのだから、ちょっとくらいステップアップしたってバチはあたるまい。


    「ＧＸ」のついているほうの「サンデー」は、週刊に比べるとそこはかとなくハードでバイオレンスな内容で、人がバンバン死んでいる。チューもバンバンやっている。チュー以上のこともあったりなかったり。エロスとタナトスが花はな盛ざかりだ。霞かすみに禁きん書しよ指定されてしまいそうな内容だ。そしてとても部長には読ませられない内容だ。


    　ていうか。部長はいま自分なのだけど。


    　ベッドにゴロりと横たわって読んでいるのは、この場所を霞に占せん領りようされないためであった。霞はなにかというと兄の部屋にやってきては、ベッドを占領するのだ。京夜の部屋のベッドが霞の部屋の一部ではないということを主張するために、断だん固こたる決意を持って京夜はベッドの上で「ゴロゴロ」を敢かん行こう中ちゆうだった。しかし──。


    「暇ひまだなぁ」


    　京夜は口に出してつぶやいた。春休みをこんなにも長く感じたことはない。まだはじまったばかりだというのに、こんなふうに虚うつろな日々が、早くも続いてしまっている。


    　部長たち──う、ううんっ！


    　ま、真ま央おたち──が、卒業していってしまってから、心にぽっかりと大きな穴あなが開あいてしまったかのようだった。


    　部……真央たちとは、もう二度と会うことはないのだろうか。


    　皆だって、そう遠くないところに住んでいるのだから、ひょっとしたら、なにかで偶ぐう然ぜんに、店や本屋さんなんかで出くわすこともあったりするのだろうか。そんな偶然。そうそう起きるはずもないか。


    　すくなくとも毎日部活で顔を合わせていたように、あんな密度で会うようなことは、もうないのだろう。そう考えると、物もの悲がなしくなってきてしまう。寂さびしくなってきてしまう。


    　京夜は読んでいた本を投げだして、枕まくらをぎゅーっとやった。


    　その時、突然──。携帯が鳴りはじめた。


    「うわっ」


    　京きよう夜やは慌あわてた。びっくりして携帯を探さがしはじめる。


    　枕まくら元もとに置いてあったはずの携帯は、枕を抱だきしめた拍ひよう子しに、壁かべとの隙すき間まに落ちてしまったようだった。せまい隙間に手を入れて、ストラップの先を指先に引っかけて、なんとかかんとか携帯を引っぱり出すことに成功する。


    　電話が切れてしまう前に応おう答とうしなければならなかった。


    　専用着メロで──。誰から掛かってきたのかは、もうわかっている。


    「は、はいっ！　──もしもし僕ですっ！」


    『うわなんだおまえ。気合いの入った出かたしやがって。びっくりさせるなー、もうっ』


    「いえ携帯落として探してまして。焦あせってたので。──すいませんでした」


    『そりゃ大変だったな。──ところでおまえ。いま家か』


    「はい。そうですけど」


    『いまヒマか』


    「ええまあ。暇ひまといえば暇なほうですけど」


    『おいキョロ家にいたぞ。ヒマだってさー』


    　と、これは部──真ま央おが、後うしろの誰かに話しかけている声。後ろにいるのは、当然、紫し音おんさんと綺き羅ら々らさんに違いない。


    『んじゃおまえ。いますぐ駅前に来い』


    　返事を返すことも忘れて、京夜は思わず微ほほ笑えんでしまった。


    　真央は卒業しても、やっぱり横おう暴ぼうで強ごう引いんだった。


    
      ＊

    


    



    「ほい。あーん」


    「あーん、じゃないですよ」


    「なんだいらんのか。冷凍ミカン。きらいだったっけ？」


    「いえ。好きですけど」


    「電車の旅たびっていったら、コレだよなー」


    「部長。そんな言うほど電車旅の玄くろ人うとじゃないくせに。──痛いてっ」


    　ついうっかり口にしてしまったら、デコピンをやられた。


    　うっかり口にしてしまったひと言は──「玄人ではない」というほうではなくて、「部長」っていうほう。わかってはいるのだけど。二年間も続けてきた習慣なので、つい、無意識のうちに口をついて出てしまうのだ。


    　しかし──。と京夜は思う。


    　部長とまたこうして差し向かいになっているのは、妙な気分だ。いつものコタツじゃなくて電車の中なんだけど。


    　いま京きよう夜やは、なぜだか電車に乗っていた。


    　部──げふんげふん。真ま央おに電話で呼びつけられて、全力でダッシュして、駅前へと向かった。そこで出会ったのは、予想していた三人のほかに、予想していなかった二人であった。


    　真央。紫し音おんさん。綺き羅ら々らさん。──の三人は予想通りであったが、あと恵めぐみちゃんと、なんでかタマの姿まであった。皆、私服なのは当然としても、大きなスーツケースが一個二個三個四個。全員、旅たび支じ度たくを整ととのえて立っていた。


    　そして京夜は、普段着のまま、ろくな荷に物もつも持っていない状態で、文字通り〝着の身着のまま〟で連行されてしまった。


    　そしていま車しや上じようの人となっているわけだった。


    「ん。ほれ。言ってみ──？」


    「え。えーと。……えーっと。ま……。真央」


    「うんよし」


    　ずっと中ちゆう腰ごしのままで待っていた彼女は──ようやく向かい合わせの席へとお尻を戻した。


    「キョロ君。その調子で私も頼む」


    「紫音さん」


    　京夜は〝さん付け〟で紫音さんを呼んだ。


    「ひどい。なぜ私は呼び捨てにしてくれないのだ」


    　紫音さんを呼び捨てにするなんて──。無理無理。ぜったいムリ。


    「わたしもわたしもー。ぜひ呼び捨てでぇー。恵ってぇー」


    　旅りよ客きやく列車の椅い子すの背せを越えて、ひょいと恵ちゃんが顔を出してくる。合計六人だから、四人掛けの旅客列車のボックス席ひとつでは、全員が収おさまれない。恵ちゃんとタマがあぶれて後うしろのボックス席に入っている。


    「だから恵ちゃん。これ部活動じゃないんだから。ローテーションしなくっていいんだよ」


    「えーっ……。ずるいですぅ」


    　天てん上じよう界かいの生物も、二年経たつうちに〝ずるい〟という感情を学習したようだ。


    「きらら。は？」


    「一年のときからずっと呼び捨てじゃないですか。キララの場合には」


    「うん。」


    　綺羅々さんは嬉うれしそうに、にんまりと笑った。


    「タマはそーゆーのカンベンですよ。だけどセンパイがどうしてもとゆーなら、〝さん付け〟で呼んでもかまわないです」


    　なんでかタマは胸むねを張っている。


    「うんわかった。そうするね。──タマ」


    「だから〝さん〟付けていいんですって……」


    　京きよう夜やは部長の手から冷凍ミカンをもらってきた。半はん融どけのシャーベット状になったミカンの房を、ひとつずつむしっては、口に運はこぶ。


    「ぶ……、じゃなくて。真ま央お」


    「なんだ？」


    　向こうも背中がムズムズしているのか。妙に背せ筋すじをくねらせながら答えてくる。


    「いつのまにか食べられるようになったんですね」


    「なにがだ？」


    「ミカンの糸みたいなやつですよ」


    「それは維い管かん束そくというね」


    「そうそう。維管束です。その白い糸」


    「ふふふのふ。私は修しゆ行ぎようの果はてについに開かい眼げんしたのだ。凍こおらせてしまえば糸っぽいのもよくわかんなくなるのだ！」


    「お姉ちゃん。まだ普通のミカンだとだめなんですよー。うふふっ」


    「こらメグ！　バラすな」


    「克こく服ふくしたわけじゃなかったんですね」


    　ごとんごとんと列車に揺ゆられる。


    　窓まどの外を景色けしきが流れてゆく。青春なんとか切符で旅した夏合宿の旅行とは違い、この列車は急行だ。


    　しかし実際のところ、どこに向かっているのかなんてことは、どうでもよい気分だった。


    　皆とこうしていられるだけでいい。それだけで充分。


    　でも──。だけど──。さすがにどこに行くのか、ちょっとだけ気になった。


    「ところでこの列車。どこに向かうんですか？」


    「一泊二日だ」


    「いえ日程じゃなくて。行き先ですけど」


    「それはプライバシーに関かかわるな。なにせ我われらの卒業旅行の行き先だからな」


    　ほうらやっぱり教えてくんない。


    「じゃあ一つだけ確認しておきますけど。これ。卒業旅行だったんですよね？　いいんですか？　僕とか、ついてきちゃって……」


    「ついてきたんじゃねーだろ。連行したんだろ」


    「そっか。……そうでした」


    　京夜は笑った。


    「ねえ？　なんですか？　その〝ソツギョーリョコー〟ってゆーの？」


    　京夜の気になっていたことが片付いたところで、タマがなにか変なことを気にしている。


    「タマ知らないですそれ。なんですかなんですか？　なんなんですか？　タマにわかるように説明しやがれですよ」


    「卒業旅行っていうのはね。──タマ。卒業した人たちが、次の学校に上がる前の春休みなんかに、卒業を記念して、皆で旅行に行くことを言うんだよ」


    「うっわ！　説明した！　ほんとに説明した！　──したですよ!?」


    「いや説明してっていうから説明したんだけど……そんな驚おどろくようなこと？」


    「これまでタマ一度だって説明してもらったことないですにゃー!!」


    「そうだったっけ？」


    「あ。にゃーって言ったぞ。いまこいつ。にゃーって」


    「ん。これは良いものだね」


    「ねこ？　ねこ？」


    「タマちゃんかわいいですー。にゃぁー」


    「そうかもしれないね」


    　そういえばタマがなにか訊きいてきても、間まが悪いというかなんというか、質問のタイミングがうまくないので、そのままスルーされてしまうことが多かったような気もする。


    「そうかもじゃないです!!　そうなのです!!　タマは常つねにスルーされる側なのです!!」


    「だから答えてあげたじゃない」


    「セ、セ、セ……、センパァ──イ!!」


    「わっ。ちょっ──」


    　感かん涙るいの尾おを空中に曳ひきながら、タマが胸むな元もとに飛びこんできた。


    「あっ！　おいタマ！　おま！　ドサクサにまぎれて！　ナニやってんだ！　おいこら！　チューと抱だきつきは禁止だっつーの！　離れろッ！」


    「んべー!!　ですにゃ!!」


    　タマは大きくアッカンベー。


    「まーちゃんはもう卒業したんですから！　もはや関係ないのです！　センパイはいまタマ専用センパイなのです！」


    「なんだと！　許ゆるさん！　キョロのイジリ権は万ばん人にんに分け与えられるべきだ！　限りあるキョロを大切に！」


    「そうだね。たとえタマでも。独どく占せんはちょっと許せないね」


    「るる。」


    「タマちゃん。わたしもいますからー。わたしも在校生ですよー。ほらほらー」


    「ほらメグんとこいけよ。メグだってセンパイだぞ」


    「うるさいです！　大学生のオバハンはあっちいけなのです！」


    「オバハンっつーたか！　オイコラ！　オモテ出ろい！」


    「うわちょ！　部長！　列車ですから！　走ってますから！　外出たら死んじゃいますって！」


    　同じ車両に他ほかのお客さんがいなくてよかった。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの活動はいつでもどこでもどんなときでも騒さわがしくなるようだった。


    　することのなかった春休みの倦けん怠たいが、一気に吹き飛んでいってくれた。


    
      ＊

    


    



    　どこまでも登ってゆく急坂──。


    　その左右を固かためるのは、どれもいずれ劣おとらぬ年ねん季きを感じさせる土産みやげ物もの屋やの並び。


    　到着したのは、地方の温泉街がいであった。電車に乗せられて運はこばれていっただけなので、どこに到着したのかはよくわからないのであるが──。


    「古こ来らいより。日本には〝湯とう治じ〟という風習があってね。観光よりも治ち療りようや療りよう養ようが本来の目的だったそうだよ」


    「しかし現代では温泉は観光だなっ！」


    　駅に降おりたって見ることができたのは、いかにも「温泉街」という感じの街並みだった。


    　細い急坂が上に向かってどこまでも伸びている。道の両りよう脇わきには土産物屋がびっしりと──ではなくて、シャッターが閉しまったり朽くちた木き戸どのはまっている店もあったりして、時間と歴史によって適度に間ま引びかれていて、たいへんに、うらぶれた雰ふん囲い気きをかもしだしている。


    「かーっ！　やっぱりココにキメて正解！」


    　真ま央おは、たいへんに、よろこんでいらっしゃる。


    「あのですね。僕。旅行に出るとか言ってもらえなかったものですから、着の身着のままで、着替えもなんにも持ってきてないんですけど」


    　まさしく拉ら致ちられた。駅前でいきなり拉致られた。


    「言ってもらえなかったのではない。言わなかったのだ。なぜならそのほうが面白いからだ」


    　部長は腕うで組ぐみをして断だん言げんする。


    「キミの予定が空あいていることは、妹いもうと君ぎみに確認ずみだよ」


    「霞かすみも共犯ですか。でも霞。自分も連れてけとか、うるさくなかったですか？」


    「あっちだって部長じゃん。春休み。色々あんだろ。忙いそがしいだろ」


    「そういやあっちもＧＪ部でした。ＧＪ部中等部でした」


    「ところで聞いてくれてますか。僕。着替えも歯ブラシもなにひとつ持ってないんですけど」


    「下着くらいコンビニでだって買えるだろ。殿との方がたなんだし」


    「ここコンビニがあるかどうか怪あやしいですよ？　この街」


    「宿に着けば浴衣ゆかたがあるだろ」


    「えーっ!?　僕ずっと浴衣ですかーっ!?」


    「なに言ってんだ。温泉に来たら誰でもずっと浴衣だろ」


    「え？　えーっ……？」


    　ひなびた温泉街がいとはいえ、街を歩く人たちは少しはいる。ちょうどいま、おばさんたちの連れあいが、浴衣ゆかたで前を通りすぎてゆくところだった。


    「じゃじゃあ──、宿についたら、真ま央おたちもみんな、浴衣で過ごすんですよね？　僕一人だけへんな羞しゆう恥ちプレイとかじゃなくって──」


    「あったりマエじゃん」


    「それは期待しているという意味かな？」


    「ゆかた。じゃぱにーず。みんぞく。いしょう。」


    「みんなでお揃そろいでーす」


    　皆、浴衣で過ごすことにまったく抵てい抗こうはないらしい。


    　そういえば女の子は夏祭りの時に浴衣を着ていた。男の子は浴衣なんて、そうそう着る機会がない。そういうの見せるの、なんだか恥ずかしい。


    「あう……、墓ぼ穴けつ掘りましたぁ……」


    「センパイなにやってるですか。墓穴掘るのはタマの専せん売ばい特とつ許きよですよ」


    「専売特許って、それなに？　タマ、たまに古い言葉使うよね」


    「でもまーちゃんのサイズだとやっぱり浴衣も子供用ですかね」


    「おまえだって子供サイズじゃん」


    「うっわ説明してくんないよ。──いまのはべつにダジャレじゃないから。無視しないでよ。説明してよ頼むから」


    　京きよう夜やたちはいつものようにＧグツＪジヨ部ぶ的に会話しながら、宿までの長い上のぼり坂を歩いていった。
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    「うおーっ!?　やったー!?　ＨホームＰページの写真で見たより、ぜんぜんいい感じーっ！　シイ！　でかしたッ！」


    「湯とう治じの地も、宿も、すべて厳げん選せんさせていただいたよ。三千か所を比ひ較かく検討した結果だ」


    　紫し音おんさんが選んだらしき宿は、このひなびた温泉街でも、群ぐんを抜いてダントツにひなびた感じが漂ただよっていた。


    　ちなみに部長の言う「いい感じ」とは、ＧＪ部的な意味における「いい」のほうである。世間一般の「いい」とは、たぶん意味が真ま逆ぎやくである。


    「おっしキララ。ご苦労」


    「助かったよ。私はどうも旅行の荷に物もつを選ぶのが苦にが手てでね。つい持ちすぎてしまった」


    「わたしもですー。ありがとうございますー」


    「トラねーさん力持ちです。──タマはバッグ一個だけですケド」


    「ん。」


    　皆の大きなスーツケースを四つも重ねて軽かる々がると運はこんできたキララが、発はつ泡ぽうスチロールかなにかのように、ひょいと軽そうに入り口の前に置く。キララが持っているとすごく軽そうにみえるのだが、ひとつひとつは、ずっしりぎっしりと重たいはずだ。その証しよう拠こに、迎えに出てきた宿の人が、荷に物もつを重そうに運はこび入れている。


    　皆のバッグを持たされるというアレ──罰ばつゲーム的なナニカに、京きよう夜やはちょっぴりと憧あこがれを持っていたりしたのだが。それがＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいというものなのだが。しかしキララがいると男の子の出番はない。まったくない。


    　ちなみに京夜の荷物はなにひとつない。キララに持ってもらうものも、なんにもない。


    「えーっ！　それ──!?　困こまる！　き──禁止っ！」


    　まっさきに宿に入っていた部長が大声をあげていた。


    「どうしたんですか？」


    　門もん構がまえを眺ながめるのをやめて、京夜も宿の中に入っていった。


    「へ、部屋っ──！　部屋一つしかねえんだと!?」


    「はい？」


    　一つってことは……。男女で一部屋ってこと？


    「──あのう。予約のときにはどういうふうに？」


    　宿の人に、まず京夜はそう訊きいてみた。


    「え？　はい。女性五人ともうひとり、と電話でおっしゃられていたので……。大部屋を一つ、お取りしたんですけど……？」


    「ほら宿の人困ってますよ。真ま央おのせいですよ」


    　思った通りだ。やっぱりこちらに落ち度があった。


    「あの失礼ですけどご姉きよう弟だい様ですか？　もう一部屋お取りしたほうがいいですか」


    「ええと……、姉弟的であるといえばそうなんですけど……」


    　宿の人にはなんて説明すればよいのか京夜は迷った。同じ部活の仲間です、という説明は、もう使えない。姉弟の絆きずなを結んだとかどーだとか。──とか？　それはこのあいだのＧＪ部卒業式で言ったような気もする。


    「みんなで一緒のが楽しいですよぅ」


    「うむっ。そうだね」


    　恵めぐみちゃんが言い、そこに紫し音おんさんが大きくうなずく。


    「でなければせっかくの作戦が水の泡あわ。いや湯の泡？　──ああいや。こちらのことで」


    　なんか変なことをいま言いかけたけど……。紫音さん。


    「るるっ。」


    「タマもべつにいーですよ」


    「な、なんだよ!?　それじゃわたしがダダこねてるみたいじゃねーかよ！」


    「ダダをこねるのは真央の仕事だと思います」


    「ふん！　──だ！　じゃあいいよーっだ！　キョロは殿との方がたにあらずだッ！」


    　なんとなく流れでそう決まってしまう。


    「えーと、天あま使つか家、一行……っと」


    　観念した真ま央おが、書き書きと、宿やど帳ちように記入している。


    　ちなみに彼女の場合、椅い子すを持ってきてカウンターの上にようやく届とどく。


    　その爪先立ちの後うしろ姿を見つめながら、京きよう夜やは相部屋になってしまったことを、ちょっとだけ気にしていた。
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    「メシうまかったよなー！」


    「おいしかったですー。山さん菜さいさんもー。キノコさんもー」


    　浴衣ゆかたの姉妹しまいにつづいて階段をおりてゆく。京夜が着ているのも、前を歩く二人とおなじ柄がらの浴衣だった。「宿に着いたら浴衣着用」というＧグツＪジヨ部ぶルールは厳密に適用された。前をゆく天使姉妹。後ろにいる紫し音おんさん。綺き羅ら々らさん。そして最後尾のタマ。みんなお揃そろいの浴衣姿だ。白地に紺こんのシンプルな柄の旅館の浴衣である。


    　女の子たちと同じ服を着ているのって──男の子としては、変な気分でしかたがない。


    「うわぁ。卓たつ球きゆうっ。ほら卓球台がありましたー！」


    　地階のホールに到着すると、噂うわさに聞こえた「卓球台」を目にすることができた。ピンポン球もラケットも揃っていて、ちゃんと遊べる。


    「はいはい。はいはーい！　誰かやりましょう！」


    　早くもラケットをかまえた恵めぐみちゃんの前に、綺羅々さんが立つ。


    　恵ちゃんは前かがみになって、ピンポン球を目の高さに掲げた。〝卓球経験者〟ということらしいのだけど──。


    「わたし、上じよう手ずですよー？」


    　恵ちゃんから声をかけられても、綺羅々さんはぼーっと立ったまま。こちらは棒立ち。ラケットの持ちかたも無む造ぞう作さで、ぜんぜんやったことないように見える。


    「シャアッ！」


    　呼こ気き一いつ閃せん。サーブが放はなたれる。


    　ねじれた体とねじれた手首から放たれた強烈なサーブは、相手方に落ちると、ぎゅいんと曲がった。


    　てゆうか。恵ちゃん。まるで別人……。それ単なる〝経験者〟とかじゃないから。


    　しかし相手は綺羅々さん。綺羅々さんの場合、たとえ未経験であろうと、体を動かすことであれば──。


    「ん。」


    　綺き羅ら々らさんはゆっくりと動いた。しかし恵めぐみちゃんの強烈なサーブに完全に追つい従じゆうしている。


    「シャアッ──!!」


    「ん。」


    「シャアッ──!!」


    「ん。」


    「シャアッ──!!」


    「ん。」


    　ラリーが続く。恵ちゃんがどこに打っても。どんな回転を付けても。まるで壁かべ打うちしているかのように、ピンポン球は返ってくる。


    「メグは小学生のころ卓たつ球きゆうクラブにいたのだ」


    　我わがことのように真ま央おが自じ慢まんする。


    「どんなプロ目指している卓球クラブですか」


    「小学校のだぞ？　フツーだよ。フツー」


    「どこがですか」


    　ずっと続くラリーを見ながら、京きよう夜やは言った。


    「普通の我われらは、ほかのゲームで遊ぼうか」


    　そう言う紫し音おんさんの目の先にあるのは、いわゆるレトロゲームというものだ。


    　百円玉を入れて遊ぶタイプのゲームだ。


    「これ見たことあるぞー!!　なんか知ってるぞー!!　なんだっけこれ？　いんべっだゲーム？」


    「インベーダーじゃないですか？」


    　太古のアーケードゲームを横目で見ながら、紫音さんに訊きく。どのくらい古いのかというと、なんと画面が白黒だ。ＧグツＪジヨ部ぶの部室のテレビ様並みに古いのではなかろうか。


    「物の本によると。三十年以上前に一世を風ふう靡びしたゲームだそうだよ。いわゆるビデオゲームの始し祖そではないのだけど。日本におけるテレビゲームの歴史は、ほぼ、ここからはじまったといっても過か言ごんではないらしい」


    「なるほど。ではやらねばなっ──！」


    　真央が親指で弾はじきあげた百円玉を、空中でキャッチして、スロットへと叩たたき込こむ。


    　でっでっでっでっ、とインベーダーが隊列を組んで侵しん略りやくをはじめる。そこをマイキャラの砲ほう台だいで迎え撃つ。ぴきゅんぴきゅんと、真央は体ごと左右に揺ゆらせてゲームに入りこんでいた。


    　だがすぐに、ぼがーん、と、弾たまに当たって爆発してしまう。


    「あー、ほらやられた」


    　ゲームオーバーになっている画面を見下ろしていると──。


    「なんだよ！　おまえもやってみろ！　むずいんだぞこれ！　おまえもばくはつしろー！」


    　百円玉を取り出して京夜も参戦した。インベーダーの侵略から地球を守る戦士となる。


    「ほら！　ＵＦＯユーフオー！　ＵＦＯ撃て！　点数高いんだぞこれ！　あーもー！　なにやってんだよもー！　逃にがした！　逃げた！　逃がしやがったこいつ！」


    「重いです。真ま央お。あと邪じや魔まです」


    　首の後うしろに真央をぶらさげてゲームをするのは大変だった。


    　インベーダーの大群に無事に侵しん略りやくされ終わって、真央を首からぶら下げたまま、紫し音おんさんのところに行くと──。


    　紫音さんはピンボールの台を前に思し案あん顔がおで突っ立っていた。


    「やりかたがわからないんですか？　僕。それなら知ってますよ」


    　金属のボールを台の中に打ち出して、左右のフリップを操あやつって、ボールを跳はね返かえすのだ。それを長いこと続けていれば得点になるというゲームだ。


    「いや。プレイ中だよ？」


    　紫音さんは言う。


    　たしかに台のなかでは、金属の大きな玉が盛せい大だいに跳ね回っている。紫音さんがなにも操作をしていないのに、得点がどんどん上がってゆく。


    「まずったね。うまくやりすぎてしまったようだ。これではあと三十分はなにもすることがない。バタフライ効果で積み重なってきてカオスが現れてくるまで、そのくらいは必要だろう」


    　さすがゲームの天才──。レベルが違った。


    「めぐ。すごい。いってん。とられたよ。」


    「汗あせかいちゃったですよー」


    　綺き羅ら々らさんと恵めぐみちゃんの二人がやってくる。しまった見み逃のがした。あの綺羅々さんから一点取るところとか……。だけど、どうやって？


    　夕食、浴衣ゆかた、ゲーム──と順当にノルマをこなした。適度に汗をかく。


    　そしていよいよ大だい本ほん命めい。お風ふ呂ろの時間がやってきた。


    「じゃ。──またあとでな」


    「はい」


    　男おとこ湯ゆと女おんな湯ゆの前で二ふた手てに別れる。宿で購入した新品のお風呂セットを手に、京きよう夜やは脱だつ衣い所じよへと入っていった。


    　脱衣所のカゴのなかに脱ぬいだ服を放りこむとき、浴衣というものが非常に楽だということが理解できた。帯を一本抜き取れば、もう半分は脱げている。


    　なるほど。だから温泉では浴衣なのかな。


    　そんなことを思いつつ、風呂場へと足を踏ふみ入れていった。


    　湯ゆ気げのけぶる岩風呂がどこまでも続いていた。湯ゆ面めんの果はてがどこにあるのか、白く閉とざされていて見えない。


    　さすが温泉街がい。スゴいお風呂だ。


    　京きよう夜やはさっそく湯ゆ船ぶねに浸つかった。


    　今日は他ほかのお客さんは泊まっていないようだから、なんの気き兼がねもいらない。男おとこ湯ゆのなかで誰か他の人に出会う気き遣づかいもない。


    　大岩に背せを預あずけて、肩までずっぽりと湯に浸かった。


    　すっかりとくつろいで、温泉を堪たん能のうした。


    　風ふ呂ろに入っているあいだだけは、皆と別れて一人っきりとなれる。


    　皆と一緒なのは楽しいが──。一人でいると気を抜くことができて、楽らくだった。


    　そういえば、「楽たのしい」と「楽らく」って、漢字で書くと同じ字になるけど。これってなにか意味があるのかな。紫し音おんさんがいれば説明してくれるのかな。


    　女おんな湯ゆのほうは、きっとにぎやかなんだろうな。


    　真ま央おとか。きっとばしゃばしゃ湯船の中で泳いでいるに違いない。


    　──とか思っていたら。


    　子供がいた。湯船の中で泳いでいる子供が、男湯のほうにもいた。


    　いままさに想像したとおりに──。ちょうどそんなふうな感じに。ばしゃばしゃとバタ足で盛せい大だいにしぶきを上げながら泳いでいる。


    　顔を湯につけたままバタ足で泳いできた子供は──。京夜にごつんとぶつかってきた。前を見ないで泳いでいるものだから、障しよう害がい物ぶつに気づきもしない。


    「あ痛いたっ。──ありゃりゃ？　人いたんか？」


    　ざばっと湯から顔をあげたその子は、なんだか聞き覚おぼえのある声でしゃべっていた。


    「あーごめんごめん。ごめんなー。だーれもいないと思ったから、つい……泳いじゃってなー。わかるだろー？　……あれっ？」


    「あれっ？」


    　その子と顔を見合わせて、京夜は、あれっと顔を傾けた。向こうも、あれっ、とやっている。


    　おたがいに同じ仕し草ぐさをとっている。


    「お姉ちゃーん。あんまり遠くに行っちゃったら、だめですよー。迷まい子ごになっちゃいますよー。……って、あれぇ？　京夜くん？」


    「うわ！　め──恵めぐみちゃんっ!?」


    　湯ゆ煙けむりの向こうとはいえ、こんどは見間違えようもない。ざぶざぶと太ふと腿ももで湯を分けるように歩いてきたのは──恵ちゃんだった。湯煙ごしにも、その立ち姿は──はっきり女性だということがわかる。わかってしまう。


    「な、な、な──!?　なんで恵ちゃんと部長が男湯にっ!?」


    　京夜は慌あわてて湯船の中に身を沈めた。


    　それから気がついて、部長に背を向ける。部長のほうも背中を京夜に向けてくる。背中と背中とが、ぴったりとくっつく。


    「そ、そ、そ──それは私の言うことだ!?　な、な、な──!?　なんでおまえが女おんな湯ゆにいんだよ!?　あ、あ、あ──あと、ぶ、ぶ、ぶ──部長じゃねえだろ!?　いまはおまえが部長だろ!?」


    「そ、そ、そ──そうでしたけど！　そんなこと──いまはどうでもいいじゃないですか！　ぶ、部長こそ!?　で、出ていってくださいよ男おとこ湯ゆからぁ！」


    　背中を合わせたまま、おたがいにパニックになっている。


    「ちがいますよー。京きよう夜やくん。ここ。女湯ですよー」


    　状況にそぐわない間ま延のびした声をあげているのは恵めぐみちゃん。


    「京夜くんのほうが、女湯に入ってきているんですからねー」


    　ばしゃりばしゃりと湯を蹴け立たてて恵ちゃんが前のほうに回ってくる。


    「う、うわっ──!!　め、恵ちゃん！　こっちこないで！　せめてしゃがんで！」


    「えっ？」


    「えっ、じゃないから！　キケンだから！　危険がアブないからっ！」


    「あっ……きゃっ」


    　天てん上じよう界かいの生物もようやく気がついてくれたのか──。


    　直視しがたいものが、湯の中にようやく埋うまってくれた。


    「あうー」


    　恵ちゃんが困こまった声をあげている。


    「う～～～～っ～～～～」


    　真ま央おが威い嚇かく音おんをあげている。


    「ううう……っ……」


    　京夜は半泣きだった。いや四分の三くらいは確実に泣いていた。


    「脱だつ衣い所じよは別々だけど。中は混浴となっていたらしいね」


    　太ふと腿ももで湯を分けつつ、紫し音おんさんがやってくる。そのお姿が、視界の中にばっちりと入ってしまっている。胸むな元もとは手て拭ぬぐいで隠してくれているけど、だけど──。


    　京夜はずびっと違う方向を向いた。後うしろには恵ちゃんや真央がいるから、必然的に、斜ななめ四十五度しか選択肢がない。


    「こっ──!?　混浴ですかあぁ!?　こここここ──ここっ！　なんで混浴なんですかあぁ！」


    「き──禁止いィ!!　禁止だあぁ!!」


    「いやしかしだね。真央。日本においてそもそも浴よく場じようというものは自然発生的なものであり、そこでは混浴がごく当然のものだったんだ。江戸時代の末期に至るまで銭せん湯とうでの混浴は一般的であったし。黒くろ船ふね来らい航こうでやってきたペリーの『日本遠征記』にもその件くだりが書かれていたりする」


    　紫音さんの台詞せりふはおなじみの百科事典読み上げ調。つまり紫音さんも平へい然ぜんとしているようでいて、めがっさ、あがっている。


    　それにちょっとは安心できた京夜ではあったが──。しかしこの状況が変わるわけでもない。


    「おまえはつまりどっちなんだ!!　こここ、混浴だぞっ!?　混浴っ!?　おまえはキョロに裸はだかを見られてもいーとゆーのかっ!?」


    「それは難むずかしい問題だね。古こ来らいより、〝虎こ穴けつにはいらずんば虎こ児じを得えず〟という諺ことわざがある。あいや──この場合には〝肉を切らせて骨を断たつ〟のほうがより相応ふさわしくなるのだろうか」


    「真っ赤になりながら口だけ冷静でいるんじゃねーよ!!　おまえも女の子なら女の子らしく、きゃー、とか言ええぇ!!」


    「き、きゃー……」


    「あのー、キララー……、キララもなんか言ってくださいよー。い……、いるんでしょう？」


    　気け配はいのしない綺き羅ら々らさんに京きよう夜やは訊たずねた。


    　絶対。いるはずなのだ。真ま央お。紫し音おんさん。恵めぐみちゃんときたら、最後は綺羅々の番なのだ。それがＧグツＪジヨ部ぶのルールであり物理法則なのだった。


    「きらら。いるよ。」


    　平へい然ぜんとした声が返ってきた。なんと真正面から。


    　さーっと、どこからか風が吹いてきて、湯ゆ気げの塊かたまりを運はこび去って行く。


    　そしたらそこに綺羅々さんの姿があった。手て拭ぬぐいを肩にかけた彼女が、きょとんとこちらを見ている。耳のように見える癖くせっ毛けは湯気で苦戦していたが、それでも、ぴくぴくと動いた。


    「ぼぼぼぼ──！　僕！　背中むけてますからっ──!!」


    　たまらずに京夜は叫さけんだ。


    「こっち向いてますから！　い、いまのうちに──みんな！　あがってくださいよ!!」


    　皆がなるべくいない方向に体を向けて、とにかく叫ぶ。


    「まだあったまってねーよ！　カゼひいちまうよ！」


    　ぴったりと背中を合わせている真央が、そう叫びかえしてくる。


    「そんなこと言ってる場合ですか！　この非常時に！」


    「あ、あがるならおまえのほうだろ！　なんで私らが出ていかなくちゃなんねーんだ！」


    「じ、じゃあ、僕があがりますから！　むこう向いててください！」


    「その申し出は丁てい重ちようにお断ことわりする」


    「なんでですかーっ！」


    　京夜は紫音さんに向かって叫んだ。


    　叫んだときに、勢いきおいで、ついそっちを見てしまって──。あわてて顔を前に戻した。


    　湯のうえに、肩だけちょこっと見えた紫音さんの肌は、ひどく白く思えた。


    「な……、なんでなんですかっ！」


    　横を向いたままで紫音さんに訊きく。


    「それは乙おと女めの機密ということにしておいてもらいたい」


    「わけわかりませんよ」


    「センパイ出ていくなら行けばいいじゃないですかー！　そしたらここ女おんな湯ゆにするですよー！」


    　タマの声もすぐ近くから聞こえてくる。


    「み──みんながむこう向いててくれないから！　あ──あがれないんじゃないかぁ！」


    「べつにタマは気にしないですケド。弟おとうと妹いもうと弟妹。いっつも風ふ呂ろに入れてやってるですよ。見慣れているから平気ですよ」


    「うっわタマがすっげーコト言ってやがる！　経験者だ！　コイツ経験者だッ！」


    「そこに関してはひとこと言わせてもらいたい。タマ。君のところの弟おとうと君ぎみたちはどちらも小学生だろう？　キョロ君は高校生なのだよ。しかも三年生の男だん子しなのだよ。私も昔は兄ニー兄ニーズと一緒に風呂に入っていたのだけど。いや。あれはショックだったね。あやうくトラウマになりかけたほどだよ」


    「紫し音おんねーさん、なんの話してるですか？」


    「私の言っているのは第だい二に次じ性せい徴ちようの話だけど」


    「やめてくださいよ！」


    　京きよう夜やは怒ど鳴なった。だんだんのぼせつつあったが──。しかしあがるにあがれない。顔の角度を変えることさえできない。大岩とにらめっこを続けていなければならない。


    「キララ。シャンプー貸してもらえますー？　わたし。忘れてきちゃってー」


    　恵めぐみちゃんの気け配はいがしばらく前からないなと思ったら、洗い場のほうから声がした。


    「きらら。しゃんぷー。つかわない。せっけん。あるよ？」


    「じゃあそれでー」


    　恵ちゃんと綺き羅ら々らさんとが、タマと並んで体を洗いはじめる。


    　京夜はますます湯から上がることができなくなってしまった。


    「なんでここ～……、混浴なんだよ～……」


    　真ま央おの弱り切った声が聞こえる。


    　湯に残っている側は、みんな、のぼせ気ぎ味みだ。体の小さな人から順に厳きびしいはずだ。


    「ふっふっふ……。誰が宿泊先を選定したと思っているんだい」


    　黒くほくそ笑んでいるのは、これは、紫音さんの声。


    「おま！　そんなにキョロに見られたいのかっ！」


    「いやそうではなく──。むしろその逆で──。だから肉を断たたせて骨を断とうと──」


    「じゃおまえ！　先に出ろよ！　肉を断たせろよ！　キョロが見るぞ！　見られちまうぞ！」


    「見ませんって」


    「す……、すまない。やはり……、ムリっ」


    「じゃあやんなーっ！　バカ！　シイのバカーっ！」


    「ですから見ませんってば。ねえ。頼みますから聞いてくださいよ。信用してくださいよ。信頼してくださいよ」


    「あー！　もう！　ギブ！　ギブアップなのです！」


    　ざばっと湯ゆ面めんが荒れる。立ちあがったのは、たぶん──タマ。


    　もちろん紳しん士しとして背中を向けているし。絶対に見ないようにしているし。だからよくわからないけども。


    「ほら僕。こっち向いてますから、真ま央おも紫し音おんさんも、ほんと、あがっちゃってくださいよー」


    　残りはたったの二人。だから〝安全な方向〟に困こまることもない。


    「で、では……。失礼する」


    　紫音さんの気け配はいがまず消えた。しばらくすると洗い場のほうで賑にぎやかな声が響ひびきはじめる。


    　最後に残った一人に、京きよう夜やは声をかけた。


    「真央……、お湯からあがっても、いいですよ。僕。こっち向いてますから。ずっと向いてますから。絶対。見ませんから」


    　背中にぴとりと押しあてられている──小さな背中に、そう声をかける。


    　その小さな背中には、さっきまで力が入っていて、ひどく固かたかったのだが──。いまはぐんにゃりと力が抜けてきていた。そろそろピンチ？


    「のぼせちゃいますよ？　たいへんですよ？　あがってくださいよ」


    「み……、みんなよ？」


    「みませんって」


    「ぜったいだぞ？」


    「ぜったいですって」


    「ぜったい。ぜったい。ぜったい。ぜったい。……だぞ？」


    　呪じゆ文もんのように繰り返して、真央は何度も念を押してくる。


    「絶対。絶対。絶対。絶対。絶対。……です」


    　彼女よりも一回だけ多く、京夜は繰り返した。


    「ほらお姉ちゃん。髪洗いますよー。ここ来て来てでーす」


    　ぽんぽん、と、音を立てて恵めぐみちゃんが呼んでくる。あれは椅い子すでも叩たたいている音だろうか。


    「じ、じゃあ……。あ、あがるぞっ……？」


    「はい」


    　背中に当たっていた感かん触しよくが消える。湯の中にあったのに、しっかりとくっつきあっていたせいで、ぴりぴりと肌が張りついていたりした。


    　真央がようやく湯からあがってくれる。


    　しかし京夜はうっかりと肝かん心じんなことを失しつ念ねんしていた。


    　真央の髪は、ものすごく長いのだということを──。


    　恵ちゃんが真央の髪を洗い終えるまで──。京夜は延えん々えんと湯の中で待つことになった。


    　そしてすっかりのぼせてしまった。
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    「ほらー。キョロー。死ぬなー。ゲンキだせー」


    　すっかりのぼせてしまった京きよう夜やは、ホールで長くなっていた。


    　長なが椅い子すに横たわり、うちわで扇あおがれる。


    　なんと。部長が扇いでくれている。


    「この世にはぁ……、扇ぐ者と、扇がれる者とがぁ……、いるんでしたよねぇ。部長ぅ……」


    　部長は扇がれる側。そして京夜は扇ぐ側。それがこの世のルールのはずだった。


    「おま。ずいぶん昔のこと覚おぼえてんなー」


    「そうですかー……？」


    「あれこのまえの夏だったろ。なんたるヤツ。まだ根ねに持ってんのか。几き帳ちよう面めんにも〝恨うらみ晴はらさで帳ちよう〟とか付けてるクチか」


    「つけてませんよー……。そんなのー……。あー。部長～……。それ……。きもちーです～」


    　ほてった顔に冷たい風が気持ちいい。


    「あーほら！　まーた〝部長〟って言った！　──もーおしまいなっ」


    「えーっ……？　そんなぁ……？」


    「ほい。つぎ誰やる？」


    　パスされたうちわが、皆の手の中を跳はね回る。


    「私がっ」


    「わたしわたし。やりたいでーす」


    「タマやりましょうか？」


    「きらら。やるよ？」


    　宿の人が気を利きかせてうちわをもう三つほど持ってきてくれた。


    　皆にうちわで扇がれる。ちょっとした王おう侯こう貴族の気分。


    「そうだ！　風ふ呂ろに入ったならばすることがあった！　おねえちゃん！　牛乳！　牛乳くれ！　ナニ？　白いのとフルーツのがあるって？　もちろん白いほう！」


    　部長が売店で買った牛乳を、そして腰こしに片手をあてて、あおるように一気飲み。


    「かーっ！　うめえ！　人生このときのためにあるってカンジだぜーッ！」


    「それ本当は銭せん湯とうとかでやるんじゃありませんでしたっけ？」


    　京夜は半はん身しんを起こして、そう訊きいてみた。のぼせていたのもだいぶ引いてきた。


    「わ、私もそれをできるだろうか。初心者だが……、だいじょうぶだろうか？」


    　紫し音おんさんが早くも興味を示している。


    「タマ。スーパー銭湯行ったときにはいつもそれやるですよ。上級者ですよ」


    「ぜ、ぜひ教授を頼むっ。た、タマ先生っ──！」


    「これは。ぎゅうにゅうの。おにく。」


    「わたしもですー。白いぎうにうだめだからー。オレンジジュースでぇー」


    「あっ。僕も。フルーツ牛乳のほうでもいいでしょうか。白じゃないとだめですか？」


    「キョロおまー。通つうだなっ」


    「あ。いいんですね。──じゃあ恵めぐみちゃん。ほらこっち」


    　京きよう夜やも入って五人で横一列に並んだ。腰こしに手をあてて、牛乳を一気飲み。


    　ＧグツＪジヨ部ぶはまたひとつ野や望ぼうを制せい覇はした。


    「つぎは、コレだーッ！」


    　部長がぴょんと跳はねる。ホールの端はしにあったマッサージ椅い子すに、すとんと収おさまる。


    「あー。この揉もみ玉の動きが……、たまらーん」


    　恵ちゃんと紫し音おんさんは、おみやげ物のコーナーに捉とらえられている。


    　タマと綺き羅ら々らさんは、ホールに住み着いている営業部長の年寄りニャンコと交流を深めつつあった。にゃあにゃあ。なごなご。と猫ねこ語ご（？）で世間話をやっている。


    　いかにもＧＪ部的な時間がゆるやかに過ぎてゆく。
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    　部屋に戻ると、宿の人（仲なか居いさんというらしい）と出くわした。ちょうど布ふ団とんを敷しき終えたところのようだった。部屋を空あけているあいだに布団の上あげ下さげをやってくれるのは、宿ならどこでもやってくれる普通のサービスらしい。


    　人数分の布団が並ぶと、部屋は前よりもすこし狭せまく感じられて──。


    「あれっ？」


    　違い和わ感かんを覚おぼえて、京夜は声をあげた。


    　和服姿のおばさんが、なにやら〝心得えた〟という笑顔とともに退出していったので、布団をよく見てみたら──。布団はなんと、ぴったりとくっつけて敷かれてあった。部屋は広いからまだいくらでもスペースがあるのに。部屋の端と端とに分けて敷いてくれていればいいのに。


    「これは難問だね」


    　京夜のつぎに気がついたのは、やっぱりというかなんというか──。紫音さんだった。


    「じゃんけんで決めるのがフェアだと思うのだけど。……どうだろう？」


    「おまえとは、もうゼッテーじゃんけんしねーって、昔、決めたケド……。てゆうか。なにが？　ナニを決めるって？」


    　真ま央おが気づくのは当分先になるだろう。


    　その隙すきに京夜は、さりげなく紙箱を蹴けっ飛ばして遠くへとやった。仲居さん。如じよ才さいないにもほどがある。枕まくら元もとにティッシュとか置いとく？　置いちゃう？


    「き、き、き、禁止だーっ!!」


    　真ま央おがようやく気がついた。手足をぶんぶんとやって騒さわぎはじめる。


    「どうきん。……は。ひとつの。やぐに。いっしょに。ねること。だいじせん。より。」


    「キララ。解説しなくていいですから」


    　うげっ、という顔をしているタマ。気まずそうに顔を背そむけている紫し音おんさん。このへんの二人は解説は不要なほう。きょとんと首を傾かしげるか、耳に見える癖くせっ毛をぴくぴく動かしているのは、天てん上じよう界かいの生物と野生界の生物。こっちはたぶん解説してもわかってもらえないほう。


    「よ、よしっ！　せ、せめていちばんキケンが少なくアブなくない配置を考えるっ！　いま考えるっ！　考えるから待ってロ！　みんな──早まるなっ！」


    　震ふるえる手で無理やり腕うで組ぐみを作って、真央が弾はじき出した答えは──。


    「よし！　我われ々われが防ぼう波は堤ていを務つとめる！」


    　真央はタマと肩組みをしている。


    「あのう……。なんの波からなにを防ふせぐのでしょう」


    「青春の大波から色々なものをだ！」


    　たしかにいちばんアブなくないのが、真央とタマの二人だろうけど……。それより布ふ団とんを離したほうがいいと思うんだけど。


    　真央とタマの二人に挟はさまれるようにして、六人で一泊のポジションは決まった。
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    　夜中になっても、どうにも寝付けずにいた。


    　春休みだからといって、夜よ更ふかしと朝寝坊を続けてきたツケと、あとは──。


    　やはり部屋の中から女の子の寝ね息いきが聞こえてくることが大きかった。


    　どうにも落ち着かない。真央の言葉じゃないけど。青春の大波？　いやまさかね。


    　部屋の中に自分のもの以外に寝息が五つ存在している。その数を気づくと数かぞえてしまっている自分がいる。その位置を気にしてしまっている自分がいる。


    　皆。一人一人。寝息の音の感じが違っている。誰が誰なのかまでは、よくわからないけど。


    　なんかもう……。いろいろ……。カンベンしてください……。


    　寝返りひとつ打つのにも気を遣つかう。あまり頻ひん繁ぱんにやってしまって皆を起こしては悪いと思う。


    　京きよう夜やはふと昔のことを思いだしていた。夏合宿のときにも皆の寝息が気になって、どうにも寝付けないことがあった。あの夏の日の記憶と、不意にシンクロしてしまう。


    　あれは一年生のときの合宿だったけど。二年のときにやった合宿でもそうだった。そして三年の合宿──じゃなくて、今日のこの卒業旅行でもまったく同じ。


    　自分はなんにも変わっていないなぁ、と思う。成長していない？


    　そんな感かん慨がいに浸ひたっていた京夜だったが──。


    「うべし」


    　急に誰だれかの腕うでが降ふってきた。その直撃を顔に食らって、みっともない声をあげてしまった。


    　誰の手だ。これは。恵めぐみちゃんの手かな。必要以上にぷにぷにしてる感じだし。真ま央おとタマの手ならちっちゃいし。紫し音おんさんの手なら細いし。綺き羅ら々らの手なら筋肉質だし。うんこれは恵ちゃん。消去法によって論ろん理り的てきにそう決まった。べつにぷにぷにしているからではなく。


    　意外にも寝ね相ぞうの悪い天てん使しの手を、隣となりの布ふ団とんの中へと戻す。布団をめくって、手を入れて、そして布団を上にかける。きちんとしまう。青春の大波とやらの影響が及ばないように、きちんとしまって、安全物と変える。


    　そうして一仕事終えて、京きよう夜やが寝ようとしたところで──。


    「うげっ」


    　こんどは足が降ってきた。どすんと上に乗ってきた足は、大きくて重くて──綺羅々さん？


    「あべし」


    　そしてさらに、べっちーんと、ちっちゃくて細っこい手が顔を打ってくる。小さいけどミニマムじゃないから、これはたぶんタマだろう。


    「う～ん……」


    　紫音さんが寝返りを打ってきた。布団から伸び出した足が、背中に乗っかった。


    　前に紫音さんから、ほとんど眠らないって聞いたことがあるけど。ひょっとしてこれ起きてない？　なくなくない？


    「う……ん……、キョロぉ……、き、きんしだぞぉ……」


    　最後に降ってきたのは真央の手だった。首筋を絡からめ取とられて、ぎゅーっとやられる。


    　真央はこれ。完全に寝言だ。百パーセント完かん璧ぺきに眠っている。


    　あーもー。


    　皆の手足を戻すことを諦あきらめて──。京夜はそのまま、寝付くことにした。


    
      ＊

    


    



    「ふわ～わ……」


    　電車の窓まどに頰ほお杖づえをつきながら、京夜は、大あくびをひとつ。


    　大きく開あいていた口を閉とじたところで、ぺちゃっと、口元にミカンの房が命中してきた。


    「なんですか。真央」


    「おまえ。もいっぺん。クチ開ひらけよ。そしたら入れるから」


    「あー。テーマパークとかでそんなのありますねー。人形の口に上じよう手ずにボール入れると、なんか、景品もらえますよねー。……ふぁ～ぁ」


    「いまだっ！」


    　あくびをした瞬間に、ミカンが二つ三つ四つ五つ──飛んできた。全部を口の中に入れるのは大変だった。


    　もっくもっくと嚙かんで……。嚙んで……。嚙んで……。


    　窓まどからのうららかな日差しが、すごくヤバい。口を動かしつづけているのに、急激に眠気がこみあげてきた。ミカンを嚙みながら、京きよう夜やは睡すい魔まに捕とらわれていった。


    「あちゃー、寝ちゃったよー。キョロ」


    　真ま央おが言う。


    「──ちぇっ。寝ちまわないよーに、ミカン、くわせてたんだけどなー」


    「昨夜は一いつ睡すいもできなかったようだからね。仕し方かたないんじゃないかな」


    「なんだ。おまー。監かん視ししてたのかよ？」


    「私はもともと睡眠時間が短くてね」


    「きょろ。ねむい。におい。」


    「京夜くん。おねむさんですねー。うふふっ……。カゼひいちゃいますよー」


    　京夜の肩になにかがかけられる。女物のカーディガンみたいな。恵ちゃんのかな。これは。


    「センパイの寝顔、ゲットなのですー!!　デジカメのメモリに永久保管なのです」


    「ぜひコピーを頼む」


    「もちろんです。タマ。旅行でたくさん写真撮ったからみんなにＤＶＤいれて配るですよ」


    　やめてよー。やめてよー。


    「あっ！　そうだ！　いけねっ！」


    　そこで急に、真央が高い声をあげる。


    「やべっ！　そういや枕まくら投なげやってなかったー!!」


    「なにかな？　なにかな？　枕投げとは──それはなにかな？」


    「タマんち毎日やってるですよ。枕投げて弟おとうと妹いもうと弟妹成せい敗ばいするのです。タマはエターナルチャンピオンなのです」


    「おもしろそうですー。やったことないですー」


    「おもいきり。なげていいの？」


    　音速超こえちゃいますから。かげんしましょう。


    「やっべー!!　枕投げやらねーで帰っちまったら!!　成じよう仏ぶつできねーッ!!」


    「いますぐ戻ってもう一泊しようゼ！」


    　部長。それは無茶ですよ。


    　京夜はそう思いはしたものの、ついに口に出すことはかなわなかった。


    
      ＊

    


    



    　ことり、と傾かたむいてきた京夜の頭を、その肩で受け止めた紫し音おんは──。


    　皆に向けて、しいっと一本指を立ててみせた。
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    あとがき


    



    　おひさしぶりでございます。いえ。新あら木きが、ではなく。ＧグツＪジヨ部ぶが、無む印じるしが、ひさしぶりです。


    　巷ちまたでは「無印」と呼ばれているＧＪ部高校編の再登場でございます。


    　アニメ放送を記念しまして特別刊行とあいなりました。


    　ず～っとず～っと、書こう書こうと思っていたあの夏の日の話も、今回、ようやくお披ひ露ろ目めすることができました！　思いあまりまして、短編タイトルが「あの夏の日」となっていたりします。


    　アニメからこちらに直行されてきた方もご心配なく。


    　原作小説を知らなくても楽しめる構成に努つとめております。ちょっとやそっと、わからないことが出てきちゃったとしても、こだわらず、おおらかなキモチでお楽しみください。きっとそれがＧＪ部魂だましいです。


    　今回は特別編ということで、いつもの三十六話形式を変更してお送りしております。四コマパートは十六話ほどで、残りは短編形式となっています。なんとＧＪ部初の短編です！　およそ三十から四十ページ、まるまるたっぷり、ずずずいーっと、ＧＪ部魂をご堪たん能のうください。


    



    　勢いきおいアニメの話になってまいります。この本が出るときにもまだ放送中なので仕方ないですよね？　ね？　アニメに興味のない方はカンベンしてください。放送地域でない方にはごめんなさい。でも日テレオンデマンドでは第一話無料。最新話も一週間無料。またバンダイチャンネルと日テレオンデマンドでは、全話、有料ですけど揃そろっております。（宣伝です。^^;）


    　さて今回、新木は原作者という立場で、アニメ制作に関かかわることができました。


    　いちばん最初に「アニメ化だよ」と編集さんから話を聞いたのは、あれは去年の早い時期のことでしたっけどうでしたっけ。えーと。ちょっと待ってくださいね。「アニメ化日記」という日記帳を開ひらいて、いま確認しますので。ああうん。そうそう。そんな時期でした。


    　そこから季節が巡めぐり巡って、暖あたたかくなって暑あつくなって寒くなって──というあいだ、ずっと、週一で決まった曜日の決まった時間に、アニメスタジオにお伺うかがいさせていただいておりました。


    　だいぶ深々と、ずっぽりと、アニメの制作現場に関わらせていただきました。小説業界とは違う業界のことを見学させていただいて、新木も大変勉強になりました。


    　とはいえ、新木の役目なんてゆーものは、ＧＪ部ワールドの生き字引的なものとして、監督はじめスタッフの方々が聞きたいときにそこにいる、みたいなもんでして──。


    



    　ここで新木は改めて主張しますが（偉そうに聞こえたらすみません）。この素す晴ばらしいアニメを作りあげたのは、監督をはじめスタッフの方々、そして制作に関わったすべての方々です。


    　キャラの可愛かわいさに全力投球！　可愛さだけならどこのアニメにも負けないぜ！　──的なスタンスで、企画のごくごく初期から北ほつ極きよくもしくは南なん極きよくに向けて突っ走っていました。


    　このＧグツＪジヨ部ぶという作品の、一番のキモで、一番の勘かん所どころで、一番大事で大切な部分を、真ま芯しんで捉とらえていただいておりましたので、原作者冥みよう利りに尽つきるっていうか、もはやなにも口を出す必要さえないっていうか。ＧＪ部の目指している極点は「面白い」でも「おかしい」でもなくて、「楽しい」なわけですけど。そこを確実かつ完かん璧ぺきに理解されていただいていたというか──。


    　そんなわけで、信頼してお任まかせしておりましたら、皆様もご覧らんになられて「はふぅ」とため息をつかれているように、こんな「神出で来き」となってしまった次し第だいです。自分らで「神出来」とか言うと痛いたいんですけど。でもホント。いい出来なんですよ～。


    



    　それでは次の話題。本書の解説などをしたいと思います。


    　４コマパートはふだん通りいつも通りの定常運転。ゆるふわ道を追つい究きゆうする内容です。


    　そして本作目玉の短編のほうですが、じつは四本ほどあります。もくじを見ると三本しかありませんけど、でも本書の構成的には、短編はじつは四本存在しているのです。冒頭のほうにある連作４コマとなっている「ＧＪ部ＺＥＲＯ」の①～⑥が、じつは一つの短編と等価なつくりです。


    　本書の内容は、基本的には、京きよう夜やが部長たちと過ごした二年間を振り返る構成となっています。Ａｃｔ３の「卒業旅行」だけ、原作の無印九冊にも、アニメにもない、「卒業後」のお話となっています。


    



    ●Ａｃｔ０「ＧＪ部ＺＥＲＯ①～⑥」


    　京夜捕ほ獲かく秘話です。


    　以前、ＧＪ部ＺＥＲＯとしてガガガ文庫の折り込みチラシ「ガ報」六十六号に、同名のショートショートが掲載されました。（ＧＪ部の発売月ではないので、知らない読者もいるかも？）


    　こちらはそのショートショートの完全版＋アフターストーリーとなっています。京夜が捕獲されて、皆の個性を理解してゆくまでの話ですね。これで京夜は体験入部を決心しました。


    



    ●Ａｃｔ１「あの夏の日」


    　京夜一年生のときの夏合宿の話です。


    　あの夏の日……。十二時間も電車を乗り継いで、ＧＪ部はいったいどこに向かったのか……？


    　京夜が「あんなところに行くとは思ってなかった」と呆あきれ声で言う合宿地とは？


    　そこで出た「泥どろ棒ぼう」とは？


    



    ●Ａｃｔ２「誤解と疑惑の果てに」


    　普段のＧグツＪジヨ部ぶとは少々毛け色いろが変わりまして……。京きよう夜やのクラスにおけるポジションの話です。


    　原作小説でもチロっとしか出てこなくて、アニメでは影も形もない京夜のクラスメートが、多数登場してきます。京夜が部室外でどんな生活を送っているのか垣かい間ま見ることのできる一話です。


    　ちなみに超ちよう雄おす・新しん城じよう君と、クラス一の美少女・神かん崎ざき美み奈なさんの二人は「神カップル」と呼ばれている名物カップルでして……。原作でもアニメでもやっている「文化祭での結婚式」を挙あげたのは、じつは、この二人だったりします。文化祭における騒そう動どうの話は、ページ数の関係で、残念ながら収録できませんでしたが……。（興味ある方は、著者の他シリーズをあたってみてください。丸ごと一冊使った大ネタになっていたりしますので）


    



    ●Ａｃｔ３「卒業旅行」


    　卒業したら、卒業旅行に行くものらしいです！


    　巷ちまたでは友達だけで海外旅行に行ったりするのが流は行やっているみたいです。


    　でもＧＪ部の場合には、なぜか在校生まで拉ら致ちられてます。しかも行き先は、いかにもＧＪ部的で、部長が大喜びしそうな「あの場所」だったりします。


    　卒業というイベントを越えて、ほんのすこしだけ大人おとなへと近づいた京夜や部長たちとの旅行話をお楽しみください。


    



    ●４コマパート補ほ足そく


    　あと４コマパートですが。先ほど「ふだん通り」と書きましたけど、じつはちょっとした仕し掛かけがあったりします。アニメをご覧らんになっている方はピンとくるかもしれませんが。俗ぞくに言う「Ｃパート」（本編とＥＤの終了後に流れる短いシーンのこと）のところに、アニメではある「仕掛け」がしてあります。本編のほうもそのＣパートに準じておりまして、同じ「仕掛け」があったりします。パクりとか言っちゃダメですよ!?　リスペクトってゆーんですよ!?　監督の許可も取りましたよー!?


    



    ↓携帯の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコン専用ページ（右記携帯向けアドレスも入室可能です）


    http://www.araki-shin.com/
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